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は じ め に 





この 本 、『QuickBASIC ハン ドブ ッ ク Vol.1 基本 操作 】 は 、 マ イク ロ ソ フト 
社 の 最新 の プロ グラ ミン グ 言 語 "QuickBASIC バー ジョ ン 4.2" の 使い 方 に つ 
いて 書い て あり ます 。 

QuickBASIC を 使え を る よう に な る に は 、 


『 統合 環境 
『 言語 体系 
『 構造 化 プ ログ ラミ ング の 仕方 


に つい て マス ター し な けれ ば な り ま せん 。 そ の 環境 や ツー ル の 使い 方 を 理解 し 
て お か な いと 、 快 適 で 効率 よい プロ グラ ミン グ を 行 な を な いで し ょ うし 、 ま た 、 
プロ グラ ム は 構造 化し た スタ イル で 一 貫 し て 書か な けれ ば 、 宝 の 持ち 腐れ に な 
っ て し まい ます 。 

この Vol.1 で は 


統合 環境 で の QuickBASIC の 使い 方 
を 中 心 に まとめ まし た 。 ま た 
Quick BASIC の 言語 体系 


に つい て は 、 本 書 と カッ プル に な っ て いる 『GQuick BASIC ハンドブック Vo1l.2 
リフ ァ レ ンス 』 に お いて 取り 扱い まし た 。 な お 、Quick BASIC を 使っ た 「 構 造 
化 プ ログ ラミ ング の 方 法 」 に つい て は 、 こ の ハン ディ リフ ァ レ ンス ・ シ リー ズ 
の 性 質 上 、 意識 し て 取り 扱い ませ ん で し た 。 
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その 代わ り に 、 こ の 本 で は 、 以 下 に 掲げ る テー マ に つい て 綱 維 的 で か つ 簡 潔 


に 、 


は じ め て 使う と き に 行なう セッ ト ア ッ プ の 仕方 
QuickBASIC の 起動 と 終わ り 方 

『 統合 環境 ウィ ンド ウ 

メニ ュー に お ける すべ て の コマ ンド 

すべ て の ダイ アロ グ ・ ボ ックス 

m すべ て の キー 操作 と マウ ス 操 作 

ファ イル 管理 ・ 編 集 ・ 実 行 

コマ ンド ・ ラ イン で の 使い 方 

『 CodeView の 使い 方 


を まとめ て あり ます 。 ま た 、 


すべ て の ステ ー ト メン ト 
m すべ て の 関数 
すべ て の メタ ・ コ マン ド 


に つい て は 、『QuickBASIC ハン ドブ ッ ク VolL2 リフ ァ レ ンス 』」 を 利用 し て く 
だ さい 。 

"QuickBASIC" と この 本 が 多く の 読者 に 役立つ こと を 確信 し て いま す 。 こ の 
本 を 読ん で QuickBASIC の 仲間 が 増え れん ば 、 こ の うえ な い 喜 びと する と ころ で 
す 。 最 後に な り ま し た が 、 こ の 本 の 企画 お よび 編集 に あたら れ た 則 ナ ツメ 社 の 
甲斐 健一 氏 に 感謝 する と と も に お 礼 を 申し あげ ます 。 


1989 年 4 月 29 日 
阿部 友 計 





この 本 の 構成 





この 本 は 、 全 部 で 9 つの 章 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


《 第 1 章 統合 化 さ れ た 開発 環境 ) 
QuickBASIC の 特徴 で ある 「 統 合 化 され た 開発 環境 」 に つい て 要約 
し て あり ます 。 


《 第 2 章 必要 な 動作 環境 ) 
QuickBASIC を 読者 の パソ コン で 動か す た め に 必要 な も の に つい 
て 書い て あり ます 。 


《 第 3 章 ワー ク ・ デ ィ ス ク の 作成 〉 
QuickBASIC で 開発 する と き に 使う ディ スク の 作り 方 に つい て 書 
いて あり ます 。 


《 第 4 章 QuickBASIC の 起動 か ら 終 了 ま で )〉 

QuickBASIC の 立ち 上 げ 方 と その と き に 使え る オプ ショ ン お よび 
終わ り 方 に つい て 書い て あり ます 。 

また 、 ウ ィ ン ド ウ や ダイ アロ グ ・ ボ ックス な ど に つい て も 説明 し て 
あり ます 。 


第 5 章 統合 環境 下 で の プロ グラ ム 開 発 ) 

QuickBASIC に お ける ファ イル の 種類 や その 取り 扱い 方 、 ソ ー ス ・ 
ファ イル を 書く た め の エ ディ タ の 使い 方 、 お よび 実行 の 仕方 に つい て 
書い て あり ます 。 
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〈 第 6 章 統合 環境 下 で の ライ ブラ リー の 管理 〉 
QuickBASIC で 使え る ライ ブラ リー の 作り 方 に つい て 書い て あり 
ます 。 


〈 第 7 章 統合 環境 下 で の 実行 可能 ファ イル の 作成 〉 
コマ ンド ・ ラ イン 上 で 実行 で きる プロ グラ ム の 作り 方 に つい て 書い ぃ 
て あり ます 。 


《 第 8 章 統合 環境 下 で の デバ ッ グ ) 
デバ ッ グ の 基本 的 な 方 法 に 始ま っ て 、 ト レー ス 、 ヒ スト リー、 プ ブレ 
ー ク ・ ウ ォ ッ チ な どの 手法 に つい て 書い て あり ます 。 


(第 9 章 コマ ンド ・ ラ イン で の プロ グラ ム 開 発 ) 

統合 環境 下 で は な く コ マン ド ・ ラ イン 上 で の 編集 ・ コ ン パ イル ・ リ 
ンク ・ ラ イブ ラリ ー 管 理 お よび Code View の 使い 方 に つい て 書い て 
あり ます 。 


付録) 

] マウ ス の 使い 方 
キー 操作 一 覧 

3 機能 別 キー 操作 一 覧 





この 本 の 利用 の 仕方 





時 必要 な 時 に すぐ 引け る ! 

この ハン ディ ・ シ リー ズ の 本 は 、 一 度 読ん で 終わ り に する 本 で な く 、 パ ソコ 
ン や 読者 の そば に 置い て お いて 、 必 要 な と き に サッ ! と この 本 を 開い て 使え 
る よう に 工夫 され て いま す 。 し た が っ て 、 こ の 本 の 各 章 は 、 完 全 に 独立 し た テ 
ー マ に つい て 書い て あり ます の で 、 開 いた と ころ だ け を 読ん で も 理解 で きる よ 
うに な っ て いま す 。 





正 初 心 者 の 人 は .. . 

も し 読者 が Quick BASIC に つい て は 、 全 く の ビ ギ ナ ー で ある な ら ば 、「Quick 
BASIC ハン ドブ ッ ク Vol.1 基本 操作 ] と 「Quick BASIC ハン ドブ ッ ク Vol.2 
リフ ァ レ ンス 」 の 両方 を ひと と お り 眼 を 通さ れる こと を お すす めし ます 。 

も し QuickBASIC を 統合 環境 下 で 使っ て いて 画面 や キー 操作 に つい て 迷っ 
た ら 本 書 の 該当 ペー ジ を 開い て 読ん で くだ さい 。 


出 パ ワー・ プ ログ ラマ ー の 人 は .. . 

また 、 読 者 が BASIC や 他 の 言語 で プロ グラ ミン グ を し た こと が ある パワ ー・ 
プロ グラ マー で ある な ら ば 、『「QuickBASIC ハン ドブ ッ ク Vol.2 リフ ァ レ ン 
ス 」 を 重点 的 に 読ま れる こと を お すす めし ます 。 

プロ グラ ミン グ 中 に ステ ー ト メン ト や 関数 な どの 書式 や 意味 に つい て 不明 な 
点 が 出 て きた ら 第 3 章 か ら 第 5 章 に 解説 が あり ます 。 
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"開発 環境 の 統合 化 "の 観点 か ら 説明 し ます 





合 化 さ れ た 開発 環境 


マイ クロ ソフ ト 社 の 「QuickBASIC」 は 、 い まま で に な い 新 し い タ イ 
プ の BASIC で す 。 これ まで BASIC と いえ ば 、 パ ソコ ン の ビギナー が 遊 
び 半 分 で さわ る 言語 と か 、 素 人 が 使う 言語 と か 、 満 足 の いく シス テム を 
開発 で き な い 言 語 と か 言わ れ て きま し た 。 残 念 な が ら 正 直 な と ころ 、 イ 
メー ジ が あま り 良 く な いよ う で し た 。 

この 本 で 取り 上 げ て いる QuickBASIC は 、 い ま 人 気 の あ る C 言 語 や 
PASCAL と 比較 し て も まっ た く 胸 色 が あり ませ ん 。 むし ろ 、 ひ と つの 開 
発 環境 と し て と ら え た な ら ば 優れ て いる と ころ が た くさ ん あり ます 。 
QuickBASIC は 、BASIC で プロ グラ ム を 開発 する の に 必要 な ツー ル 類 
を 1 つ に まとめ て 統合 化し た 環境 と し て 提供 し て くれ て いま す 。 

以下 、 こ の 章 で は 、QuickBASIC の 二 大 特徴 で ある 


『 統合 化 さ れ た 開発 環境 
『 構造 化 さ れ た 言語 体系 


の うち 、「 統 合 化 され た 開発 環境 」 に つい て 説明 し ます 。「 構 造 化 さ れ た 
語 体 系 」 に つい て は 、『QuickBASIC ハン ドブ ッ ク Vol.2 リフ ァ レ ン 
ス 」 を お 読み くだ さい 。 


四 


QuickBASIC で 統合 化 さ れ た も の が 4 つ あ り ま す 。 


イン タプ リタ と コン パイ ラ の 統合 化 
開発 ツー ル の 統合 化 
『 開発 プロ セス の 統合 化 
『 他 の 言語 と の 統合 化 


イン タプ リタ と コン バイ ラ の 統合 化 


従来 の プロ グラ ム 言 語 は 、 ソ ー ス ・ プ ログ ラム を 1 行 ず つ 解 析 し な が 
ら 実 行 し て いく 「 イン タプ リタ 型 」 の も の か 、 予 め ソ ー ス ・ プ ログ ラ 
ム を 実行 可能 形式 の プロ グラ ム に コン パイ ル し て お いて か ら 実 行き させ る 
「 コン パイ ラ 型 」 の どちら か で し た 。 

し か し 、QuickBASIC は 、 その 環境 の も と で いつ で も 実行 で きま す 

、 必 要 な ら ば いつ で も 実行 可能 形式 の プロ グラ ム を 作成 する こと が で 
ie ス ・ プ ログ ラム は 、 入 力 さ れる た びに 解析 され て 、 い つ で 
も 実行 で きる 形式 に な っ て いま す の で 、 イ ンタ プリ タ 型 より も 当然 実行 
速度 は 速い で す 。 

また 、MS-DOS の コマ ンド ・ ラ イン で 実行 可能 な プロ グラ ム (EXE フ 
ァイル ) を 作成 する に は 、 コ ン パ イラ や リン カム の 使い 方 を 憶え な けれ ば 
な り ま せん で し た 。 QuickBASIC で は 、 統合 環境 の も と で 和 驚く ほど 簡 
単 な 操 作 で 同様 の 実行 可能 な プロ グラ ム を 作成 で きる よう に な っ て いま 
す 。 高 度 な アプ リケーション ・ シ ステ ム を 開発 し た い パ ワー・ プ ログ ラ 
マー の た め に は 、 強 力 な BASIC コン パイ ラ も 用 意 し て あり ます か ら 心 
配 な どい り ま せん 。 


開発 ツー ル の 統合 化 
QuickBASIC は 、 プ ログ ラム を 開発 する の に 必要 な ツー ル 類 で ある 
ま エディ タ 
* コン パイ ラ 


と リン カ 
PF デバ ッ ガ 
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を 、 統 一 され た 操作 の も と で 使え る よう に まとめ て し まい まし た 。 
た と えば 、 従 来 の コン パイ ラ 言 語 を 使っ て プロ グラ ム を 開発 する に 
は 、 プ ログ ラマ ー た ち は 、 


ソー ス ・ プ ログ ラム を 書く た め の エ ディ タ 

m その ソー ス ・ プ ログ ラム を コン パイ ル す る た め の コ ン パ イラ 
コン パイ ル し て で きた オプ ジェ クト を まとめ る た め の リ ンカ 
ド 実行 可能 プロ グラ ム を デバ ッ グ する た め の デ バッ ガ 


を 別々 に 購入 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 し か し な が ら 、Quick 
BASIC は 、 開発 に 必要 な ツー ル 類 を すべ て 含ん で いま す の で 、 起動 すれ 
ば いつ で も それ ら が 使え る 状態 に な っ て いま す 。 
「 何 で も で きま す ! 」 と 言わ れ て いる も の に は 、 応 々 に し て その 機能 は 
広く て 浅い も の が 多い で す が 、 Quick BASIC は 、 広 く て 深い 機能 を 提供 
し て くれ て いま す 。 

エディ タ の 使い 方 に つい て は 「 5・3 モジ ュー ル ・ フ ァイル の 編集 」 
を 、 コ ン パ イラ の 使い 方 に つい て は 「 第 7 章 統合 環境 下 で の 実行 可能 
ファ イル の 作成 」 お よび 「9・3 コン パイ ル 」 を 、 リ ンカ の 使い 方 に 
つい て は 「 9・4 リン ク 」 を 、 デ バッ ガ の 使い 方 に つい て は 「 第 8 章 
統合 環境 下 で の デバ ッ グ 」 お よび 「 9・6 CodeView に よる デバ ッ グ 」 
を それ ぞ れ 参照 し て くだ さい 。 


開発 プロ セス の 統合 化 


今 ま で の 開発 の プロ セス は 、 下 の 図 の よう に 一 連 の ステ ッ プ を 踏ま な 
けれ ば な り ま せん で し た 。 







エディ タ で 編集 する 


+ 


デバ ッ グ する 


それ に 対し て QuickBASIC は 、 開発 ツー ル が 統合 化 さ れん た こと に と も 
な っ て 、 エ ディ ッ ト ・ コ ン パ イル ・ リ ンク ・ デ バッ グ な どの 一 連 の プロ 
セス は 統合 化 さ きれ 、 そ れ ら を 別々 の ステ ッ プ と し て 行なう 必要 は な く な 
り 、 む し ろ 同 時 並行 的 に 行 な を る よう に な っ て いま す 。 

統合 環境 





実行 可能 ファ イル の 作成 
ソー ス ・ フ ァイル の 管理 
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統合 化 で 可能 に な っ た こと 


開発 プロ セス の 統合 化 に より 、 つ ぎの よう な こと が 可能 に な り ま し た 。 


ml プロ グラ ム は 、 完 成 の 割合 に 関係 な く パ 、 い つ で も 実行 で きる 。 
wm コン パイ ル し な く て も 、 い つ で も デバ ッ グ で きる 。 

バグ が あれ ば その 箇所 を 教え て て れる の で 、 す で ぐに 修正 で きる 。 
『 必要 に 応じ て プロ グラ ム を プリ ント で きる 。 

ライ ブラ リー や 実行 可能 プロ グラ ム も 簡単 に 作れ る 。 


プロ グラ ム の 実行 の 仕方 に つい て は 「5・4 プロ グラ ム の 実行 」 お 
よび 「7・3 実行 可能 ファ イル の 実行 」 を 参照 し て くだ さい 。 


他 の 言語 と の 統合 化 


Quick BASIC で は 、 他 の C 言 語 や PASCAL な ど で 開 発し た モジ ュー 
ル を 利用 する こと も で きま す 。 い まま で 蓄え て きた 他 の 言語 の モジ ュー 
ル は 無駄 に な っ た り し ませ ん し 、 よ り 低 レベ ル の と ころ まで 処理 で きる 
わけ で す 。 


ビジ ュ ア ル な 環境 


Quick BASIC は 、 ビ ジュ アル な イン ター フェ イス を ベー ス に し て その 
統合 環境 を 実現 し て いま す 。 そ の 主 な も の は 、 以 下 の と お り 、 た い へ ん 
使い や すく て わか りや すい 環境 に な っ て いま す 。 


軸 ブ プルダウン ・ メ ニュ ー に よる 体系 的 な コマ ンド 
プル ダウ ン ・ メ ニュ ー の 中 に 開発 に 必要 な コマ ンド を すべ て 整理 し て 
ある の で 、 コ マン ド を キー 入力 する 面倒 が な い 。 


財 マ ル チ ・ ウ ィ ン ド ウ に よる 複数 ファ イル の 編集 
ウィ ンド ウ を 使っ て 複数 の ソー ス ・ モ ジュ ー ル を 編集 し た り 、 プ ロ シ ー 
ジャ ご と に ウィ ンド ウ を 見 る こと が で きる 。 


財 ダ イア ログ ・ ボ ックス に よる 詳細 な 指定 
細か な 設定 や オプ ショ ン を 付け られ る も の は 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス 
を 使っ て 行なえ る 。 


財 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー に よる 操作 
利用 頻度 の 多い メニ ュー・ コ マン ド は 、 フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー や いく 
つか の キー の 組合 せ で メニ ュー を 開か ず に 実行 で きる 。 


軒 マ ウス に よる 操作 

マウ ス を 使っ て メニ ュー の 選択 、 ウ ィ ン ド ウ の スク ロー ル や 切り 換え 、 
ダイ アロ グ ・ ボ ックス 内 の 設定 、 テ キス ト の 選択 な ど で 効 率 の よい 操作 
を 行なえ る 。 
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0 


圏 オン ライ ン ・ ヘ ルプ 

キー 操作 、ASCII コー ド 、 ス テー トメ ント や 関数 の 機能 や シン タッ ク 
ス に つい て いつ で も ヘル プ を 利用 で きる 。 こ の ヘル プ ・ シ ステ ム は 、 テ 
キス ト 上 の カー ソル の 位置 に ある ワー ド や シン ボル と リン ク し て いる の 
で 、 す ぐに それ に 関連 し た ヘル プ を 開け る 。 


時 スク リー ン の カス タマ イズ 

ユー ザー の 好み に あわ せ て スク リー ン の カラ ー や タブ 間隔 を 設定 し た 
り 、 ウ ィ ン ド ウ の スク ロー ル ・ バ ー の 表示 する か どう か な どの 細部 に つ 
いて 設定 で きる 。 


これ ら は 、 す べ て に つい て 「 第 4 章 Quick BASIC の 起動 か ら 終了 ま 
で 」 か ら 「 第 8 章 統合 環境 下 で の デバ ッ グ 」 ま で で 取り 上 げ て あり ま 
す 。 


E ア を 
必要 な 動作 環境 








QuickBASIC を 動作 させ る に は 、 
少な く と も 、 こ の 章 で 述べ る ハー ドウ ェ ア と 
ソフ トウ ェ ア を 用 意 する 必要 が あり ます 








2・1 


ル ハー ドウ エア 


ge 


Quick BASIC を 動作 きせ る の に 必要 な ハー ドウ ェ ア は 、 以 下 の と お り 
で す 。 


『 本 体 
パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の 本 体 と し て 、 
但 NEC PC-9801 シリ ー ズ の パソ コン 
介 AX パソ コン 
の どちら か か が 必要 で す 。 
メモ リー は 、640KB 以上 実装 され て いる こと が 必要 で す 。 


p キー ボー ド 
NEC PC-9801 シ リー ズ の パソ コン 、 ま た は AX パソ コン 用 の も の 。 


ディ スプ レイ 
カラ ー ま た は モノ クロ ー ム の モニ ター が 必要 で す 。 


ディ スク ・ ド ライ ブ 
ディ スム み ッ ドジ イグ た し て で 、 
但 2DD また は 2HD の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ プ ブ 
@ び ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ 
の どちら か か が 必要 で す 。 


さら に ある と 便利 な オプ ショ ン と し て 、 次 の も の が 使え ます 。 


プリ ンタ ー 
プロ グラ ム に よる 印刷 結果 を 確か め た り 、 プ ログ ラム リス ト を 印刷 す 
る の に 必要 に な り ま す 。 


を マウス 
マウ ス を 使う と 、Quick BASIC の すぐ れ た 開発 環境 を さら に 効率 よく 
利用 で きま す 。 バ ス ・ マ ウス と シリ アル ・ マ ウス の 両方 が 使え ます 。 


演算 プロ セッ サ 


科学 技術 計算 な ど を より 高速 に 行い た いと き は 、80x87 演 算 プ ロ セ ッ 
サ を 実装 し て 演算 が で きま す 。 
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ノ ・2 


ソフ トウ ェ ア 


4 


Quick BASIC を 動作 させ る の に 必要 な ソフ トウ ェ ア は 、 以 下 の と ぉ り 
で す 。 


MS-DOS 

Quick BASIC が 動作 する た め に 必要 な OS (オペ レー ティ ング ・ シ ス 
テム ) で す 。MS-DOS の バー ジョ ン は 、2.1 以 降 な ら ば 3.1 や 3.3 で も 使 
えま ま 。 


Quick BASIC 
購入 し た Quick BASIC の ディ スク に 入っ て いる ファ イル が 必要 で す 。 
特に 以下 の ファ イル は 、 統 合 環境 で 使う と き に 必要 で す 。 
代 QB.EXE 
委 QB.HLP 
また 、 特 に 以下 の ファ イル は 、 コ ン パ イラ 機能 を 使う と き に 必要 で す 。 


委 BC.EXE 

委 LINK.EXE 

重 LIB.EXE 

重 BRUN42A.EXE 
短 BRUN42A.LIB 

全 BCOM42A.LIB 


他 に も 、 ラ イブ ラリ ー や ツー ル 、 そ れ か ら サ ンプ ル ・ プ ログ ラム も を 含 
め て た くさ ん の ファ イル が 提供 され ます が 、 こ れ ら の ファ イル に つい て 
は 、「3・4 必要 な ファ イル 」 を ご 覧 くだ さい 。 

Quick BASIC で は 、 他 の 開発 言語 の よう に 、 別売 の エディ タ は 、 も ち 


ろ ん の こと 、 コ ン パ イラ や デバ ッ ガ も 取り 揃え る 必要 は あり ませ ん 。 は 
じ め か ら 、 必 要 な も の は すべ て 含ま れ て いま す 。 
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[第 3 草 | 
ワー ク ・ デ ィ スク の 作成 








この 章 で は 、QuickBASIC が 動作 する よう に 、 
その 開発 環境 を 整え いつ で も 使え る よう に する た め の 
イン スト ー ル 作業 に つい て 説明 し ます 。 








っ ・1 


イン スト ー ル に 必要 な 作業 


QuickBASIC の イン スト ー ル に は 、 次 の 作業 が 含ま れ ま す 。 


@ (Juick BASIC の イン スト ー ル 


バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ク の 作成 9 2 


使用 する ディ スク へ の ファ イル の セッ ト ア ッ プ 3・3 
環境 変数 の 設定 3・5 
日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ の 組み 込み 3・6 
コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル の 変更 3・7 
起動 用 バ ッ チ ・ フ ァイル の 作成 3・8 


QuickBASIC の 開発 用 の ディ スク を ワー ク ・ デ ィ ス ク と いい ます が 、 


この ディ スク を 作成 する に は 、 以 下 の も の が 必要 で す の で 、 手元 に 用 意 
し て くだ さい 。 


短 Quick BASIC の マス ター・ デ ィ ス ク 
得 MS-DOS の シス テム ・ デ ィ ス ク 


介 数 枚 の 空き を フロッピー・ デ ィ ス ク 


gB 


また 、 イ ンス トー ル を 行う 前 に 、 次 の こと に つい て 決め て お く か 、 チ 
ェ ッ ク し て お いた 方 が よい で し ょ う 。 


⑯⑮ イ ンス トー ル 前 の チェ ッ ク 事 項 











[Q| ワー ク ・ デ ィ ス ク と し て ハー ド ・ デ ィ ス ク と フロ ッ ピ | ハー ド プ フロ ッ ピ ー 


ー・ デ ィ ス ク の どちら を 使う か ? 
|Q|] マ ウス を 使う か どう か ? 

も し マウ ス を 使う な ら 、 次 の 選択 を 行う 必要 が ある 。 

バス ・ マ ウス と シリ アル ・ マ ウス 

マウ ス ・ ド ライ バ (デバ イス ・ ド ライ バ ) 


[Q| 演算 プロ セッ サ を 実装 し て いる か ? 


イエ スプ ノー 


バス プシ リア ル 
イエ スプ ノー 
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っ ・ ノ 


バッ クア ッ プ を 最初 に 


提供 され る ディ スク 


Quick BASIC を 購入 する と 、 以 下 の フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク が パッ ケー 
ジ に 入っ て いま す (2HD の 場合 )。 


プロ グラ ム ・ デ ィ ス ク 





環境 プロ グラ ム の ディ レク トリ 





ーーー QB_ENV--- MOUSE..COM  : マウ ス ・ ド ライ バ 
1! 一 MOUSE.SYS : マウ ス ・ ド ライ バ 
ュー QB. BI ・ イン クル ー ド ・ フ ァイル 
!ー QB. EXE : QuickBASIC 環 境 プ ログ ラム 
!iー QB. HLP オン ライ ン ・ ヘ ルプ ・ フ ァイル 
!ー QB. INI : 環境 画面 の 設定 情報 ファ イル 
OBB : MS-WINDOWS 用 の PIF フ ァイル 
| 語 ーー ラル オラ ィ ジ ィ レ リク トリ 
QB_CMP--- BC.EXE コマ ンド ・ ラ イン ・ コ ン バ イ ラ 


BRUN42A. EXE 
BRUN42E. EXE 


演算 代替 テン タイ ム ・ モ ジュ ー ル 
演算 実行 ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル 


ー LIB. EXE ・ ライ プラ リア ン ( ラ イブ プラ リー・ マ ネジ ャ ー) 
ー LINK. EXE : オー バー レイ ・ リ ンカ 
演算 実行 ライ プラ リ ・ デ ィ レ クト リ 


Hempieaig 
LIB_E ニー- BCOM42E. LTIB : 
ュー BRUN42E.LIB : 


演算 実行 スタ ンド アロ ー ン ・ ラ イブ ラリ ー 
演算 実行 ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ ー 


SETUP. DOC 
SETUP. EXE 
PACKING. LST - 
README. DOC 
SAMPLE. DOC 


: セッ ト ア ッ プ 用 メッ セー ジ ・ フ ァイル (テキ スト ・ フ ァイル ) 
: セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ 

バッ ケー ジ 内 容 記 述 フ ァイル (テキ スト ・ フ ァイル ) 
: リー ド ・ ミ ー・ フ ァイル (テキ スト ・ フ ァイル ) 


- サン プル ・ プ ログ ラム 解説 ファ イル (テキ スト ・ フ ァイル ) 
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⑮ ラ イブ ラリ 忌 サ ンプ ルプ ログ ラム ・ デ ィ ス ク 


月 =, さ 

\ーー- LIB_-Aーー- BCOM42A. LIB ik に cas と) 
!-BQLB42.LIB : 演算 代替 スタ ンド アロ ー ン ・ ラ イブ ラリ ー 
!- BRUN42A. LIB: ラン タイ ム ・ サ ポー ト 用 クイ ッ ク ・ ラ イブ プラ リー 
!ーQB.LIB : 演算 代替 ラン タイ ム ・ ラ イブ ラリ ー 
!- QB. QLB : スタ ンド アロ ー ン 用 ライ ブラ リー 

: 標準 クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー 
ー SOURCE 


の しみ ル り 
| (サン プル ・ プ ログ ラム が 入っ て いる ) 















これ ら の ディ スク は 、 オ リ ジ ナ ル と な る 大 切な マス ター・ デ ィ ス ク で 
す の で 、 常 時 使わ ず に 保存 用 と し て 安全 な 場所 に 保管 し て お きま す 。 


バッ クア ッ プ を 行う 


QuickBASIC を 購入 し た らい ちば ん 最初 に 行わ な けれ ば な ら な いこ 
と は 、 こ の マス ター・ デ ィ ス ク か ら バ ッ ク ア ッ プ ・ デ ィ ス ク を 作成 する 
に 時 Ge 上 

実際 の プロ グラ ム 開 発 に は 、 開 発作 業 用 の ディ スク と し て 作成 する ワ 
ー ク ・ デ ィ ス ク を 使い ます 。 ワ ー ク ・ デ ィ ス ク と し て 使う ディ スク は 、 
フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク で も ハー ド ・ デ ィ ス ク で も 構い ませ ん 。 ワ ー ク ・ 
ディ スク は 、 マ スタ ー・ デ ィ ス ク か ら 直 接 作成 で きま す が 、 よ り 安 全 を 
期し て 、 マ スタ ー・ デ ィ ス ク と 同じ 内 容 の バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ク を 一 
度 作成 し 、 こ の バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ク か ら ワ ー ク ・ デ ィ ス ク を 作成 し 
た 方 が よい で し ょ う 。 

バッ クア ッ プ ・ デ ィ ス ク を 作成 する に は 、MS-DOS の 次 の コマ ンド を 
使い ます 。 


 A ドラ イア に JRSrDDS の ディ スク ま ん ね れ 。 に 導き 
A>FORMAT B: イプ に 未 使用 の ディ スク を 入れ て 、 フ ォ ー マ ッ ト す 


A>DTSKCOPY 2 B: の 
AF ドラ イブ に QuickBASIC の オリ ジ ナ ルディ スク 


を 入れ 替え て 、 昌 ドラ イブ の ディ スク に コピ ビー する 
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り ・O 


セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ 


dp 


ワー ク ・ デ ィ ス ク を 作成 する に は 、 2 つの 方 法 が あり ます 。 


1 セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ (SETUP.EXE) を 使う 
2 必要 な ファ イル を ユー ザー 自身 が 転送 する 


セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使え ば 、 メ ニュ ー 形 式 で 簡単 に 間 違 
いな く セ ッ ト ア ッ プ を 行え ます 。 こ の ユー ティ リティ と し て 使う の が 、 
プロ グラ ム ・ デ ィ ス ク に 入っ て いる SETUP.EXE で す 。 

セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使っ て セッ ト ア ッ プ する に は 、 次 の 
ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


pp プロ グラ ム ・ デ ィ ス ク 
バッ クア ッ プ 用 と し て 作成 し た フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 


ワー ク ・ デ ィ ス ク と し て 使う ディ スク 

フロッピ ー・ デ ィ ス ク を 使う 場合 は 、MS-DOS の シス テム が 入っ た 
フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 

@ ハ ー ド ・ デ ィ ス ク を 使う 場合 は 、 フ ォ ー マ ッ ト 済 み の ハ ー ド ・ デ ィ 
スグ 


セッ ト ア ッ プ する ワー ク ・ デ ィ ス ク が 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク で あっ 

て も ハー ド ・ デ ィ ス ク で あっ て も SETUP.EXE を 使い ます 。 セ ッ ト ア ッ 
プ の 手順 は 、 次 の と お り で す 。 な お 、 以 下 の 手 順 を 実行 中 に 中 断 し た い 
と き は 、 


[CTRL|+C (|[CTRL| キー を 押し な が ら C キー) 


を 押し ます 。 そ うす れ ば 、MS-DOS の プロ ンプ ト に いつ で も 戻れ ます 。 
下手 順 1 : セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 する 


フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ に Quick BASIC の プロ グラ ム ・ デ 
ィ ス ク を セッ ト し 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し ます 。 


A>SETUP 


SETUP.EXE の 入っ て いる ディ スク の ドラ イブ は 、 カ レン ト に な っ て 
いな けれ ば な り ま せん 。 


セッ ト ア ッ プ を 開始 し ます か [Y/N] ? Y 








デフ ォ ル ト が 表示 され る の で 、 そ れ で よけれ ば 加 キ ー を 押す だ け で よ 
いで す 。 入力 は 全角 で 表示 され ます 。 
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上 手順 P : セッ ト ア ッ プ の 内 容 を 設定 する 


【Y/ZN] ? N 
に イン スト ー ル し ます か ? B 


KW スメル 259 ア 導 1 外 コ 
さい 【1:MOUSE.SYS/2:MOUSE.COM] ? 2 





[1 : xxx/2 : xxx] ? の と ころ で は 、 番 号 で 選択 し ます 。 
マウ ス を 使用 する と き は 、 マ ウス ドラ イ バ と し て 、 次 の どちら か を 選 
択 し ます 。 


MOUSE.SYS 

マウ ス ・ ド ライ バ を デバ イス ・ ド ライ バ と し て MS-DOS の 起動 時 に 、 
CONFIG.SYS の な か で 設定 し て し まう 。MS-DOS が 動い て いる あい 
だ 、 常 に 常駐 する 。 
MOUSE.COM 

マウ ス ・ ド ライ バ を 使う と きだ け MS-DOS の コマ ンド ・ ラ イン で 設 
定 ・ 解 除 する 。 


これ ら の マウ ス ・ ド ライ バ の 設定 に 関す る コン フィ グレ ーション ・ フ 
ァイル や バッ チ ・ フ ァイル の 内 容 に に つい て は 、「 3・7 コン フィ グレ 
ーション ・ フ ァイル 」 と 「3・8 起動 用 バッ チ ・ フ ァイル 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 


邊 手順 3 : セッ ト ア ッ プ の 内 容 を 確認 する 


上 記 の 設定 で よろ し いで すか 【[Y/N1?Y 
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この 手順 の 設定 で よけれ ば 、 そ の まま 回 キー を 押し ます 。 











下手 順 4 : 指示 に 従っ て 、 プ ログ ラム ・ デ ィ ス ク と ライ ブラ リー・ デ ィ ス ク を 
フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ へ 入れ 替え る 





画面 に 表示 され る メッ セー ジ に 従っ て 、 必 要 な ディ スク を 入れ 替え て 
くだ さい 。 

セッ ト ア ッ プ し た 後 の ワ ー ク ・ デ ィ ス ク の 内 容 は 、 次 の よう に な り ま 
す 。 


フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 








ーー ニー ニニ デー ニテ ニー ニュ ニ ニー 1I0. SYS 
!- MSDOS. SYS 
1iー COMMAND. COM 
28 小 IN ド ニー ニニ ニー ジ ピー ニニ ニニ ー QB. EXE 
! !ー QB. HLP 
H 1!ー QB. INI 
! !- QB. BI 
! !- MOUSE. COM 
H 1 一 BC. EXE 
H 1ー LIB. EXE 
1! 1!- LINK. EXE 
! !ー BRUN42A. EXE 
eS ーーー ニニ ーー この BCOM42A.LIB 
1 !- BRUN42A.LIB 
1! !- BQLB42.LIB 
H !ー QB.LIB 
H 1!ー QB. QLB 
1!ー README. DOC 
!ー AUTOEXEC. BAT 
1 ュー CONFIG. SYS 
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ハー ド ・ デ イス ク 








ー NEW-PATH. BAT 
ー NEW-CONF. SYS 


QB. BI 
MOUSE. COM 
BC. EXE 

LIB. EXE 
LINK. EXE 
BRUN42A. EXE 


BCOM42A.LIB 
BRUN42A.LIB 
BQLB42.LIB 
QB. LIB 
QB. QLB 








この セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ で は 、 日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ 


プロ セッ サ の 組み 込み は 行い ませ ん 。 こ れ に つい て は 、「3・6 


日 本 語 


フロ ント ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ を 組み 込む 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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っ ・4 


必要 な ファ イル 


Quick BASIC で は 、 た くさ ん の ファ イル が 提供 され ます 。 これ ら の フ 
ァイル を 整理 する と 、 以 下 の よ うな 目的 に な り ま す 。 
島 Quick BASIC に 関す る 最新 の 情報 を 得る た め 
介 セ ッ ト ア ッ プ を 行う た め 
代 統 合 環 境 を 使う た め 
生コン パイ ル す る た め 
人生 リン ク す る た め 
得 コ ン パ イル し た プロ グラ ム を 実行 させ る た め 
借 演 算 プ ロ セ ッ サ を 使う た め 
重 マ ウス を 使う た め 
重 サ ンプ ル ・ プ ログ ラム を 使う た め 
得 MS-WINDOWS2.0/2.1 の も と で 使う た め 
ここ で は 、 簡 単に これ ら の 用 途 別に ファ イル を 整理 し て お きま す の で 、 
参考 に し て くだ さい 。 


⑲⑯ QuickBASIC に 関す る 最新 の 情報 を 得る に は . . . 


Quick BASIC の 使用 上 の 注意 や 補足 が 書か れ て いま す の で 、 
最初 に 読む べき で す 。MS-DOS の TYPE コマ ンド て 画面 に 
表示 し た り 印 刷 で きま す 。 


提供 され た ディ スク 内 の ファ イル の リス ト が 書か れ て いま す 。 


README.DOC 





PACKING.LST 
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人 セットアップ を 行う に は . . 、 





SETUP.EXE | セッ ト ア ッ プ を 行う ユー ティ リティ ・ プ ログ ラム で す 。 
SETUP.DOC | セッ ト ア ッ プ 実行 時 の 最初 に 表示 され る メッ セー ジ 内 容 が 書 
いて ある ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル で す 。 










これ ら の ファ イル は 、 セ ッ ト ア ッ プ が 終わ れ ば あと は 不要 で す 。 


(Quick BASIO の 統合 環境 を 使う に は . . . 


QB.EXE Quick BASIC の 統合 環境 プロ グラ ム で あり 、 こ れ に は エディ 
タ ・ イ ンタ プリ タ ・ デ バッ ガ な ど が 含ま れ て いま す 。 

QB.HLP Quick BASIC の 統合 環境 下 で 使う オン ライ ン ・ ヘ ルプ を 使う 
た め の フ ァイル で す 。 

QB.INI Quick BASIC の 統合 環境 の 表示 属性 ・ タ プ ブ 間 隔 ・ ス クロ ー ル 


バー の 表示 の 要 否 な ど を カス タマ イズ し た 画面 設定 情報 を セ 
ー プ する た め の フ ァイル で す 。 こ の カス タマ イズ は 、"V/ 表 
示 " メ ニュ ー に お ける "O ノ オプ ショ ン .. "コマ ンド で 行い ま 
す 。 

QB.QLB MS-DOS へ の 割り 込み を 行う た め の ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー 
で す 。QuickBASIC 起動 時 に お ける /| オ プシ ョ ン の デフ ォ ル 
ト は 、 こ の ファ イル に な っ て いま す 。 

QB.BI QB.QLB お よび QB.LIB の た め の イ ンク ルー ド ・ フ ァイル で 
す 。 


コン パイ ル す る に は .… 






実行 可能 ファ イル (.EXE) を 作成 する た め の ベ ー シ ッ ク ・ コ 
ン バ パイ ラ で す 。 これ に より 、 リ ンク 可能 な オプ ジェ クト ・ フ 
ァイル が 作成 され ます 。"R/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける "X/EXE 
ファ イル 作成 .. "コマ ンド か ら も 呼び だ せま す 。 
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⑯ リ ンク する に は ... 

LINK.EXE オプ ジェ クト ・ フ ァイル と ライ ブラ リー を リン ク し て 実行 可 
能 フ ァイル を 作成 する オー バー レイ ・ リ ンカ で す 。 

LIB.EXE スタ ンド アロ ー ン 用 の ライ ブラ リー を 管理 する ライ ブラ リ 
ー・ マ ネジ ャ ー で す 。 

BQLB42.LIB | ラン タイ ム を サポ ー ト する クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー で す 。 

BRUN42A.LIB | ラン タイ ム 型 の 実行 可能 ファ イル を 作成 する た め の ラ イブ ラ 
リー で す 。 作成 し た 実行 可能 ファ イル を コマ ンド ・ ラ イン で 
実行 する に は 、BRUN42A.EXE が 必要 で す 。 

QB.LIB MS-DOS へ の 割り 込み を 行う た め の 独 立 型 の ライ プラ リー 
3 

BCOM42A.LIB| 独立 型 の 実行 可能 ファ イル を 作成 する た め の ラ イブ ラリ ー で 
す 。 作成 し た 実行 可能 ファ イル を コマ ンド ・ ラ イン て 実行 さ 
せる の に 、BRUN42A.EXE は 必要 あり ませ ん 。 


コン パイ ル し た プロ グラ ム を 実行 させ る に は . .. 





BRUN42AEXE | ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル で す 。BRUN42A.LIB を 使 
っ て 作成 し た 実行 可能 ファ イル を 実行 する た め に 必要 で す 。 


⑯ 演 算 プ ブロ セッ サ を 使う に は ..…. 
BRUN42E.LIB | BRUN42A.LIB に 代え て 使い ます 。 
BRUN42E.EXE | BRUN42A.EXE に 代え て 使い ます 。 





BCOM42E.LIB| BCOM42A.LIB に 代え て 使い ます 。 


⑤ マ ウス を 使う に は . 






MOUSE.SYS | CONFIG.SYS で 設定 し て 使う マウ ス ・ ド ライ バ で す 。 
MOUSE.COM | 常駐 型 の マウ ス ・ ド ライ バ で す 。 
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サン プル ・ プ ログ ラム を 使う に は ... 





ベー シッ ク の サン プル ・ プ ログ ラム で す 。 
アセ ンプ ブリ 言 語 の サン プル ・ ル ー チ ン で す 。 






⑮M5S-WINDOWS8.0 プ 8.1 の も と で 使う に は ..… 










MS-WINDOWS2.0/2.1 に お いて Quick BASIC4.2 を 標準 プ 
ログ ラム と し て 起動 し て 使う た め の プ ログ ラム ・ イ ン フ ォ メ 
ーション ・ フ ァイル (PIF) で す 。 
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り * ひ 


MS-DO5 環境 変数 の 設定 


Quick BASIC で は 、 以下 の MS-DOS 環境 変数 を 設定 で きま す 。 


@ 設 定 で きる MS-D0S の 環境 変数 
環境 変数 | 用 。 途 
COMSPEC | COMMAND.COM を 設定 する 。 


PATH ディ レク トリ <BIN> に 入っ て いる プロ グラ ム や ヘル プ を 、 他 
の ディ レク トリ か ら 使 うた め に 設定 する 。 

LIB ディ レク トリ <LIB> に 入っ て いる ライ ブラ リー を 、 他 の ディ 
レク トリ か ら 使う た め に 設定 する 。 

TMP リン カ ( LINK.EXE ) を 使う と き に 作ら れる 一 時 的 な ファ イル 
( テン ポラ リー・ フ ァイル ) を 作成 する ディ レク トリ を 設定 
する 。 


これ ら の 環境 変数 を 設定 する に は 、MS-DOS の SET コマ ンド を 使い ます 。 
た と えば 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ で 作成 し た ワー ク ・ デ ィ ス ク の と お 
り 設定 する に は 、 次 の よう に し ます 。 
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環境 変数 の 設定 











SET PATH = A : \QB\BIN 
(また は PATH = A : \QBYBIN : ) 


SET LIB=A : \QB\LIB 
SET TMP = A : \QB\WORK 


SET PATH=A: \BIN 
(また は PATH = A : \BIN : ) 


SET LIB=A: \LIB 
SET TMP =A : \WORK 















TMP 以外 の 環境 変数 に つい て は 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ に よ 
り 自動 的 に 作成 され る 起動 用 の バッ チ ・ フ ァイル に お いて 設定 され ます 
(3・8 起動 用 バッ チ ・ フ ァイル 」 を 参照 ) 。 


設定 は 、 次 の どちら で も 行え ます 。 


筐 コマ ンド ・ ラ イン か ら 手 入力 で 、 そ の つと 設定 する 。 
人 バッ チ ・ フ ァイル を 使っ て 設定 する 。 


環境 変数 COMSPEC は 、MS-DOS の 起動 時 に 
COMSPEC =\COMMAND.COM 


に 設定 され て いる の で 、 特 に 変更 し な い 限 り 別に 設定 する 必要 は あり ま 
せん 。 

環境 変数 PATH は 、MS-DOS の PATH コマ ンド で も 設定 で きま す 。 
た だ し 、 MS-DOS Ver.2.x で は 、 PATH コマ ンド を 使わ な けれ ば な り 
ませ ん 。 

環境 変数 TMP で 設定 する ディ レク トリ は 、MS-DOS の MKDIR 

(MD) コマ ンド を 使っ て 作成 し て くだ さい 。 
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S・0 


日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ 
プロ セッ サ を 組み 込む 


QuickBASIC で は 、 文字 列 の 一 部 と し て 日 本 語 を 使 を る よう に な っ て 
いま す 。QuickBASIC で 使え る 日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プロ セッ サ 
(FEP) に は 、 今 の と ころ 、 次 の も の が あり ます 。 


介 VJE-/7 Ver.2 (バッ クス 由 ) 
島 EgBridge ( 帆 エ ル ゴ ソ フト ) 


@ E1 (イー スト 幌 ) 
人 ATOK6 ( 帆 ジ ャ スト ・ シ ステ ム ) 
人 ATOK7 ( / ) 


ATOK 以外 の FEP は 、"MS-KANJI AP 仕様 "に 準拠 し て いる も の 
で な けれ ば な り ま せん 。 この 仕様 は 、 MS-WINDOWS や OS/2 の も と で 
使え る よう に 設計 され た も の で す 。 

日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ を 使う に は 、 ユ ー ザ ー 自 身 が コ 
ン フ ィ グ レー ショ ン ・ フ ァイル で ある CONFIG.SYS の な か に 組み 込ま 
な けれ ば な り ま せん 。 実際 の 組み 込み 方 は 、 各 FEP に よっ て 異な り ま す 
の で 、 詳し く は 、 そ れ ぞ れ の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 組 み 込み の 例 
に つい て は 、 次 節 を 参照 し て くだ さい 。 
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ひ ・7 


コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル 


セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使っ て ワー ク ・ デ ィ ス ク を 作る と 、 
コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル が 、 次 の よう な ファ イル 名 と し て 自動 
的 に 作成 され ます 。 


人 CONFIG.SYS (フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 ) 
得 NEW-CONF.SYS (ハー ド ・ デ ィ ス ク の 場合 ) 


これ ら の ファ イル で 作成 され る コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル の 内 
容 は 、 セ ッ ト ア ッ プ に お ける 指定 や 選択 に ちと づい て 





FTLES=20 
BUFFERS=20 
DEVTCE=YQBYMOUSE.SYS 








の よう に な っ て いま す 。 し た が っ て 、 次 の よう な 場合 は 、、 こ れ に 必要 な 
設定 を 付け 加え な けれ ば な り ま せん 。 
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介 プ リン タ を 使う 場合 

島 RS-232C を 使う 場合 

介 マ ウス を 使う 場合 

借 日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ を 使う 場合 
倫 その 他 に 、RAM ディ スク な ど を 使う 場合 


プリ ンタ や RS-232C を 使う 場合 、 MS-DOS の バー ジョ ン が 3.1(1987 
年 10 月 23 日 以降 の も の ) また は バー ジョ ン 3.3 の も と で は 、 デ バイ ス ・ ド 
ライ バ と し て 、 そ れ ぞ れ 次 の よう に 設定 し な けれ ば 使え ませ ん 。 





DEVTCE=PRINT.SYS 
DEVITCE=RSDRV. SYS 





マウ ス を 使う 場合 マウ ス ・ ド ライ バ と し て MOUSE.COM か 
MOUSE.SYS を 使わ な けれ ば な り ま せん 。 セ ッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ テ 
ィ を 使っ て イン スト ー ル を 行っ た と き に MOUSE.SYS を 選択 する と 、 
自動 的 に 組み 込ま れ ま す の で 何 も す る 必要 は あり ませ ん 。 も し その ユー 
ティ リティ を 使わ ず に 、QuickBASIC の ファ イル を 転送 し た と き に 、 
MOUSE.SYS を 使う た め に は 、 こ れ を デバ イス ・ ド ライ バ と し て 次 の よ 
うに 組み 込む 必要 が あり ます 。 





DEVICE=A: \QB\MOUSE.SYS 





日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ を 使う 場合 、 必 要 な 入力 シス テ 
ム を デバ イス ・ ド ライ バ と し て 組み 込む 必要 が あり ます 。 た と えば 、 
ATOK6 を 組み 込む に は 、 次 の よう に し ます 。 
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DEVTCE=ATOK6A.SYS 
DEVTCE=ATOK6B.SYS 








な お 、 ワ ー ク ・ デ ィ ス ク と し て 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク を 使う と 、 ワ 
ー ク ・ デ ィ ス ク の 空き 容量 が 、 ATOK6 の 辞書 を 組み 込め る ほど 十分 に あ 
り ま せん の で 、 次 の よう に し て 、 別 の ドラ イブ に その 辞書 ディ スク を 入 
れ て 使う よう に 設定 し た 方 が よい で し ょ う 。 





DEVTCE=B:\ATOK6A.SYS /DB 
DEVTCE=B:\ATOK6B.SYS 





この 他 に 、RAM ディ スク や 各種 の ツー ル 類 を 使う 場合 、 必要 な ら ば そ 
の 設定 方 法 に 従っ て 組み 込ん で くだ さい 。 

コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル で ある CONFIG.SYS は 、 ワ ー ク ・ デ 
ィ ス ク の ルー ト ・ デ ィ レ クト リ に CONFIG.SYS の ファ イル 名 で 入れ 
て お か な けれ ば 有効 に 機能 し ませ ん 。 ハ ー ド ・ デ ィ ス ク を ワー ク ・ デ ィ 
スク と し て 使う に は 、COPY コマ ンド を 使っ て 、 名 前 を 替え ながら ル ー 
ト ・ デ ィ レ クト リ に コピ ー し な けれ ば な り ま せん 。 


A>COPY \QBYNEW-CONF . SYS \CONFTG.SYS 回 
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デバ イス ・ ド ライ バ な ど を つい て 付け 加え る に は 、COPY コマ ンド を 
使う と 簡単 に で きま す (も ちろ ん テキ スト ・ エ ディ タ を 使っ て 書き 換え 
て も よい )。 


A>COPY CONFIG.SYS+CON CONFIG.SYS 回 

CONF1TG.SYS 回 

CON 回 

DEVTCE=A:\PRTNT .SYS 回 

DEVTCE=A:\ATOK6A.SYS 回 

DEVICE=A: YATOK6B.SYS 回 

^Z 回 一 一 一 ーーーーー[CTRL | キー と Z キ ー を 同時 に 押す 
3 個 の ファ イル を コピ ピー ゆま たり 


A>TYPE CONFTG.SYS 


FILES=20 

BUFFERS=20 
DEVTCE=A:\QB\BTN\MOUSE .SYS 
DEVTCE=A:\PRTINT.SYS 
DEVICE=A:\ATOK6A.SYS 
DEVTCE=A:\ATOK6B.SYS 





な お 、CONFIG.SYS の 内 容 を 変更 し た と き は 、 パ ソコ ン の 電源 を リセ 
ッ ト し 、CONFIG.SYS を 読み 込み 直す 必要 が あり ます 。 
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ひ ・O 


起動 用 バッ チ ・ フ ァイル 
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セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使っ て ワー ク ・ デ ィ ス ク を 作る と 、 
コン フィ グレ ーション ・ フ ァイル の 他 に 、 バ ッ チ ・ フ ァイル が 次 の よう 
な ファ イル 名 で 自動 的 に 作成 され ます 。 


介 AUTOEXEC.BAT (フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 ) 
代 NEW-PATH.BAT (ハー ド ・ デ ィ ス ク の 場合 ) 


これ ら の バッ チ ・ フ ァイル で は 、 次 の も の が 設定 され て いま す 。 


『 環境 変数 
人 COMSPEC 
代 PATH 
@ LB 
マウ ス ・ ド ライ バ 
借 MOUSE.COM 


セッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ で 作成 し た ワー ク ・ デ ィ ス ク の 、 そ れ 
ぞ れ の バッ チ ・ フ ァイル に お いて は 、 次 の よう に 設定 され ます 。 


⑮ バ ッ チ ・ フ ァイル の 内 容 









NEW-PATH.BAT 


SET COMSPEC = A : \COMMAND.COM 
SET PATH=A : \QB\BIN 
SET LIB=A:\QB\LIB 





AUTOEXEC.BAT 


SET COMSPEC = A : \COMMAND.COM 
SET PATH=A: \BIN 
SET LIB=A:\LIB 






また 、 セ ッ ト ア ッ プ ・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使っ て イン スト ー ル を 行っ た 
と き に MOUSE.COM を 選択 する と 、 環境 変数 の 設定 に 加え て さら に 設 
定 さ れ ま す 。 


⑯ マ ウス の 設定 






シリ アル ・ マ ウス 
MOUSE /C 





MOUSE.COM の 設定 と 解除 の 書式 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


ド 設定 
借 MOUSE (バス ・ マ ウス を 使う 場合 ) 


借 MOUSE /C (シリ アル ・ マ ウス を 使う 場合 ) 


ド 解除 
代 MOUSE OFF (バス ・ マ ウス / シ リア ル ・ マ ウス と も 共通 ) 


AUTOEXEC .BAT は 、 ル ー ト ・ デ ィ レ クト リ に あり ます と 、 ワ ー 
ク ・ デ ィ ス ク を 使っ て パソ コン を 立ち 上 げ る と 、 自 動 的 に 実行 きれ ます 。 
また 、NEW-PATH .BAT は 、 カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ が ぐ く QB> で あ 
る と き に 、MS-DOS の プロ ンプ ト で 、 
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A:\QB\>NEW-PATH 





と 入力 すれ ば 実行 され ます 。 

これ ら の バッ チ ・ フ ァイル に 、Quick BASIC が 起動 する よう に 付け 加 
える こと も で きま す 。Quick BASIC の 起動 に 関し て は 、「 4・1 Quick 
BASIC の 起動 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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第 4 章 | 
@J 有 4 に] [0 の ) 
起動 か ら 終 了 ま で 





QuickBASIC の イン スト ー ル が 終っ た と ころ で 、 
起動 か ら 終 了 ま で の 手順 を 確認 (て お きま し ょ う 
(@IWI(ed4E れ TS1【GxGf アニ シリ ルレ 32 4 所 2 の た セ 必 と ん 
別に 用 意 す る 必要 が な い ば か りか 、 

= 必 と ん クル さ / ル ルン ニレ 2 ム と の) みこ リ ルン シン 

イン タプ リタ に よる 実行 な ど が 簡単 に で きま す 








4・1 


QuickBAGSIOC の 起動 


『 起動 の 仕方 1 


Quick BASIC を 起動 する に は 、MS-DOS の プロ ンプ ト で 、 次 の よう 
に 入力 し ます 。 


是 書 式 


QB [オプ ショ ン ] 


引 数 | 意味 
オプ ショ ン | 起動 時 に 設定 を 追加 で きる 





ワー ク ・ デ ィ ス ク と し て フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク を 使っ て いる 場合 


A>QB 回 


ワー ク ・ デ ィ ス ク と し て ハー ド ・ デ ィ ス ク を 使っ て いる 場合 


A:\>CHDITR QB 回 


A:\QB\>NEW-PATH 
A: \QB\>QB 回 





この 起動 に より ディ スプ レイ の 画面 は 、Quick BASIC の 統合 環境 ウィ 
ンド ウ に な り ま す 。 


ノア イル 編集 表示 検索 R/ 実 行 D デ ザウ C/ 関 数 AMZ(f1) 。 
<ntitled:ーーーーーーーーーーーーーーー]1 


ー ニ ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー コー 





Quick BASIC の ウィ ンド ウ や メニ ュー な ど に つい て は 「4・2 統合 
環境 ウィ ンド ウ 」 を 、 ま た 終わ り 方 に つい て は 「4・6 Quick BASIC 
の 終了 」 を それ ぞ れ 参照 し て くだ さい 。 
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起動 時 の オプ ショ ン 


Quick BASIC の 起動 時 に は 、 た くさ ん の オプ ショ ン が 用 意 さ きれ て いま 
す 。 必 要 な ら ば 、 こ れ ら の オプ ショ ン を 使う こと に より 、 い ろ い ろ な 指 


定 が で きま す 。 


@ 起 動 時 オプ ショ ン 


オプ ショ ン 


7B 
/NOHI 


/C : パッ ファ サイ ズ 


/MBF 


/L ライ ブラリ 名 
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用 途 
動 的 配列 に よる デー タ (数 値 ・ 固 定 長文 字 列 ・ レ 
コー ド な ど を 含む ) の 各々 が 64KB を 超え る こと 
が で ある よう (に お る 
すべ て の スク リー ン 表 示 を 白黒 で 行う 。 
ハイ レゾ リュ ーション で 使わ な い 。/B と と も に 指 
定 する 。 
非同期 の 通信 デー タ を 受け 取る た め の バ ッ フ ァ ・ 
サイ ズ を 設定 する 。 デ フォ ルト は 512 バ イト に な っ 
て お り 、 最 大 32,767 バ イト ま て 設定 で きる 。 


IEEE 形式 の 数 値 を イイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リー 
形式 (MBF) の 数 値 で 処理 する よう に する 。 以下 
の 関数 は 、 同 じ 働き を する よう に な る 。 


IEEE の 関数 MBF の 関数 


CVSMBF 
CVDMBF 
MKSMBF $ 
MKDMBF $ 
指定 し た クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ を ロー ド す る 。 こ 
の オプ ショ ン で ライ プラ リ 名 を 省略 する と 、QB. 
QLB が ロー ド さ れる 。 





/RUN ソー ス ・ フ ァイル 


/CMD 文字 列 
















QuickBASIC の 起動 時 に 、 指 定 し た ソー ス ・ フ 
ァイル を 、① デ ィ ス ク か ら 読 み 込 ん で 、② 実 行 し 、 
⑬ 表 示す る こと が で きま す 。 


COMMAND $ 関数 が 返す 値 を 起動 時 に 設定 する 。 
起動 後に その 値 を 変更 し た いと き は 、 "R/ 実 行 " メ 
ニュ ー に お ける "C/COMMAND$ 入 力 .. ." コ マン 
ド で 行う 。 な お 、/CMD に 続く 文字 の すべ て が そ 
の 値 と し て 設定 され る の で 、 こ の /CMD オプ ショ 
ン は 、 最 後に 指定 する オプ ショ ン で な けれ ば な ら 
な い 。 
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4・2 


統合 環境 ウィ ンド ウ 
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統合 環境 ウィ ンド ウ の 名 称 


Quick BASIC を 起動 し た と き の 統 合 環境 ウィ ンド ウ は 、 前 の 節 の と お 
り で す が 、 ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ を 2 つ に 分 割 す る こと も で きま すし 、 ま 
た 、 デ バッ グ の た め の ウ ォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ツウ も 用 意 き れ て いま す の で 、 
実際 に は 、 次 の よう な 各部 分 か ら 構成 され て いま す 。 


FZ2z イ 1 EZ 編集 表示 3 検索 R ン 実行 D デ がめ" C 関 狼 AZ(P1) 

DO-INT21.BAS theStatus = -1: 半 守 Ne な 

DO-INT21.B8S theRegFlag: <FRLSE> ュ 

DO-INT21.BAS aFileName = "": ウォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ ま た は ヘル プ ・ ウ ィ ン ド ウ 
ーーーーーーーーーーーー 一 一 1 


DO-INT21.BAS 
” ITPORT FRO DOSCALL.IOD 
$INCLUDE: "DosCall.DEF ビ ピュー・ ウ ィ ン ド ウ 


DI theDrive 8S STRING ・ 1 
DIM theYear 8S INTEGER, thelonth 8S INTEGER, theDay 8S INTEGER, 0 
DI theHour RS INTEGER, theltinute RS INTEGER, theSecond RS INTEGER 
DI theDTA 8S DTaTpe 


の 上 aa 


旨 dcdcMt II 光電 人 : 漁 電光 


FUNCTION GetSustemDate (3Year, altonth, aDay) 





ダイ 2 モト“ 
ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ 


統合 環境 ウィ ンド ウ を 構成 し て いる 各部 分 は 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 目的 で 
用 意 さ きれ て いま す 。 


メニ ュー・ バ ー 

Quick BASIC の コマ ン ド を 機能 別に 分 類 し て 表示 する た め の 部 分 で 
す 。 コ マン ド は 、 メ ニュ ー を ドロ ッ プ ・ ダ ウン 形式 (プル ダウ ン ・ ダ ウ 
ン 形式 と も いう ) で 開い て 表示 し 、 実 行 で きる よう に な っ て いま す 。 
* ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ 

プロ グラ ム を 構成 する モジ ュー ル 、 プ ロ シ ー ジ ャ (SUB と 
FUNCTION) 、 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 、 お よび ドキ ュ メ ント ・ フ ァ イ 
ル の 内 容 を 表示 し た り 編 集 す る た め の ウ ィ ン ド ウ で す 。 こ の ウィ ンド ウ 
を 2 つ に 分 割 す る こと に より 、 た と えば 、 別 々 の モジ ュー ル を 同時 に 表 
示し た り 編 集 で きま すし 、 ま た 、 同じ モジ ュー ル の 別々 の 箇所 を 表示 し 
た り 編 集 で きま す 。 こ の ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ に 表示 し て ある プロ グラ ム 
を 実行 で きま す 。 
を ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ 

Quick BASIC の ステ ー ト メン ト や 関数 、 あ る い は 自分 で 作っ た プロ シ 
ー ジ ャ (SUB と FUNCTION) を プロ グラ ム の 中 に 書か な く て も 即時 に 
実行 する た め の ウ ィ ン ド ウ で す 。(「 5・5 ダイ レク ト ・ モ ー ド を 使う 」 
を 参照 ) 
ウォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ 

デバ ッ グ を 行っ て いる 間 に 、 そ の 対象 と な る 変数 や 式 に 加え て 、 秘 次 
その 値 を 表示 する た め の ウ ィ ン ド ウ で す 。(「8・5 ウォ ッ チ 」 を 参照 ) 
p ヘル プ ・ ウ ィ ン ド ウ 

オン ライ ン ・ ヘ ルプ の うち キー ワー ド の ヘル プ を 表示 する ウィ ンド ウ 
で す 。(「4・4 オン ライ ン ・ ヘ ルプ 」 を 参照 ) 
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放 ステ ー タ ス ・ バ バー 
次 の よう な 情報 や 状況 を 表示 する た め の 部 分 で す 。 
筐 メニ ュー を 開い て いる と き に 実行 可能 な コマ ンド の 要約 
筐 現在 選択 し て いる メイ ン ・ モ ジュ ー ル の 名 前 
筐 プ ログ ラム の 動作 状況 
人生 カ ー ン ソル の 行 と 桁 


人 @ |CAPS | キー や | カナ | キー が 押さ れ て いる 状態 


メニ ュー・ バ ー 


統合 環境 の も と で 使え る 機能 の ほとん ど が 、 コ マン ド と いう 形式 で 提 

供 き れ て いま す 。 コ マン ド は 、 "C/ 関 数 ” ツ メニュー 以外 の 7 つの メニ ュー 

に 分 類 き され て いま す 。"C/ 関 数 "メニ ュー は 、 そ の 表示 内 容 が 編集 中 の モ 

ジュ ー ル に よっ て 変わ り ま す 。(「 第 8 章 統合 環境 下 で の デバ ッ グ 」 を 
参照 ) 。 
⑩F/ フ ァイル 


本 書 て 解説 し て いる 章 と 節 


( 92 ペ ー ジ ) 
( 94 ペ ー ジ ) 
(103 ペ ー ジ ) 
(100 ペ ー ジ ) 
(100 ペ ー ジ ) 
(102 ペ ー ジ ) 


(143 ペ ー ジ ) 
(105 ペ ー ジ ) 


レク (140 ペ ベー ジ ) 


L サ アフ イル 
ルリ ケア 時 


(107、145 ペ ー ジ ) 
( 80 ペ ー ジ ) 


( 81 ペ ー ジ ) 





⑯ ヒビ / 編 集 


ルレ 元 に 戻す GRPHtBS 


(121 ペ ー ジ ) 
か 小 SHIFT+DEL 


(118 ペ ー ジ ) 


PZX"- ト SHIFT+INS 


(118 ペ ー ジ ) 
(118 ペ ー ジ ) 


5・3 
5・3 
( ン エ "- CTRL+INS 5・3 (118 ペ ー ジ ) 
5・3 
5・3 


E/ 削 除 DEL 
る 条 SB 5・6 (133 ペ ー ジ ) 
FZ FUNCTION... 5・6 (133 ペ ー ジ ) 


3 (110 ペ ー ジ ) 





@⑱ V/ 表 示 


表示 


SZSUB 一 覧 . . | 目 罰 5・6 (135 ペ ー ジ ) 
EZ 次 の SUB SHIFT+f・2 | se (6 ペー ジ ) 
P/ 画 面 分 割 4 た 2 (66 ページ) 
N レ 次 の テー トト 8・3 (168 ペ ー ジ ) 
実行 画面 f・4 | 5・4 (129 ペ ー ジ ) 


1 クル ー ト "ファ 編集 5x7 (143 ペ ー ジ ) 
LZ 人 2 ルー トド" ファ 表示 5・7 (142 ペ ー ジ ) 


0 ノッ .. . 4・3 ( 72 ペ ー ジ ) 





⑯ ご / 検 索 


3 (121 ペ ー ジ ) 
3 (121 ペ ー ジ ) 


本 OL 


3 (125 ペ ー ジ ) 


5・ 
5・ 
5・3 (123 ペ ー ジ ) 
5・ 
5・3 (124 ペ ー ジ ) 
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@ 日 / 実 行 


@⑯D/ デ バッ グ 


@ 〇 / 関 数 


229- ト SHIFT+f・5 
RZ り 22- ト 

N/ 続 行 f・5 
CCONYND$ 


AM。 


%EwE7 ァ 作成 
L2 ラ "3 作成. 


導電 


DYN ッ が 


ウォ チ の 追加 . …… 
M ル ウォ ラボ イト. 


20 半 昌 
L/ 全 りみ 削 際 


T ル -X 
H 人 上 ス トリ 


BZ グ レク 2 ポイ ト 


C ン 全 が レク 2 ネト の 0 
S/ 四 7- ト 必 ト の 


(/ 関 数 


5*4 (128 ペ ー ジ ) 
8・3 (168 ペ ー ジ ) 
5・4 (128 ペ ー ジ ) 
5・4 (129 ペ ー ジ ) 


7・2 (159 ペ ー ジ ) 
6・2 (150 ペ ー ジ ) 


5・2 (102 ペ ー ジ ) 





8・5 (174 ペ ー ジ ) 
8・5 (171 ペ ー ジ ) 
8・5 (173 ペ ー ジ ) 
8・5 (173 ペ ー ジ ) 


8・3 (166 ペ ー ジ ) 
8・3 (167 ペ ー ジ ) 


8・4 (169 ペ ー ジ ) 
8・4 (170 ペ ー ジ ) 
8・3 (167 ペ ー ジ ) 





<Untitled〉 
86 (175 ペ ー ジ ) 
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@⑱ 昌 / ヘ ルプ 


HAMZ (f・1) 


4・4 (76 ペ ー ジ ) 
4・4 (79 ペ ー ジ ) 
CZ を と じ る ESC | 44 (76 ペ ー ジ ) 





メニ ュー に 関す る 操作 を 行う に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


メニ ュー 操作 









開き た い メ ニュ ー に マウ ス ・ ポ 
イン ター を 合わ せ て か ら ク リッ 
ク す る 。 





[GRPH| キー を 押し て か ら 各 メ 
ニュ ー の 先頭 に 表示 され て いる 
アル ファ ベッ ト の キー (た と え 
ば 、 検 索 メ ニュ ー な ら ば 、|s キ 
ー) を 押す 。 


| に | ほ た は | キー を 押す 。 開く "と 同じ 。 


また は [ESC| キ ー を 押 | 開か れ て いる メニ ュー の 部 分 以 









FE 外 の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 


第 4 章 @ QuickBASIC の 起動 か ら 終 了 ま で 一 一 61 


コマ ンド の 選択 と 実行 は 、 次 に 示す 方 法 の どれ で も 自由 に 組み 合わ せ 
て 行え ます 。 


コマ ンド の 選択 と 実行 










_ マウス を 使う 
開い た メニ ュー の 中 に ある コマ 
ンド を クリ ッ ク す る 。 





次 の いずれ か で 行う 
逢 開 いた メニ ュー の 中 に ある コ 
マン ド の と ころ に カー ソル を 、 
また は | 1 | キー て 合わ せ て 、 
リタ ー ン ・ キ ー を 押す 。 

全開 いた メニ ュー の 中 に ある コ 
マン ド の 先頭 に 表示 され て いる 
アル ファ ベッ ト の キー を 押す 。 
介 メ ニュ ー を 開か ず に 、 シ ョ ー 
トカ ッ ト ・ キ ー を 押す 。 


実行 










メニ ュー に お ける コマ ンド の 表示 は 、 た い へ ん 工夫 され て 作ら れ て い 
ます の で 注意 深く 見 て くだ さい 。 


iT ルプ アベ ペッツ 着装 名 
E 編 集 ショ ー ト カッ ト ・ キ ー 


ルル 元 に 戻す GRPHrBS 
1 か 小 SHIFT+DEL 
( ン "- CTRLINS 
PP ペー スト SHIFT+INS 


E/ 削 除 DEL 


ら 条 9 ダイ アロ グ ・ ボ ックス が ある も の 
F ノ UNCTION.. 


> 構文 即 め 
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コマ ンド の アル ファ ベッ ト 省 略 名 

カー ソル が その コマ ンド の 箇所 に な く て も 、 そ の アル ファ ベッ ト の キ 
ー を 押せ ば 実行 で きる こと を 表し て いる 。 

た と えば 、"E/ 編 集 ? メ ニュ ー に お ける "C/ コ ピー" コ マン ド は 、 


C 
で 実行 で きる こと を 表し て いる 。- 
ショ ー ト カッ ト ・ キ ー 
メニ ュー を 開か な く て も コマ ンド を 実行 で きる 便利 な キー 操作 の こと 


を いう 。 使え る ショ ー ト カッ ト ・ キ ー は 、 コ マン ド の 右側 に 表示 され て 
いる 。 た と えば 、"E/ 編 集 ? メ ニュ ー に お ける ”"C/ コ ピー" コ マン ド は 、 


CTRL | [INS| ([CTRL| キー を 押し な が ら |INS | キー を 押す ) 


で 実行 で きる こと を 表し て いる 。 








を 「>」 マ ー ク 

次 の コマ ンド は 、 そ の 機能 が 有効 か どう か ある い は 実行 する か 否 か を 
表す マー ク 「>」 が メニ ュー に 表示 され る 。 

コマ ンド が オン の 状態 に な っ て いる と 「>」 が コマ ンド 名 の 左端 に 表 
示さ れる 。 


⑯「>」 マ ー ク が 表示 され る コマ ンド 









Y/ 構 文 チ ェ ッ ク 
L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表示 


T/ ト レー ス 
H/ ヒ スト リ 








D/ ゲ バッグ 





※ こ れ ら の コマ ンド の 実行 は 、 オ ン と オフ の 切り 換え に 
な り ま す 。 
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P..、 (3 ドッ ト ) 

コマ ンド 名 の あと に ”".…” が 付い て いる コマ ンド で は 、 そ れ を 実行 する 
と 各々 に 固有 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 表示 され 、 追 加 的 な 入力 や 設定 
を 行わ な けれ ば な ら な い 。 

た と えば 、 "E/ 編 集 ?" メ ニュ ー に お ける "F/ 新 規 FUNCTION.…" コ マン 
ド で は 、 





の よう な ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され る 。 ダ イア ログ ・ ボ ックス 
に お ける 入力 や 設定 の 方 法 な ど に つい て は 、 本 節 の 後半 を 参照 し て くだ 
さい 。 


64 


ビ ピュー ウイ シド ウ 
ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ を 構成 し て いる 各部 分 の 名 称 は 、 次 の と お り で す 。 


ル ・ バ パー 
DO-INT21.B6S に Xa 


"IFHPORT FROT DOSCALL.HOD イル スク リー ント ボ ポッ クス ーー 
'$INCLUDE: "DosCall.DEF (リサ イズ ・ ボ ックス ) 

URR スク ロー ル ・ ア ロー (上 ) 
DIH theDrive 6S STRING・1 スク ロー ル ・ バ ー 
DI theYear 8S INTEGER,theonth 6S INTEGER, theDay 8S INTEGER, theDay0fei 
DI theHour 6S INTEGER, theinute 6S INTEGER, theSecond 8S INTEGER 
DI theDTA 6S DIRTwpe スク ロー ル ・ ポ ボッ クス 


"BEGIN (of main module} 


eipicd6:e) も Di WI6 こ っ 
GetDrive theDrive 
'same as CALL GetDrive(theDrive) 
PRINT "drive = ": theDrive スク ロー ル ・ ア ロー ( 下 ) 





)---GetSustemDate-- - スク ロー ル ・ ア ロー ( 右 ) 
nr theYea .thefonth, theDay, theDayOfMeek 


PIDDODOOODODDODODODO IIIIIIIIKGKGIIININGGIINSND 
WHOUHUUHHURCUUUUUU IIIIIIIINIIHIIIIIIIIIIIIHIII 


ーー ゲイ モト " - 
スク ロー ル ・ ボ ックス 
スク ロー ル ・ ア ロー ( 左 ) スク ロー ル ・ バ ー 


スク ロー ル ・ ア ロー、 ス クロ ー ル ・ バ ー、 ス クロ ー ル ・ ボ ックス は 、 
スク リー ン の 設定 で 表示 オプ ショ ン の "S/ ス クロ ー ル バー”" が 設定 され 
て いる と きだ け 表 示さ れ ま す (「4・3 スク リー ン の カス タマ イズ 化 」 
を 参照 ) 。 

ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ に 関す る 操作 と し て 、 次 の こと が で きま す 。 





⑱ ウ ィ RON 











「 本 505 212 
ウ 内 で クリ ッ ク す る 


アク ティ 
に する 1 


lsHiFT|+ [fr6| キ ー 


下 か ら 上 へ 順に 替え る 
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ウィ ンド ウ に 表示 する も の の 変更 は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける ”S/ 
SUB 一 覧 . "や"E/ 次 の SUB" コ マン ド で 行い ます (「5・6 プロ シー 
ジャ の 編集 」 を 参照 ) 。 


⑤ ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ の マル チ 化 





or 
Or 4 





まう 


?V/ 表 示 「 メ ニュ ー に お ける | マウ ス で 左 の コマ ンド を 選 
?P/ 分 割 " コ マン ド で 交互 に | 択 ・ 実 行 する 
行う 。 










ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ を 分 割 し た と き 、 2 つの ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ を 区 
別 す る た め に 、 上 の も の を トッ プ ・ ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ と 呼び 、 下 の も 
の を ボトム ・ ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ と 呼び ます 。 ウィンドウ を 分 割 す る こ 
と に よっ て 、 別 々 の モジ ュー ル や プロ シー ジャ を 表示 し た り 編 集 で きま 
す 。 ま た 1 つの モジ ュー ル や プロ シー ジャ の 別々 の 箇所 を 表示 し た り 編 
集 し た り で きま す 。 


DNS 
DI theYear 8S INTEGER, theonth 8S INTEGER, theDay 8S INTEGER,theDayOfls+ 
DIH theHour 8S INTEGER, thefinute 人 S INTEGER, theSecond BS INTEGER 
DIH theDT 8S DTATupe 


"BEGIN (of main module) トッ プ ・ ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ 


RSCII.DEF 


COON SHRRED ascii.NJLL, ascii.BELL, ascii.BS, ascii.HT 

COON SHARED ascii.LF, ascii.FF, ascii.CR, ascii.ESC, ascii.DEL 
ascii.NJULL = CHR$(⑳) 

』 3Sceii.BELL RI 
ascii.BS = ) ro 
aoii.HT = OHRS(9) An に くい 
asoii.LF = CHR$(10) 
ascii.FF = CHR$(12) 
asoii.CR = CHR$(13) 

ダイ イル 外 モト ~ 
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ウィン ドウ ・ サ イズ の 変更 














マウ ス を 使う 
タイ トル ・ バ ー を 上 下 に ドラ 
ッ グ する (最上 の タイ トル ・ 
バー は 不可 ) 


IGRPHl + は キー 


1 行 ず つ 大 きく な る 
[GRPHl]+ に | キー 
1 行 ず つ 小 さく な る 


GRPH| 十 |f・10 | キー 


交互 に 切り 替わる 




















次 の どちら か て 行 う 。 

⑱ フル スク リー ン ・ ボ ッ ク 
ス (1 を 表示 中 ) を クリ ッ 
ク す る 。 

⑱ タイ トル ・ バ ー を ダ プ 
ル ・ ク リッ ク す る 。 
次 の どちら か で 行う 。 
⑱ リサ イズ ・ ボ ックス ( 金 
を 表示 中 ) を クリ ッ ク す る 。 
⑯ タイ トル ・ バ ー を ダ プ 
ル ・ ク リッ ク す る 。 


フル スク リー ン 
( 全 画面 ) 









元 の サイ ズ に 戻 
す (リサ イズ ) 
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スチ イタ スズ ・ パー 


ステ イタ ス ・ バ ー は 、 次 の よう な 情報 や 状況 を 表示 する た め の 部 分 で 
す 。 


但 メ ニュ ー を 開い て いる と き に 実行 可能 な コマ ンド の 要約 
島 現 在 選択 し て いる メイ ン ・ モ ジュ ー ル の 名 前 

但 プ ログ ラム の 動作 状況 

和仁 カ ー ソ ル の 行 と 桁 

@@[CAPS| キー や | カナ | キー が 押さ れ て いる 状態 


メア 0 の "24: FaILING.BS 動作 状況 : 
[cTRL|+ [Q キ ー 
| に ソル 桁 位置 
メイ ン ・ モ ジュ ー ル 名 員 ー ソ ル 行 位置 


EAPS キー 
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ダイ アロ グ ・ ボ ックス 


コマ ンド 名 の あと に ”".…" が 付い て いる コマ ンド で は 、 そ れ を 実行 する 
と 各々 に 固有 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 追 加 的 な 入 
力 や 設定 を 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

ダイ アロ グ ・ ボ ックス に お ける 表示 は 、 コ マン ド と 同じ くら い 工 夫 さ 
れ て 作ら れ て いま す の で 注意 深く 見 て くだ さい 。 


F/ 違 挨 前 | テキ スト ・ ポ ボッ クス 
隊 


置 所 
ZZ ケ ィ ブリ ウィット“ ウ 


( ) 1 
(<) 2 ルウ イト "9 
( ) 3/ 生 体 


チェ ッ ク ・ ボ ックス 
オプ ショ ン ・ ボ ックス 


コマ ンド ・ ボ ックス 
アク ティ ブ プ な コマ ンド ・ ボ ックス 





馬 テ キス ト ・ ボ ックス 
ファ イル 名 な ど や 検索 文字 な ど を 入力 する 部 分 。 


リス ト ・ ボ ックス 
ファ イル 名 な ど が 一 覧 表示 され る 部 分 。 
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オプ ショ ン ・ ボ タン 
どれ か 1 つ だ け を 有効 な 設定 に で きる 。( ) 内 に * が 付い て いる と 有 
効 で も る こと を 意味 する 。 


チェ ッ ク ・ ボ ックス 
必要 に 応じ て 2 つ 以 上 を 有効 な も の と し て 設定 で きる 。[ ] 内 に X が 
付い て いる と 有効 で も る こと を 意味 する 。 


コマ ンド ・ ボ タン 

"確認 "と か "取消 "な どの コマ ンド を 実行 する 。 ア クティ ブ な コマ ン 
ド ・ ボ タン は 、 太 線 の ボタ ン に な っ て いま す の で 、 加 キー を 押す と アク 
ティ ブ な コマ ンド ・ ボ タン の も の が 実行 きれ ます 。 





還 イ ンプ ッ ト ・ フ ォ ー カ ス に お ける 移動 

それ ぞ れ の ダイ アロ グ ・ ボ ックス に 表示 され て いる 1 つ 1 つの 項目 
を 、" イ ンプ ッ ト ・ フ ォ ー カ ス " と いい ます 。 あ る イン プッ ト ・ フ ォ ー カ 
ス か ら 別 の イン プッ ト ・ フ ォ ー カ ス に 移動 する に は 、 次 の よう に し ます 。 


⑮ イ ンプ ッ ト フ ォ ー カ ス の 移動 














|TAB| キー 移動 し た い イ ンプ ッ ト ・ フ ォ ー カ 
次 の イン プッ ト ・ フ ォ ー カ ス へ | ス の 箇所 を クリ ッ ク す る 
移る 
[SHIFT| + [TAB] キー 
前 の イン プッ ト ・ フ ォ ー カ ス へ 
戻る 






70 


アラ ー ト ・ ボ ックス 


Quick BASIC を 統合 環境 下 で 使っ て いる と 、 操 作 の 結果 を 表示 し た 
り 、 そ の 操作 が 重要 で ある と き は 、 ユ ー ザ ー の 注意 を 引く た め に ボッ ク 
ス を 表示 する と き が あり ます 。 ダ イア ログ ・ ボ ックス と 区 別 す る た め に 、 
こと の ボッ クス を アラ ー ト ・ ボ ックス と いい ます 。 ア ラー ト ・ ボ ックス は 、 
ダイ アロ グ ・ ボ ックス に 比べ て 、 操 作 を より わか り 易 くす る た め に 、 少 
な い コ マン ド ・ ボ ックス し か あり ませ ん 。 

た だ と ど え ば ぼ 、 


該当 する 文字 列 が みか つかり ませ ん 





ある い は 


ファル は まだ 保存 され て いま せん . 保 存 し ます か ? 





な どの アラ ー ト ・ ボ ックス が あり ます 。 
コマ ンド ・ ボ ックス の 操作 は 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス の と き と 同 じ で 
も 
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スク リー ン の カス タマ イズ 化 


統合 環境 の スク リー ン の カス タマ イズ 化 と し て 、 ユ ー ザ ー 自 身 が 自分 
に 使い や すい よう に 画面 表示 の 属性 を 替え た り 、 ス クロ ー ル ・ バ ー の 表 
示 の 有無 や タプ 幅 を 変更 で きま す 。 

これ を 行う に は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "0/ オ プシ ョ ン ..." コマ 
ンド を 実行 し ます 。 そ うす る と 、 次 の よう な ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表 
示さ れ ま す 。 


表示 
示 属 性 


背景 
CC ル 小 テ - ト 必 ト [ ] 反転 


グレ 2 ポ ネト 行 [&] 反転 
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時 表示 属性 

テキ スト 、 カ レン ト ・ ス テー トメ ント 、 お よび ブレ ー ク ポイ ント 行 の 
各々 に つい て 、" 文 字 " の 色 と ” 反 転 " の 有無 に つい て 設定 で きる 。 "背景 
は 、 黒 色 に 固定 され て お り 変 更 で きま せん 。 


文字 色 と 文 字 の 反転 表示 の 設定 























マウ ス を 使う 
イン プッ ト ・ フ ォ ー カ ス が ある | な し 
と き に 、 次 の どちら か て 行う 。 
筆 色 の アル ファ ベッ ト 文 字 の キ 
ー を 押し て 替え る 。 

B/ 黒 色 

B/ 青 色 

G/ 緑 色 

C/ 水 色 

R/ 赤 色 

M/ 紫 色 

Y/ 黄 色 

W/ 白 色 
人 @ | | また は | | キー て 順番 に 
替え る 。 
・ デ フォ ルト は 、W/ 白 色 。 
・ 同 じ ア ルフ ァ ベ ッ ト の 色 は 再 

度 押す 。 

・ 起 動 時 に 、/B オプ ショ ン を 指 
定 し た と き は 、W/ 白 色 と B/ 黒 
色 だ け を 設定 で きる 。 


チェ ッ ク ・ マ ー ク "xx" を 付け る 
と 、 文 字 を 反転 表示 する 。 





”[ ] H/ 反 転 "の 箇所 を クリ ッ 
ク す る 。 
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時 表示 オプ ショ ン 
スク ロー ル ・ バ ー の 表示 と タブ 幅 の 設定 が で きま す 。 


スク ロー ル ・ バ ー の 表示 と タブ 幅 の 設定 






Ss 


を だ や 









Co 


ッ [ ] S/ ス クロ ー ル バー 
箇所 を クリ ッ ク す る 。 






チェ ッ ク ・ マ ー ク xx” を 位 け 
る と だ コア クティ ジ な か な ビュー で 
ウィ ンド ウ の スク ロー ル ・ バ 
ー が 表示 され る 。 

|TAB| キー に よる タプ の 幅 を 、 
1 一 80 の 範囲 で 入力 する 。 


スク ロー ル ・ 


バー 








カス タマ イズ し た スク リー ン の 設定 情報 は 、Quick BASIC を 終了 する 
と き に 、 フ ァイル 名 "QB.INI” と し て 自動 的 に カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 
に セー プ ブ さ れ ま す 。Quick BASIC を 起動 する と き の カ レン ト ・ デ ィ レ ク 
トリ に QB.INI が ある と 、 こ の ファ イル が 起動 時 に 自動 的 に 読み 込ま 
れ ま す が 、 カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ に 存在 し な く て も 環境 変数 PATH 
で 設定 し た ディ レク トリ に 入れ て お け ば 、 そ の ファ イル が 起動 時 に 自動 
的 に 読み 込ま れ ま す 。 
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4・4 


オン ライ ン ・ ヘ ルプ 


Quick BASIC の 統合 環境 の も と で は 、 
例 メ ニュ ー・ コ マン ド 
但 編 集 と デバ ッ グ の ショ ー ト カッ ト ・ キ ー 
人 @ 文 字 コ ー ド 表 
但 特 殊 キ ー や 割り 込み キー 
介 SCREEN モー ド や デバ イス 名 
動 ス テー トメ ント と 関数 の キー ワー ド 
な ど を 簡単 に 要約 し て ある オン ライ ン ・ ヘ ルプ が 使え る よう に な っ て い 
ます 。 メ ニュ ー・ コ マン ド 以 外 の ヘル プ を 利用 する た め に は 、 カ レン ト ・ 
ディ レク トリ ある い は 環境 変数 PATH で 設定 し た ディ レク トリ に 
?QB.HLP" が 入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 
ヘル プ 内 容 の 使い 方 に よっ て 、 3 種類 の ヘル プ に 分 けら れ ま す 。 


コマ ンド ・ ヘ ルプ 

メニ ュー を 開い て コマ ンド を 選択 し て いる 間 、 ス テイ タス ・ バ ー に 表 
示さ れる の で 、 特 別 の 操作 は いら な い 。 

『 全般 

ペー ジ を めく る 要領 で "ショ ー ト カッ ト ・ キ ー"、" 文 字 コ ー ド 表 "、" 特 
殊 キ ー や 割り 込み キー"、"SCREEN モー ド や デバ イス 名 "な どの ペー ジ 
を 見 た あと に 、 続 け て "シン タッ クス "に つい て イン デック ス を 使っ て 利 
用 で きる 。 
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キー ワー ド 

ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ や ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ の 中 に 書か れ 
て いる 調べ た い キ ー ワ ー ド に つい て 、 直 接 に ヘル プ ・ ウ ィ ン ド ウ を 開い 
て 表示 させ る こと が で きる 。 こ の 方 法 を 使う と 、 キ ー ワ ー ド ・ リ スト か 
ら 選 ぶ 手 間 を 省く こと が で きる 。 


全般 の ヘル プ を 使う た め の 操 作 は 、 次 の と お り で す 。 


⑱ ヘ ルプ を 使う た め の 操作 
折 作 し こっ 人 
次 の どちら か で 行う 。 
便 "7H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お け 
る "G/ 全 般 .… "コマ ンド を 実 
行 する 。 

人 筐 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー で ある 
|f・1 |] キー を 押す 。 
次 の コマ ンド ・ ボ タン の うち か 
ら ど ちら か を 実行 する 。 
N/ 次 の ペー ジ 
P/ 前 の ペー ジ 
次 の どれ か て 行う 。 
動 "取消 "の コマ ンド ・ ボ タン を 
実行 する 。 

介 "/H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お け 
る "C/ ヘ ルプ を 閉じ る "コマ ン 
ド を 実行 する 。 

條 ESC| キー を 押す 。 

















?H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お ける 
?G/ 全 般 .…" コマ ンド の 箇所 を 
グ リ oy 4 ク す る 。 












次 の コマ ンド ・ ボ タン の うち か 
ら ど ちら か を クリ ッ ク す る 。 
N/ 次 の ペー ジ 
P/ 前 の ペー ジ 
"取消 "の コマ ンド ・ ボ ックス か 
5H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お ける 
?C/ ヘ ルプ を と じ る "コマ ンド 
を クリ ッ ク す る 。 


めく る 












76 


計 
INS| | 指定 文字 列 CTRLtINS 
HOE CTRLN 


END CTRLN 
SHIFT+INS CTRL*\ 
f*3 


SHIFT+RROM he 画 箇 の 


2 


SHIFT+CTRL+RRROM 


こつ で つ 
oo コミ 


計 

現在 行 (9 ッ ア ボー ド "に 保管 ) 。 CIRLtY |1 行 

統 (209 ア ボート" に 保管 ) CTRL+9 Y UE て 本 f・ 19 
KA - ド に 保管 ) SHIFT+DEL 前 に! の 実行 SHIFT+「・19 
人 に し な い ) DEL 隊 E29 の 天 SHIFTrf・8 





? 氏 / キ ー ワ ー ド "コマ ンド を 実行 する と 、 さ ら に 続け て 次 の BASIC キー ワー 
ド の ヘル プ が 表示 され ます 。 


BS1C+-7- ト ": 


CHDIR 








リス ト 中 に カー ソル の ある キー ワー ド が その 対象 に な り ま す 。 
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キー ワー ド の 選択 






次 の どれ か で 行う 。 次 の どれ か で 行う 。 

@ | | キー を 使 | 借 スク ロー ル ・ ア ロー を ク 
っ て 移動 する 。 リッ ク す る と 1 列 移動 する 。 
但 キー ワー ド の 先頭 文字 の | 豊 スク ロー ル ・ バ ー を クリ ッ 
キー を 押す 。 同 じ 先 頭 文字 の | ク す る と 1 ウィ ンド ウ 移 動 す 


スク ロー ル と 
ー ソ ル 移 動 
















も の が 2 つ 以 上 ある と き は 、 | る 。 

順番 に 移動 する 。 筐 スク ロー ル ・ ボ ックス を ド 
ラッ ク す る と 該当 箇所 に 移動 
する 。 














キー ワー ド を | "確認 : の コマ ンド ・ ボ ックス | カー ソル の ある キー ワー ド を 
選択 する を 実行 する ( 避 キ ー を 押す )。 | ダブ ル ・ ク リッ ク す る 。 

た と えば 、"DIM" を 選択 する と 、 次 の ヘル プ ・ ウ ィ ン ド ウ が 表示 され 
まず 。 


FZ2z 化 EZ 編 集 表示 検索 R/ 実 行 デパ ッ グ が し 仙 雪 MAMZ' (f1) 
DIM SHARED] yariablg[(subscripts)][ AS typs)【 


変数 の 型 を 宣言 し , 記憶 放 域 を 割り 当て きす. ーー ヘル プ ・ ウ ィ ン ド ウ 
shared 3 Cg の すべ て の プロ シー ジャ 間 で 変数 を 共用 し ます . 

variabls 際 人 

subscript の 次 で , 次 の 形式 を と り ま す : 


([lower TO jupper【, 〔lower TO Jupper.,…]) 


83 type EN INTEGER。 LONG, SINGLE, DOUBLE, STRING, 


2 は コリー 
IN 6 ー 


3 


0 

0 

1 UMMNRIUMLJOT OUOODDUDOHDDLWTDLXOU ULTHRUHNODU RIIE1 
IIIIIIIIIIIIII IIUHIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHHI 


が 1 ! 2 
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キー ワー ド に つい て は 、 ビ ュー・ ウ ィ ン ド ウ や ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ 
ウィ ンド ウ の 中 に 書か れ て いる キー ワー ド に つい て 、 直 接 ヘ ルプ ・ ウ ィ 
ンド ウ を 開い て 表示 させ る こと が で きま す 。 つ まり 、 キ ー ワ ー ド ・ リ ス 
ト か ら 選 ぶ 手 間 を 省略 で きる わけ で す 。 

これ を 行う に は 、 そ の ヘル プ を 表示 し た い キ ー ワ ー ド の 上 に カー ソル 
を 移動 させ て 、 次 の 操作 を 行い ます 。 


キー ワー ド ヘ ルプ 











? 則 / ヘ ルプ "メニ ュー に お ける 
?T/ キ ー ワ ー ド リコ マン ド の 箇 
所 を クリ ッ ク す る 。 


次 の どちら か て で 行う 。 
人 @"H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お け 
る キー ドジ だ 事 
実行 する 。 

@ シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー で ある 
[SHIFT | + |f・1| キー を 押す 。 
次 の どれ か で 行う 。 
介 "H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お け 

る "C/ ヘ ルプ を 閉じ る "コマ ン 
ド を 実行 する 。 

介 [ESC| キー を 押す 。 
どれ が その と き の キ ー ワ ー ド と し て 選択 きれ て いる か は 、"H/ ヘ ルプ " 


メニ ュー に お ける "T/ キ ー ワ ー ド "コマ ンド の と ころ を 見 れ ば わか る よ 
うに な っ て いま す 。 

















?H/ ヘ ルプ "メニ ュー に お ける 
?C/ ヘ ルプ を 閉じ る "コマ ンド 
を クリ ッ ク し ます 。 


FZ2z 化 EZ 編集 表示 S/ 検 索 R/ 実 行 だ デ W" C/ 関 数 HAMZ(f1) 
<Untitled> - 


CLS G ン 全般 .… f・1 
FORi= 11019 1 キ -7- ト "PRINT 和 SHIFTrf・1 
ESC 


PRINT "9uickBRSIC 4.2" C^ へ MZ を と じ る 


カー ソル が PRINT の と ころ に ある と 
この よう に 表示 され ます 。 
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4・5 


MS-D0S コマ ンド の 実行 


QuickBASIC を 終了 し な いで も 、MS-DOS の コマ ンド を 実行 で きま 
す 。 そ の 方 法 と し て 2 つが あり ます 。 
得 一 時 的 に MS-DOS に 戻る 方 法 
島 直 接 に コマ ンド を 実行 する 方 法 
⑩ MS-DOS コマ ンド の 実行 






1 っ の pos : コマ ン ド あ る い は 
実行 可能 ファ イル を 実行 し 終え 
た ら 、 す で ぐに 統合 環境 に 戻っ て 
くる 。 
実行 する に は 

SHELL ステ ー ト メン ト を ダイ 
レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ で 
実行 する 。 

SHELL "FORMAT B:" 
" 何 か キ ー を 押し て くだ さい "と 
表示 され る の で 、 ど れ か キー を 
押す 。 






一 時 的 に M MS- -pos に 戻 り ト MS 
-DOS の プロ ンプ ト か ら 、 連 続 
的 に DOS コマ ンド や 実行 可能 
ファ イル を 実行 で きる 。 
実行 する に は 
和光 省き 
る "D/MS-DOS コマ ンド "コマ 
ンド を 実行 する 。 


戻っ て 〈 る に は ..。 

MS-DOS の プロ ンプ ト で 、 
A>EXIT 

と EXIT コマ ンド を 実行 。 
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4・6 


QuickBASIC の 終了 


QuickBASIC を 終了 する に は 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "X/ 
終了 "コマ ンド を 実行 し ます 。 

ファ イル 内 容 を 変更 し た の に も か か わら ず 、 ま だ 保存 し て いな いと き 
は 、 次 の よう な アラ ー ト ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 操作 は 、 ダ イア ロ 
グ ・ ボ ックス の と き と 同 じ で す 。 


アル は まだ 保存 され て いま せん . 保 存 し ます か ? 


保存 し な いで 終了 する コマ ンド 実行 前 に 戻る 
い 。 | (ESC 判 で も 同じ ) 


本 ファ イル 名 "と " を 設定 する ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され る 
: ー ル ・ フ ァイル の 管理 」 を 参照 ) 
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Be 


?Y/ は い " を 次 の よう な ボッ クス が 開か れ ま す 。 


were 打電 生計 
(*) 0/ 標 準 み 宙 
( ) 1/ 寺 2 ト 7 ァ 人 


取消 


ここ で 、 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 Quick BASIC 用 の ソー スリ スト と 
し て 保存 する の な ら 、 拡 張子 を 付け ず に ファ イル 名 を 入力 後 、 回 キー を 
押す と .BAS と いう 拡張 子 が 付き 、 自動 的 に Quick BASIC が 終了 し ま 
沈 

拡張 子 .BAS に つい て は 、 次 節 を 参照 し て 下さ い 。 

も し 、 テ キス ト フ ァイル と し て 保存 する の な ら "T/ テ キス ト フ ァイル ”" 


を 選択 し ます 。 








Es 
統合 環境 下 で の 
アル ョ レル 7 





統合 環境 と は 、 ど の よう な 「 環 境 ]」 な の か を 理解 し まし ょ う 。 
ここ で は 、 こ の 「 統 合 環境 ] で の プロ グラ ム 開 発 の 実際 に つい て 説明 し ます 








り ・1 


ファ イル の 種類 


Quick BASIC で ユー ザー が 作成 で きる ファ イル に は 、 


健 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 
人 重 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 
便 ド キュ メン ト ・ フ ァイル 
@ ラ イブ プラ リー・ フ ァイル 


が あり ます 。 

Quick BASIC で は 、「 プ ログ ラム 」 と いう 呼び 方 より も 「 モ ジュ ー ル 」 
と いう 呼び 方 の 方 が 基本 に な り ま す の で 、 こ の 点 を 意識 し て Quick 
BASIC 上 の ファ イル を 理解 し て 使い 分 け て くだ さい 。 


モジ ュー ル ・ フ ァイル 


「 プ ログ ラム 」 と は 、 特 定 の アプ リケーション ・ シ ステ ム の た め に 開 
発 ・ 作 成 さ れる モジ ュー ル の 全体 を 包括 する 総称 で す 。 顧客 管理 や 売上 
管理 な どの アプ リケーション の た め に 開発 し た モジ ュー ル 全 体 の こと を 、 
それ ぞ れ 顧客 管理 プロ グラ ム と か 売上 管理 プロ グラ ム な ど と 呼び ます 。 
開発 され る 個々 の ファ イル を プロ グラ ム と は 呼び ませ ん 。 
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「 モ ジュ ー ル 」 と は 、1 つ 以 上 の Quick BASIC の ステ ー ト メン ト ( 命 
令 文 ) が 書い て ある も の を いい ます 。 特 定 の 目的 の た め に 開発 ・ 作 成 さ 
れる モジ ュー ル は 、 1 つ だ け の 場合 も あれ ば 複数 の モジ ュー ル の と きも 
あり ます 。 複雑 な 機能 や 仕様 の シス テム の モジ ュー ル は 、 そ れ を 構成 す 
る いく つか の サブ 的 な 機能 別に ブレーク ダウ ン し て 開発 ・ 作 成 さ れ ま す 。 
普通 、 モ ジュ ー ル は 、 サ ブ 的 な 部 分 ご と に 完結 する よう に 開発 ・ 作 成 さ 
れ ま す 。 

1 つ だ け の モジ ュー ル か ら 構 成 さ れる プロ グラ ム の こと を 「 シ ング 
ル ・ モ ジュ ー ル 」 の プロ グラ ム と いい 、 複 数 の モジ ュー ル か ら 構 成 さ れ 
る プロ グラ ム の こと を 「 マ ル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル 」 の プロ グラ ム と いい 
ます 。 ど ちら に し て も 、 プ ログ ラム は 、 常 に 、 1 つ 以 上 の モジ ュー ル を 
含ん で いな けれ ば な り ま せん 。 

マル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル に お いて は 、 必 ず 1 つ だ け 最 初 に 実行 され る 
モジ ュー ル が あり ます 。 この モジ ュー ル の こと を 、「 メ イン ・ モ ジュ ー ル 」 
と いい 、 そ れ 以 外 の モジ ュー ル を 「 サ ブ ・ モ ジュ ー ル 」 と いい ます 。 考 
え ぇ 方 に よっ て は 、 シ ング ル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム は 、 メ イン ・ モ ジ 
ュー ル し か な い (サブ プ ・ モ ジュ ー ル が な い ) プロ グラ ム と いう こと に も 
な り ま す 。 

特に 断わり が な いか ぎり 、 プ ログ ラム を 実行 する と いっ た ら 、 シ ング 
ル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム の 場合 で は 、 そ の モジ ュー ル を 実行 する こ 
と に な り ま すし 、 マ ル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム で は 、 構 成す る 
それ ら の モジ ュー ル 全 体 を 実行 する こと を 意味 し ます 。 
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シン グル ・ モ ジュ ー ル と マル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル 


シン グル ・ モ ジュ ー ル マル チ ブ ル ・ モ ジュ ー ル 








ディ スク 上 の Quick BASIC の ソー ス ・ フ ァイル と し て は 、「 モ ジュ ー 
ル 単 位 」 で 保存 きれ ます 。「 プ ログ ラム 単位 」 で は あり ませ ん の で 、 こ こ 
の と ころ を よく 理解 し て お いて くだ さい 。 各 モ ジュ ー ル は 、".BAS" と い 
う 拡張 子 が 付け られ て 保存 され ます 。 保 存 形式 と し て は 、Quick BASIC 
固有 の 標準 ファ イル 形式 で も テキ スト ・ フ ァイル 形式 で も 可能 で す 。 デ 
ィ レ クト リ を 見 た 場合 、 シン グル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム な ら ば 、 
それ に 対応 する 1 つの ファ イル が ディ スク 上 に 存在 され る こと に な り ま 
すし 、 マ ル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム な ら ば 、 そ れ を 構成 する モ 
ジュ ー ル の 数 だ け の ファ イル が ディ スク 上 に 存在 する こと に な り ま す 。 


86 


メイ ン ・ モ ジュ ー ル 


シン グル ・ モ ジュ ー ル マル チ プ ブル ・ モ ジュ ー ル 





⑱⑳ マ ル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル 





第 5 章 @ 統 合 環境 下 で の ブログ ラム 開発 一 一 87 


88 


マル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル の プロ グラ ム を 保存 する と き に 、 そ の プロ グ 
ラム を 構成 し て いる すべ て の モジ ュー ル 名 を 記し た テキ スト ・ フ ァイル 
が ディ スク 上 に 自動 的 に 作成 され ます 。 こ の ファ イル は 、".MAK" と いう 
拡張 子 が 付き ます 。 こ れ に つい て は 、『 フ ァイル の 保存 』 の 箇所 を 参照 し 
て くだ さい 。 

Quick BASIC の 環境 下 で は 、 プ ログ ラム 単位 で 開発 で きま す 。 この こ 
と は 、 一 度 に 複数 の モジ ュー ル を オー プン し な が ら 開 発 で きる こと を 意 
味 し ます 。 も ちろ ん 、 プ ログ ラム を シン グル ・ モ ジュ ー ル と し て 開発 す 
る か マル チ プ ル ・ モ ジュ ー ル で 開発 する か の 選択 は 、 プ ログ ラマ ー の ア 
プロ ー チ の 仕方 に 任 き れ て いま す 。 


イッ ツク ルー ド ・ フ ァイル 


この ファ イル は 、 本 来 、 独 立 し た ファ イル と し て ディ スク 上 に 保存 き 
れ て いま す が 、 必 要 に 応じ て 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル や 他 の イン クル ー 
ド ・ フ ァイル の 中 に あたかも 書い て あっ た ご と く 読 み 込 まれ る ファ イル 
の こと を いい ます 。 厳密 な 言い 方 を する な ら ば 、 イ ンク ルー ド さ れる フ 
ァイル な の で す 。 保存 形式 は 、 テ キス ト ・ フ ァイル 形式 に な り ま す 。 


ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル 


テキ スト ・ フ ァイル 形式 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン や ワー プロ の ファ イ 
ル を 、 ド キュ メン ト ・ フ ァイル と し て 読み 書き し た り 編 集 で きま す 。 


ライ プラ リー・ ファ イル 


複数 の プロ グラ ム に お いて 、 モ ジュ ー ル を いつ で も 共通 し て 利用 で き 
る よう に 独立 し た ファ イル と し て 管理 し て お く こ と が で きま す 。 こ の フ 
ァイル の こと を 、 ラ イブ ラリ ー(library) と いい 、 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ 
ー と スタ ンド ・ ア ロー ン ・ ラ イブ ラリ ー の 2 種類 の ライ ブラ リー・ フ ァ 
イル が あり ます 。 


プロ シー ジャ : SUB と FUNCTION 


QuickBASIC で は 、 次 の も の を まとめ て プロ シー ジャ (PROCE 
DURE : 手続 き ) と 呼び ます 。 


P SUB 

まとまっ た ステ ー ト メン ト の ブロ ッ ク と し て 書け る 。 プ ログ ラム 中 で 
は 、 プ ログ ラマ ー 自 身 が カス タマ イズ し た ステ ー ト メン ト と し て 使え る 。 
FUNCTION 

まとまっ た ステ ー ト メン ト の ブロ ッ ク と し て 書け る 。 プ ログ ラム 中 で 
は 、 プ ログ ラマ ー 自 身 が カス タマ イズ し た 関数 と し て 使え る 。 


プロ シー ジャ と いう 用 語 の 使い 方 は 、C 言語 や PASCAL ある い は 
Modula-2 に お ける 呼び 方 と 異な り ま す 。 
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プロ シー ジャ の 違い 





PASCAL 


Modula-2 


80 


Quick BASIC 











FUNCTION 
FUNCTION 
FUNCTION 


FUNCTION- 
PROCEDURE 


SUB 
な し 
PROCEDURE 
PROCEDURE 












プロ シー ジャ は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の 中 に 複数 個 書 く こ と が で き 
ます 。 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル に お ける プロ シー ジャ 以外 の ステ ー ト メン 
ト の 部 分 を 「 モ ジュ ー ル ・ レ ベル ・ コ ー ド (module-level code)」 と いい 
ます 。 プロシージャ の 部 分 を 「 プ ロ シ ー ジ ャ ・ レ ベル コー ド (procedure- 
level code)」 と いい ます 。 

プロ シー ジャ は 、 定 義 ヒ し た その モジ ュー ル か ら で も 他 の モジ ュー ル か 
ら で も 自由 に 呼び だ し て 使え ます (「5・6 プロ シー ジャ の 編集 」 を 参 
照 )。 


モジ ュー ル 
モジ ュー ル ・ レ ベル ・ コ ー ド プロ シー ジャ ・ レ ベル ・ コ ー ド 


SUB 
若 9 






















り ・ ノ 


モジ ュー ル ・ フ ァイル の 管理 


モジ ュー ル ・ フ ァイル を 取り 扱う 操作 は 最も 基本 に な り ま す の で 、 最 
初 に 理解 し な けれ ば な り ま せん 。 


新 モ ジュ ー ル の 作成 


Quick BASIC を 起動 する と き に 、/RUN オ プシ ョ ン を 使っ て ファ イ 
ル を 指定 し な いか ぎり 、 新 規 の モジ ュー ル ・ フ ァイル を 作成 する 状態 に 
な っ て いま す 。 こ の と き の モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 名 は 、 ま だ 付い て いま 
せん の で 、<Untitled> に な っ て いま すし 、 メ イン ・ モ ジュ ー ル の 名 前 も 
同様 で す 。 


LTO 
<Untitled> ES) 
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ファ イル を 編集 し た あと で 、 別 の 新しい モジ ュー ル ・ フ ァイル を 作成 
する に は 、 そ の 目的 に 従っ て 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける 次 の ど ち 
ら か の コマ ンド を 実行 し ます 。 


現在 、 メ モリ ー の ある モジ ュ F/ フ ァイル 
ー ル ・ フ ァイル 、 イ ンク ルー 
ド ・ フ ァイル 、 お よび ドキ ュ 
メン ト ・ フ ァイル を クリ ア し 
て 、 新 し い プ ログ ラム の メイ 
ン ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル と 


追加 .…… 


S/ 
し て 作成 する 名 削 を 変え て 保存 
現在 、 メ モリ ー の ある モジ ュ | すべ て 保存 
ー ル ・ フ ァイル 、 イ ンク ルー 


ド ・ フ ァイル 、 お よび ドキ ュ 
メン ト ・ フ ァイル を クリ アレ し 
な いで 、 新 し い サ プ ・ モ ジュ 
ー ル ・ フ ァイル と し て 追加 す 
る 





"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "N/ 新 規 " コ マン ド を 実行 し た と き に 、 
も し それ まで の ファ イル を 編集 し た に も か か わら ず ま だ 保存 し て いな い 
な ら ば 、 警 告 の 意味 で アラ ー ト ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 適 当 な 
コマ ンド を 選ん で 実行 し て くだ さい 。 


アル は まだ 保存 され て いま せん . 保 存 し ます か ? 
コマ ンド 実行 前 に 戻る 


ーー (ESC キ ー で も 同じ ) 
p5R| las 
保存 し て か ら 新 し い モ ジ 保存 し な いで 新しい 


ュー ル ・ フ ァイル を 作 モジ ュー ル ・ フ ァ イ 
する ル を 作成 する 





8e 


?F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "C/ サ ブ ・ フ ァイル 作成 . "コマ ンド 
を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 


倫 サ プ ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 名 の 入力 
但 オ プシ ョ ン ・ ボ ックス に お ける モジ ュー ル ・ フ ァイル の 選択 


を 間違わ ず に 行っ て くだ さい 。 


サ プ ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の 名 前 を 入力 する 


NZz 名 : 


ファ イル を 選ぶ 





第 5 章 @ 統 合 環境 下 で の プロ グラ ム 開 発 一 一 93 


モジ ュー ル の 読み 込み 


すでに ディ スク の 保存 し て ある モジ ュー ル ・ フ ァイル を メモ リー に 読 
み 込 む に は 、 次 の 目的 に 従っ て 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける どちら 
か の コマ ンド を 実行 し ます 。 


現在 、 メ モリ ー の ある モジ ュ 
ー ル ・ フ ァイル 、 イ ンク ルー 
ド ・ フ ァイル 、 お よび ドキ ュ 
メン ト ・ フ ァイル を クリ ア し 
て 、 新 し い プ ログ ラム の メイ 
ン ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル と 
し て 読み 込む 


現在 、 メ モリ ー の ある モジ ュ 
ー ル ・ フ ァイル 、 イ ンク ルー 
ド ・ フ ァイル 、 お よび ドキ ュ 
メン ト ・ フ ァイル を クリ ア し 
な いで 、 新 し い サ プ ・ モ ジュ 
ー ル ・ フ ァイル と し て 読み 込 
む 
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2F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "0/ 読 込 .. "コマ ンド を 実行 する と 、 
ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 


ファ イル 名 を 入力 する (ワイ ルド ・ カ ー ド が 使え る ) 


叶 * の ティ レク 


EDITING.B8S リ に お ける ファ 
ENTER.B8S 


イル と サブ プ ・ デ 
隔 N り IM ィ レ クト リ を 表 


レー スク ロー ル ・ ME 








リス ト ・ ボ ックス 内 で の 表示 は 、"N/ フ ァイル 名 "で の 指定 に ワイ ル 
ド ・ カ ー ド を 使う と 、 


介 それ に 該当 する ファ イル 名 
@ デ ィ レ クト リ ー 一 [  ] の スタ イル で 


但 ア クセ ス 可 能 な ディ スク ・ ド ライ ブ 名 一 一 [- -] の スタ イル で 


の 順に 、 さ ら に 各々 の 中 で アル ファ ベッ ト 順 で 表示 され ます 。 
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ファ イル 名 が 表示 され る 


NZ2 ォ 名: EDITING.BRS 


Ri\0B 衝 ODULES 


CRERTE.B8S 【DATOB8SE] 
【I 人 ILING】 
〔SLES} 
〔--〕 


〔-B-] 

【 で -】 一 ディ スク ・ ド ライ ブ 
親 デ ィ レ クト リ 
デュ 当る え あ より 


URUKOIIOIIIIIIIIIIII HHHUHUUUUD 
1 IIII 








ファ イル の 入力 お よび リス ト ・ ボ ックス 内 の カー ソル の 操作 は 、 次 ペ 
ー ジ の と お り で す 。 
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ファ イル の 入力 お よび リス ト ・ ボ ックス 内 の カー ソル 操作 




















次 の どれ か で 行う 。 カー ソル の ある ファ イル 名 を 
但 フ ァイル 名 を 入力 する 。 た | ダブ ル ・ ク リッ ク す る 。 

だ し 、 次 の よう な 約束 が ある 。 
・ 拡 張子 を 指定 し な いと 自動 
的 に .BAS が 付く (拡張 子 の 
ファ イル を 指定 する に は . を 
最後 に 付け る ) 

・ ワ イル ド ・ カ ー ド (*、? が 
使え る ) 

動 リ スト ・ ボ ックス の カー ソ 
ル の ある ファ イル を 選択 する 
た め に 、" 確 認 " の コマ ンド ・ ボ 
ックス を 実行 する (回 キー)。 
?N/ フ ァイル 名 "の 入力 か ら 
リス ト ・ ボ ックス に 移動 する 
代 紅 。 キー を 押す 。 
次 の どれ か て 行う 。 
し キー を 使 
っ て 移動 する 。 

生 フ ァイル 名 の 先頭 文字 の キ 
ー を 押す 。 同じ 先 頭 文字 の も 
の が 2 つ 以 上 ある と き は 、 順 
番 に 移動 する 。 


ファ イル の 
指定 
































次 の どれ か で 行う 。 

筆 ス クロ ー ル ・ ア ロー を クリ 
ッ ク す る と 1 列 移動 する 。 
スク ロー ル ・ バ パー を クリ ッ 
ク す る と 1 ウィ ンド ウ 移 動 す 
る 。 

動 ス クロ ー ル ・ ボ ックス を ド 
ラッ グ す る と 該当 箇所 に 移動 
する 。 


リス ト ・ ボ ッ 
クス 内 で の ス 
クロ ー ル と カ 
ー ソ ル 移 動 
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次 の どれ か で 行う 。( た と え 

ぱ ば"B ド ライ ブ に 奉 え る "に 

は ) 

筐 ファ イル 名 の 代わ り に 、 

BB : 

と ドラ イブ 名 を 入力 する 。 

筐 リ スト ・ ボ ックス 内 の 
[-B-] 

の 部 分 を 選択 する 。 

炎 の ざれ か で 行う 。 (だ と ど え 

ば "MAILING と いう サブ プ ・ デ 

ィ レ クト リ に 替え る "に は ) 

短 フ ァイル 名 の 代わ り に 、 
mailing 

の よう に ディ レク トリ 名 を 

入力 する 。 

動 リ スト ・ ボ ックス 内 の 
[MAILING] 

の 部 分 を 選択 する 。 








[-B-] の 部 分 を ダブ ル ・ ク リ 
ッ ク す る 。 















[MAILING] の 部 分 を ダ プ 
ル ・ ク リッ ク す る 。 







7F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "0O/ 読 込 . "コマ ンド で 読み 込む モジ 
ュー ル ・ フ ァイル に 関連 する サブ ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル が ある と 、 そ 
れ ら も 同時 に 読み 込ま れ ま す 。 こ の た め に は 、 同 じ 名 前 で 拡張 子 が 
?.MAK" の ファ イル が 存在 し て いな けれ ば な ら な い (次 の 「 モ ジュ ー ル ・ 
ファ イル の 保存 」 を 参照 ) 。 

7F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "0/ 読 込 . "コマ ンド を 実行 し た と き 
に 、 も し それ まで に ファ イル を 編集 し た の に も か か わら ず ま が だ 保存 し て 
いな いな ら ば 、 警告 の 意味 で "N/ 新 規 " コ マン ド の と き と 同 じ ア ラー ト ・ 
ボッ クス が 表示 され ます の で 、 適 当 な コマ ンド を 選ん で 実行 し て くだ さ 


い 。 
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?F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける 'L/ サ プ ブ ・ フ ァイル 常駐 .. "コマ ンド 
を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 


人 読み 込み た い サ プ ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 名 の 指定 
但 オ プシ ョ ン ・ ボ ックス に お ける モジ ュー ル ・ フ ァイル の 選択 


を 間違わ ず に 行っ て くだ さい 。 
>O/ 読 込 ... "コマ ンド に お ける ダイ アロ グ ・ ボ ックス と の 違い は 、 フ ァ 
イル の 種類 の 選択 が 追加 され た だ け で 、 操 作 は 同じ で す 。 


ファ イル 名 を 入力 する (ワイ ルド ・ カ ー ド が 使え る ) 
NM フ > 名 : 


Ai\QBYYODULES 一 ー カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ 名 


形式 : (*) を が ュー ル ( ) 12 の 2 ルド ( ) DI ね 
レーーーーー フ ァイル の 種類 


CRERTE.B8S [ 和 ) その デイ ルク ト 


DELETE.B9S (ACCOUNT リ に お ける ファ 
EDITING.B8S [DATB8SE1 イル と サ プ ・ デ 
ENTER.BNS (fAILING1 レグ トリ を 本 
PRINTING.B8S (SALES】 ? 

SERRCH.B8S 示す る リス ト ・ 
SORTING. は 
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モジ ュー ル の 保存 


すでに メモ リー に ある モジ ュー ル を ディ スク に 保存 する に は 、 そ の 目 
的 に 従っ て 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける 保存 コマ ンド を 実行 し ま 
す 。 


現在 選択 され て いる モジ ュー 
ル だ け を ディ スク に 保存 する 


現在 選択 され て いる モジ ュー 
ル と 同じ 内 容 を 別 の ファ イル 
名 で 保存 する 


変更 し た も ジュ ー ル の すべ て C サ アイ 作成 


を ディ スク に 保存 する レ リ 9 ファ 化 駐 … 
9 フル 骨 放 . . . 


P> 印 刷 .. 


"T/ フ ァイル "メニ ュー に お ける ”"S/ 保 存 " コ マン ド を 実行 し た と き に 、 
まだ ファ イル 名 が つい て いな いと 、 す な わ ち その モジ ュー ル を は じ め て 
ディ スク に 保存 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 こ の と 
き に は 、 





介 保 存する モジ ュー ル ・ フ ァイル の 名 前 
借 保 存 の 形式 


を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 
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モジ ュー ル ・ フ ァイル 名 の 入力 


N フ ァ 名 : 


(*) 0/ 標 準 み 
() 1 人 テスト ファ ル 





保存 の 形式 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よう な 意味 を 持っ て いま す 。 


『 標準 ファ イル 

Quick BASIC 固有 の モジ ュー ル ・ フ ァイル の 形式 で 、 他 の テキ スト ・ 
エディ タ で は 修正 で き な い 。 た だ し 、 デ ィ ス ク か ら の 読み 込み が 比較 的 
速く 行え る 。 


訂 テ キス ト ・ フ ァイル 

ASCII コー ド の テキ スト ・ フ ァイル と し て 保存 する の で 、 他 の テキ ス 
ト ・ エ ディ タ で 修正 や 編集 が で きる 。 

デフ ォ ル ト は 、 標 準 フ ァイル 形式 に な っ て いま す 。 

yF/ フ ァイル "メニ ュー に お ける ”A/ 名 前 を 変え て 保存 .. "コマ ンド を 
実行 する と 、”"S/ 保 存 " コ マン ド で 表示 され る ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表 
示さ れ ま す の で 、 同 じ 操 作 を 行っ て くだ さい 。 こ の コマ ンド は 、 デ ィ ス 
ク 上 の 名 前 を 変更 する も の で は あり ませ ん 。 
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な お 、”A/ 名 前 を 変え て 保存 . "コマ ンド を 実行 する と 、 そ れ ま で アク 
ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 表示 され て いた モジ ュー ル は クリ ア さ れ 、 こ れ に 
代わ っ て その 新しい モジ ュー ル が 表示 され ます 。 

メモ リー に 複数 の モジ ュー ル が ある と き に 、"V/ す べ て 保存 "ソコ マン ド 
を 実行 する と 、 拡 張子 と し て ".MAK” を 持つ メイ ク ・ フ ァイル が ディ スク 
上 に 作成 され ます 。 こ の ファ イル は 、 テ キス ト ・ フ ァイル 形式 に な っ て 
いて 、 1 行 に 1 つの モジ ュー ル ・ フ ァイル の 名 前 が 書き 込ま れ て いま す 。 
最初 の 行 の モジ ュー ル ・ フ ァイル 名 が 、 メ イン ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 
名 に な り ま す 。 


MAIN.MAK ファ イル の 内 容 





メイ ン ・ モ ジュ ー ル ーーーーーーー MAIN.BAS 
サブ ・ モ ジュ ー ル ーーーー ENTER.BAS 





PRINTING.BAS 





な お 、 メ イン ・ モ ジュ ー ル を 他 の モジ ュー ル ・ フ ァイル に 変え た いと 
き は 、"F/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける "M/ メ イン モジ ュー ル の 設定 .. "コマ 
ンド を 実行 し ます 。 そ うし ます と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ま 
す の で 、 リ スト ・ ボ ックス の 中 か ら メ イン ・ モ ジュ ー ル に し た い フ ァ イ 
ル を 選択 し て "確認 "コマ ンド を 実行 し ます 。 


メイ の 0 の" 入 の 選択 : 
TRILING.B8S 





モジ ュー ル の 追加 


メモ リー 上 の ファ イル に 、 デ ィ ス ク の 保存 し て ある モジ ュー ル ・ フ ァ 
イル を 追加 (マー ジ ) する に は 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "M/ 追 
加 .. "コマ ンド を 実行 し ます 。 


IE ディ スク の ファ イル を 読み 込ん で 道 加 す る 
前 を 変え て 保存 .… 
ル す べ て 保存 


C97 フ 作成 .… 
L29 の ファル 肌 
U/9 の ファ ル 脱 


ん 終了 





yF/ フ ァイル "メニ ュー に お ける ”"M/ 追 加 .. "コマ ンド を 実行 する と 、 
ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 
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追加 し た い フ ァイル 名 を 入力 する 


その ディ レク ト 
リ に お ける ファ 
イル と サブ プ ・ デ 
イィ レク トリ を 表 
示す る リス ト ・ 


1 





操作 自体 は 、 フ ァイル の 読み 込み に お ける ダイ アロ グ ・ ボ ックス と 同 


じ で す が 、 デ ィ ス ク 上 の ファ イル は 、 テ キス ト ・ フ ァイル 形式 で 保存 き 
れ て いな けれ ば な り ま せん (「 モ ジュ ー ル の 保存 」 を 参照 ) 。 
そう で な いと 、 


2zfM モ - ト ^ が 不適 当 で す (ERR=54) 
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の アラ ー ト ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 


モジ ュー ル の 解放 


メモ リー 上 の ファ イル を 解放 する (クロ ー ズ ) に は 、"F/ フ ァイル " メ ズ 
ニュ ー に お ける ”U/ サ ブ ・ フ ァイル 解放 . "コマ ンド を 実行 し ます 。 


N 新 規 
0/ 読 込 .… 
追加. . 


S ノ / 
名 前 を 変え て 保存 .… 
すべ て 保存 


メモ リー 上 の ファ イル を 解放 する 


P/ 印 刷 . 


D4S-DO0S コ 人 ^ 





2F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "U/ サ プ ・ フ ァ イ ル 解 放 . "コマ ンド 
を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 
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朋 放 する を び が ュ - ル の 選択 : 


ILING.B8S 
INUOICE.BaS 
ORDER.B8S 
RECIEUE.B8S 
RESPONSE.BAS 
SEND.B8S 


ーーー ニ ーー ニニ ニニ ニー ニーロ 本 





モジ ュー ル の 解放 





マウ ス を 使う 
次 の どれ か で 行う 。 
人生 ス クロ ー ル ・ ア ロー を クリ 
ッ ク す る と 1 列 移動 する 。 
人生 スク ロー ル ・ バ ー を クリ ッ 
ク す る と 1 ウィ ンド ウ 移 動 す 
る 。 

動 スクロール ・ ボ ックス を ド 
ラッ グ す る と 該当 箇所 に 移動 
する 。 
カー ソル の ある ファ イル 名 を 
ダ プ ブル ・ ク リッ ク す る 。 










スク ロー ル と | 次 の どれ か で 行う 。 
カー ソル 移動 | 鼻 | 1 | | | キー を 使っ て カー ソ 
ル を 移動 する 。 

人生 フ ァイル 名 の 先頭 文字 の キ 
ー を 押す 。 同じ 先頭 文字 の も 
の が 2 つ 以 上 ある と き は 、 順 
番 に 移動 する 。 




















ファ イル の 
指定 


リス ト ・ ボ ックス の カー ソル 
の ある ファ イル を 選択 する た 
め に "確認 "の コマ ンド ・ ボ ッ 
クス を 実行 する (回 キー) 
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マル チ ・ モ ジュ ー ル を 構成 し て いた モジ ュー ル ・ フ ァイル を 解放 し た 
あと で 、 メ イン ・ モ ジュ ー ル を 保存 する と 、 そ の .MAK ファ イル の 内 容 
も 変更 され ます 。 


モジ ュー ル の 印刷 
すでに メモ リー に ある モジ ュー ル ・ フ ァイル 、 イ ンク ルー ド ・ フ ァ イ 


ル 、 ド キュ メン ト ・ フ ァイル の 内 容 を 印刷 する に は 、"F/ フ ァイル "メニ 
ュー に お ける ”P/ 印 刷 . "コマ ンド を 実行 し ます 。 


FZ2 ァ イル 


S/ 保 
8/ 名 前 を 変え て 保存 . 
すべ て 保存 


C⑳7 の 作成 抽 
計 の 際 
U9 の ファ 信明 


ーー イト 殺生 | 
内 容 を 印刷 する に は 


DS-DOS コ 3 小 ^ 
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この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の 
で 、 印 刷 し た い 範 囲 を オプ ショ ン ・ ボ ックス か ら 選 び ま す 。 


選択 し た 部 分 を 印刷 する 

アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ 内 の 部 分 を 印刷 する 
カレ ント ・ モ ジュ ー ル 全部 を 印刷 する 
読み 込ま れ て いる ファ イル 全部 を 印刷 する 
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り ・O 


モジ ュー ル ・ フ ァイル の 編集 


スマ ー ト な エディ タ 


Quick BASIC の テキ スト ・ エ ディ タ (以下 、 エ ディ タ と 呼ぶ ) は 、 
使う ユー ザー の こと を よく 考え て 設計 され て いま す 。 通常 エディ タ が 装 
備 す べき 機能 すなわち カー ソル の 移動 、 カ ッ ト ・ ア ンド ・ ペ ー ス ト を 基 
礎 に し た 挿入 ・ 削 除 ・ 複 写 ・ 移 動 、 検 索 ・ 置 き 換 を 、 ア ンド ッ ゥ ッ 、 マ ー カ 
ー、 オ ー ト イン デン ト な ど は 当然 備え て いま す 。 も ちろ ん キー・ ス トロ 
ー ク は 、 WordStar コン パチ ブル に な っ て いま す 。 これ ら に 加え て 、 さ ら 
に 賢く 機能 する よう に 、 次 の よう な 機能 が 付け 加え られ て いま す 。 


『 実行 可能 形式 化 

1 行 入力 する ご と に 内 部 的 に は 実行 可能 形式 コー ド に な っ て いる 。 従 
来 の ライ ン ・ イ ンタ プリ タ 型 の BASIC と は 異な る 。 な お 、 実行 可能 フ 
ァイル の 作成 は 別に 行う 必要 が ある 。 
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ト 構文 の チェ ッ ク 

ステ ー ト メン ト ・ 関 数 ・ 式 な ど を 書き 込み 入力 し た 時 点 で その 構文 に 
照ら し て チェ ッ ク し て くれ る 。 し た が っ て 、 編 集 の 段階 で 、 ス ペル の 誤 
り や 構文 上 の 誤り を チェ ッ ク で きる の で プロ グラ マー た ち に と っ て 、 こ 
の よう な デバ ッ グ は 行わ な く て も 済む よう に な る 。 こ の チェ ッ ク を 行う 
か どう か は 、 い つ で も 変更 で きる 。 


ステ ー ト メン ト の フォ ー マ ッ ト 化 
ステ ー ト メン ト 平 関数 を 書き 込み 入力 し た 時 点 で 、 読 みや すい よう に 
予約 語 ・ リ テラ ル 定 数 ・ 識 別 子 ・ 演 算 子 の 間隔 を 整え て くれ る 。 


『 予約 語 の 大 文字 化 

Quick BASIC で 予約 され て いる ステ ー ト メン ト 名 ・ 関 数 名 ・ オ プシ 
ョ ン な ど は 、 そ の 入力 が アル ファ ベッ ト の 小文字 で あっ て も すべ て 自動 
的 に 大 文字 に し て くれ る 。 


『 識別 子 の 清書 統一 化 
変数 名 な どの 識別 子 は 、 最 後に 入力 し た 書き 方 に 大 文字 小文字 を 統一 
し て くれ る 。 た だ し 、 そ の 名 前 を 一 度 に 変更 で き な い 。 


ブロ ッ ク 別 の 編集 

1 つの ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ 内 で 、 モ ジュ ー ル 内 に お ける ブロ ッ ク 別 に 
編集 で きる 。 

ブロ ッ ク を 構成 する 最小 の 単位 は 、 


介 モ ジュ ー ル ・ レ ベル ・ コ ー ド 

(SUB お よび FUNCTION 以外 の モジ ュー ル 部 分 ) 
便 SUB プロ シー ジャ 

島 FUNCTION プロ シー ジャ 


で ある 。 


テキ スト の 入力 : 挿入 と 上 書き 


次 の どちら か の 操作 を 行う と 、1 行 分 の テキ スト の 入力 が 行わ れ た と 
判断 され 、 構 文 チ ェ ッ ク や 実行 可能 形式 へ の メモ リー 内 で の 変換 が 行わ 
れ ま す 。 

借 回 キー を 押す 
得 カ ー ソ ル を 別 の 行 へ 移動 する 

な お 、 行 の 途中 で 回 キー が 押さ れる と 、 挿 入 モ ー ド で ある か 否 か に 関 
係 な く 、 そ この 位置 か ら 2 つの 行 に 分 割 し て し まい ます 。 行 の 途中 で | 
キー を 押し て も 、 そ の 行 を 分 割 し た く な いと き は 、 


[CTRL| + 回 キー 


と し て くだ さい 。 
テキ スト の 挿入 と 上 書き の モー ド は 、 次 の 操作 で 切り 換え ます 。 


























男 

















@⑱ 挿 入 と 上 書き の モー ド の 切り 換え 






マウ ス を 使う 






切り 換え | 次 の どちら か て 行う 。 
答 [INS | キー を 押す 。 
人 [CTRL| +[V| キー を 押す 。 





挿入 モー ド と 上 書き モー ド の 区 別 は 、 カ ー ソ ル が ブリ ンク し て いる か 
どう か で 判断 で きま す 。 

倫 挿 入 モ ー ド ーー カー ソル が プリ ンク する 

島 上 書き モー ドー 一 カー ソル が ブリ ンク し な い 

な お 、 カ ー ソ ル の ある 行 に 1 行 挿 信 する に は 、 











[CTRL| + |N|] キー 





と し て くだ さい 。 
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字 下 げ (イン デン ト ) 


構造 化し た プロ グラ ム を 書く に は 、 字 下げ し て 見 や すく し た 方 が よい 
の で す が 、Quick BASIC で は 、 自 動 的 に 上 の 行 に 揃え て くれ ます 。 
また 、 選 択 し た 複数 行 を プロ ッ ク 単 位 で 字 下 げ し た り 、 行 頭 へ 戻し た 
り で きま す 。 


⑯ イ ン デ ント の 方 法 
1 レベ ル | 字 下 げ し た い 行 を 選択 し て お い 
て か ら |TAB| キー 

また は |CTRL| + | | を 押す 
行頭 へ 寄せ た い 行 を 選択 し て お | な し 
いて か ら | SHIFT | + | TAB | キ 
ー を 押す 。 











な し 











せる 





な お 、 タ ブ の 間隔 の 設定 は 、"V/ 表 示 「 メ ニュ ー に お ける "O/ オ プシ ョ 
ン .。。" コ マン ド を 実行 し 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス の 中 の 表示 オプ ショ ン 
で 行い ます 。 
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スク ロー ル と カー ソル の 移動 


カー ソル は 、 次 の キー・ ト ッ プ また は WordStar スタ イル の キー を 使 
っ て 移動 で き 朱 宮 。 


カー ソル 移動 の キー 操作 





WordStar スタ イル 


固 陸 wm [CTRL| 
[CTRLH| に ほ キー [CTRL|+|A| キ ー 

[HOME| キー | [CTRL|+|Q|, [S] キ ー 
ICTRLT 回 キー [cTRLI 



























E*- 
ErRu+ に キー |IerRI+ 回 キー 





HELP CTRL | +|Ql, 


[CTRL|+[E| キ 
[cTRL| +IQI|, [E] キ ー 
[cTRL| +IQI|, 人 R] キ ー 
[cTRL| +IQ|, 人 R] キ ー 
 」 |CTRL | +|X| キー 
ウイ ンド ウ 内 [CTRL| +[Q|, IX] キ ー 
モジ ュー ル 内 |[CTRL|+lHELP| キ - |ICTRL|+[Q|, [Cc] キー 
プロ シー ジャ 内 [CTRL|+|Q], [C] キ ー 


+ は 同時 に 押す こと を 、, は 続け て 押す こと を 表わし ます 。 
マウ ス を 使っ て の 移動 は 、 移 動 し た い 箇 所 を クリ ッ ク し ます 。 



















ウイ ンド ウ 内 
モジ ュー ル 内 
プロ シー ジャ 内 
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ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ 内 の スク ロー ル 



























っ 介 。 ke 
アロ ー を クリ ッ ク 
5 する 。 
9 
クス の 上 の スク ロ 
ー ル ・ バ ー を クリ 
ッ ク す る 。 








スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス を 上 ヘドラ ッ 
ググ まる 。 






下 下 の ス クロ ー ル ・ 
アロ ー を クリ ッ ク 
する 。 








スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス の 下 の ス クロ 
ー ル * バー を クリ 
ッ ク す る 。 
スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス を 下 ヘ ドラ ッ 
グ す る 。 

左 の スク ロー ル ・ 
ロー を クリ ッ ク す 
る 。 

スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス の 左 の スク ロ 
ー ル ・ バ ー を クリ 
ッ ク す る 。 

スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス を 左 ヘ ドラ ッ 
グ す る 。 
右 の スク ロー ル ・ 
アロ ー を クリ ッ ク 
する 。 

スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス の 右 の スク ロ 
ー ル ・ バ ー を クリ 
ッ ク す る 。 
スク ロー ル ・ ボ ッ 
クス を 右 ヘ ドラ 
グ す る 。 






















114 


テキ スト の 選択 


テキ スト を 削除 し た り 、 挿 入 し た り 、 複 写し た り 、 あ る い は 移動 する 
に は 、 そ の 対象 と な る 部 分 を 最初 に 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 


⑯ テ キス ト の 選択 










マウ ス を 使う 


選択 し た い 部 分 を 右 ま た は 左 へ 
ドラ ッ グ す る 。 









SHIFT | | キー また は 
SHIFT | + | キー て 選択 し た 
い 部 分 を 選択 する 。 


SHIFT | + + キー 


また は 


SHIFT | + + |- キ ー 
で 選択 し た い 部 分 を 選択 する 。 
















選択 し た い 語 を ダブ ル ・ ク リッ 
ク す る 。 






























1 行 分 選択 し た い 部 分 を 上 また は 下 へ 
SHIFT | 十 |CTRL | + 加 ドラ ッ グ する 。 

行頭 まで 

[SHIFT| + [HoME | 

行末 まで 

[SHiFT|+ [HELP| 


[SHlFT|+ [1 キキ 一 また は 
[SHlFT | + [| キー で 複数 行 選 
択 する 。 
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上 へ 次 の よう に する と 、 任意 の 部 分 





の ある 行 | | SHIFT | | ROLL UP | キー を 選択 で きる 。 
か ら 1 ウ | 下 へ 慎 手 順 1 : 選択 し た い 部 分 の 一 












イン ドウ | [SHiFT | + [ROLL DOwWN| キー 方 の カー ソル を 含 わ 

人 の せる (クリ ッ ク す 
[SHiFT | + [CTRL る )。 
IM 所 手順 2 : 選択 し た い 部 分 の も 
に うー 方 を [SHiFT| 
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キー を 押し な が ら ク リッ ク す る 。 
[SHIFT|+ [CTRL|+ 


[ROLL DOWN| キー 
| SHIFT |+ | CTRL |+ | HELP | 
キー で 選択 す る 。 


クリ ッ プ ポー ド と カッ ト ・ コ ピー・ ア ンド ・ ペ ー ス ト 


Quick BASIC に お いて 、 テ キス ト の 削除 ・ 挿 入 ・ 複 写 ・ 移 動 は 、 ク リ 
ッ プ ボー ド を 使い ます 。 ク リッ プ ボ ー ド と は 、 テ キス ト を 一 時 的 に 記憶 
し て お く 領 域 (バッ ファ ) の こと で す 。 ク リッ プ ボ ー ド を 使う 基本 操作 
は 3 つ あ り ま す 。 


時 クリ ッ プ ボー ド へ の カッ ト 
選択 し た テキ スト を ソー ス ・ テ キス ト か ら ク リッ プ ボ ー ド に 切り と 
る 。 
ソー ス ・ テ キス ト クリ ッ プ ボー ド ソー ス ・ テ キス ト クリ ッ プ ボー ド 


トー 、|・ | 回 還 


カッ ト 前 カッ ト 後 


時 クリ ッ プ ボー ド へ の コピ ー 
選択 し た テキ スト を ソー ス ・ テ キス ト か ら ク リッ プ ボ ー ド に 複写 する 。 
な お 、 ソ ー ス ・ テ キス ト に は 選択 し た テキ スト が 残っ て いる 。 


ソー ス ・ テ キス ト クリ ッ プ ボー ド ソー ス ・ テ キス ト クリ ッ プ ボー ド 


ーー | ・ | 加計 


コピ ビー 前 コピ ー 後 
財 ク リッ プ ボ ー ド か ら の ペー スト 
クリ ッ プ ボー ド に ある テキ スト を ソー ス ・ テ キス ト に 複写 する 。 


ソー ス ・ テ キス ト クリップボード ソー ス ・ テ キス ト クリップ ボー ド 
ベー スト 前 許 結 ペー スト 後 
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テキ スト の 削除 ・ 挿 入 ・ 複 写 ・ 移 動 は 、 実 際 に は これ ら の 基本 操作 の 
どれ か ある い は これ ら を 組み 合わ せ て 行い ます 。 


⑯⑮ テ キス ト と クリ ッ プ ボー ド 






クリ ッ プ ボー ド へ の カッ ト 







クリ ッ プ ボー ド か ら の ペー スト 


クリ ッ プ ボー ド へ の コピ ー お よび クリ ッ プ ボー ド か 
ら の ペー スト 






クリ ッ プ ボー ド へ の カッ ト お よび クリ ッ プ ボー ド か 
ら の ペー スト 





?E/ 編 集 ?" メ ニュ ー に お ける "カッ ドッ タロ ピー タ ャ ペース トウ コマ ンジ シ ド 
は 、 ク リッ プ ボ ー ド に 関す る 操作 で あり 、 そ れ ら を ベー ス に し た テキ ス 
ト に 関す る 操作 と 混同 し な いで くだ さい 。 


クリ ッ プ ボー ド へ の カッ ト 
クリ ッ プ ボー ド へ の コピ ー 
クリ ッ プ ボー ド か ら の ペー スト 


削除 され た テキ スト は 、 ク リ 
ッ プ ボー ド に 記憶 され な いで 


クリ ア さ れる 生 。 
F/ 新 規 FUNCTION.…… 


>Y/ 構 文 到 必 
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削除 | 削除 の 目的 に 従っ て 、 次 の どちら 


⑯ テ キス ト の 削除 (クリ ア ま た は カッ ト ) 


っ < 


か を 行う 。 
削除 し た テキ スト を クリ ッ プ ・ ボ 
ー ド に 保存 し な い (削除 前 の 状態 
に 戻す こと は で き な い ) 

・ 文 字 

[DEL| また は [CTRL| +|G キ ー 
(カー ソル の ある 文字 ) 

[Bs] ま た は [CTRL|+[H キ ー 
(カー ソル の 左 の 文字 ) 

・1 語 [CTRL|+ [| キー 

・ ブ ロッ ク 

1 . 削除 し た い テ キス ト を 選択 。 
2 . ”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
yE/ 削 除 "? コ マン ド を 実行 する 。 








削除 し た テキ スト を クリ ッ プ ・ ボ 
ー ド に 保存 する (削除 前 の 状態 に 
戻す こと が で きる ) 
・1 行 [CTRL| +|Y キ ー 
(カー ソル の ある 行 全部 ) 
[cTRL|+IQ|, [Y ほ - 
(カー ソル 以下 行末 まで ) 
・ ブ ロッ ク 
1 . 削除 し た い テ キス ト を 選択 。 
2 .”E/ 編 集 ?" メ ニュ ー に お ける 
?T/ カ ッ ト " コ マン ド を 実行 
する 。 
また は ショ ー ト カッ ト ・ キ ー の 


[SHIFT| + [DEL| キー を 押す 。 








































1 . 削除 し た い テ キス ト を 選択 。 
2 . "EE/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
E/ 削 除 "コマ ンド の 箇所 を ク 
リッ ク す る 。 








1 . 削除 し た い テ キス ト を 選択 。 

2 . ”E/ 編 集 ? メ ニュ ー に お ける 
?T/ カ ッ ト "” コ マン ド の 箇所 を 
クリ ッ ク す る 。 
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⑤ テ キス ト の 複写 (コピ ー・ ア ンド ・ ペ ー ス ト ) 










複写 | 次 の 手順 で 行う 。 


1 . 複写 し た い テ キス ト を 選択 す 

る 。 

2 . ”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
?C/ コ ピー" コマ ンド を 実行 す 
る 。 ま た は ショ ー ト カッ ト ・ キ 
ー の [CTRL | + [INS] キー を 押 
が 

3 . 複写 先 の 箇所 に カー ソル を 合 
わせ る 。 

4 . ”E/ 編 集 ? メ ニュ ー に お ける 
?P/ ペ ー ス トコ マン ド を 実行 
する 。 ま た は ショ ー ト カッ ト ・ 
キー|[SHiFT|+ [INS] キ ー を 提 

店 

















⑯ テ キス ト の 移動 (カッ ト ・ ア ンド ・ ペ ー ス ト ) 










1e0 


次 の 手順 で 行う 
1 . 移動 し た い テ キス ト を 選択 。 
2 . ”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
?T/ カ ッ ト " コ マン ド を 実行 す 
る 。 ま た は ショ ー ト カッ ト ・ キ 
ー| SHIFT | | DEL | キー を 押 
す 。 

3 . 移動 先 の 箇所 に カー ソル を 合 
わせ る 。 

4 . "E/ 編 集 ?" メ ニュ ー に お ける 
?P/ ペ ー ス ト " コ マン ド を 実行 

する 。 ま た は ショ ー ト カッ ト ・ 

キー|SHIFT | [INS | キー を 押 
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マウ ス を 使う 





1 . 複写 し た い テ キス ト を 選択 。 


2 . ”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
?C/ コ ピー” コマンド の 箇所 を 
クリ ッ ク す る 。 


3 . 複写 先 の 箇所 に カー ソル を 合 
わせ る 。 

4 . ”E/ 編 集 ? メ ニュ ー に お ける 
?C/ ペ ー ス ト " コ マン ド の 箇所 
を クリ ッ ク す る 。 






マウ ス を 使う 





1 . 移動 し た い テ キス ト を 選択 。 
2 . ”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
?T/ カ ッ ト " コ マン ド の 箇所 を 
クリ ッ ク す る 。 


3 . 移動 先 の 箇所 に カー ソル を 合 
わせ る 。 

4 .”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける 
"C/ ペ ー ス ト " コマ ンド の 箇所 
を クリ ッ ク す る 。 


アン ドウ ゥ 


特定 の 行 を 編集 し て いる と き に 、 ア ンド ッ 機 能 を 使っ て 編集 前 の テキ 

スト に 戻す こと が で きま す 。 た だ し 、 回 キー を 押し た り 、 カ ー ソ ル を 別 
の 行 へ 移動 し て し まっ た 場合 は 、 機能 し ませ ん 。 ま た 、 カ ッ ト ・ コ ピー・*・ 
ペー スト に つい て も アン ドッ は 機能 し ませ ん 。 














アン ドッ ウ 機能 










E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける "U/ 
元 に 戻す "コマ ンド の 箇所 を ク 
リッ ク す る 。 





yE/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける "U/ 
元 に 戻す "コマ ンド を 実行 する 。 
まだ は ジョ ー ニ ドカ he キキ 三 の 


+ [BS| キー を 押す 。 







検索 


テキ スト の 中 を 検索 する に は 、"S7/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける 次 の うち ど 
ちら か の コマ ンド を 実行 し ます 。 


ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 使っ て 

検索 条件 を 設定 し 検索 を 行なう 

(ショ ー ト カッ ト ・ キ ー 
CTRL+Q,F) 


ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 使わ な 
いて 直接 に 、 選 択 し た テキ スト に 
一 致す る も の を 検索 を 開始 する 
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次 の と ち 
"S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "F/ 
検索 .." コ マン ド を 実行 する 。 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 


|CTRL | +|Q|, [F| キ ー を 押す 。 








?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける '"F/ 
検索 .…" コマ ンド の 箇所 を ク 
リ ッ ク す る 。 






"S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "F/ 検 索 .…。" コ マン ド を 実行 する と 、 ダ イ 
アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 


検索 し た い 文 字 列 を 入力 する 。 
カー ソル が 位置 し て いる 文字 
が デフ ォ ル ト と し て 表示 され 


5 
F/ 検 索 文字 列 


様 吉 [ ] 大 小文字 区 別 
1272 ィ ウイ ドウ [ ] ルレ 全体 一 致 
9 


全 p 6 
[ 加 ] [ 


条件 を 限定 する た め の チ ェ ッ ク ・ ボ ックス 。 
o 大 小文字 区 別 
検索 範囲 を 設定 する た め チェ ッ ク マ ー ク を 付け る と 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 文字 と 
の オプ ショ ン ・ ボ ックス 。 
の 財 小文字 を 区 別 す る 。 
どれ か 1 つ を 選ぶ 。 o 全体 一 致 
チェ ッ ク マ ー ク を 付け る と 、 語 の 中 の 部 分 と し て 一 致し 
て も 検索 し な い 。 





1ee 


検索 は 、 カ ー ソ ル の ある 行か ら 下 方 向 に 向かっ て 行わ れ 、 見 つか れ ば 
その 部 分 を 反転 し て 表示 し ます 。 
同じ 条件 で きら に 続け て 検索 を 行う に は 、 次 の よう に し ます 。 


@ 次 候補 を 検索 











検索 条件 | 次 の どちら か て 行う 。 
の 設定 ?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "R/ 
次 を 検索 "コマ ンド を 実行 する 。 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 
キー も し く は 

| 上 | キー を 押す 


?6/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける ”"R/ 
次 を 検索 "コマ ンド の 箇所 を ク 
リ ッ ク す る 。 


ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 使っ た 検索 











検索 条件 | 炊 の どちら か で 行う 
の 設定 | "S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "F/ 
検索 .. "コマ ンド を 実行 する 。 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 


[cTRL| +|Q|, [F| キ ー を 押す 。 


ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 使わ な い 検 索 


?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "F/ 
検索 .…" コマ ンド の 箇所 を ク 
リ ッ ク す る 。 









検索 条件 | 次 の 手順 で 行う 
の 設定 と | 1. 条件 と な る テキ スト を 選択 。 1 . 条件 と な る テキ スト を 選択 。 
開始 2 . "S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける | 2 . ”S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける 
S/ 指定 文字 列 検索 ”? コ マン | ”"S/ 指 定 文字 列 検索 "コマ ン 
ド を 実行 する 。 ド の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 


[CTRL| + [\ キ ー を 押す 






第 5 章 @ 統 合 環境 下 で の プロ グラ ム 開 発 一 一 183 


⑤ ラ イン ・ ラ ベル の 検索 






マウ ス を 使う 
?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "L/ 
ラベ ル .. "コマ ンド の 箇所 を ク 
リッ ク す る 。 










検索 条件 
の 設定 


?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "L/ 
ラベ ル ..…" コマ ンド を 実行 。 






この コマ ンド を 実行 する と 、 検 索 文字 列 の 右端 に "・” を つけ て 、 ラ イ 
ン ・ ラ ベル を 検索 し ます 。 


置き 換え 


テキ スト の 置き 換え は 、 次 の 方 法 で 行え を ます 。 
重 選 択 し た テキ スト を キー ボー ド か ら 入 力 し た テキ スト て 置き 換え 
る 
重 選 択 し た テキ スト を クリ ッ プ ボー ド の 内 容 で 置き 換え る 
征 検 索 し な が ら 他 の テキ スト に 置き 換え る 
(置き 換え 前 の 確認 の 有無 を 設定 で きる ) 


キー ボー ド 入 力 で 置き 換え る 





マウ ス を 使う 






置き 換え | 次 の 手順 で 行う 








(キー ボ | 1. 置き 換え の 対象 と な る テキ | 1. 置き 換え の 対象 と な る テキ 
ー ド ) スト を 選択 する 。 スト を 選択 する 。 
2 . 新しい テキ スト を キー ボー | 2 . 左 の よう に する 。 
ド か ら 入 力 す る 。 






反転 され て いた テキ スト が 置 
換 さ れる 。 
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クリップボード の 内 容 で 置き 換え る 
















置き 換え | 次 の 手順 で 行う 


(クリ ッ | 1. 新しい テキ スト を クリ ッ プ | 1 . 新しい テキ スト を クリ ッ プ 


プ ボ ー ド )| ボー ド に カッ ト ま た は コピ ー ポー ニード カット ま た は コピ ビー 
する 。 する 。 
2 . 置き 換え の 対象 と な る テキ | 2. 置き 換え の 対象 と な る テキ 
スト を 選択 する 。 スト を 選択 する 。 


3 . 新しい テキ スト が 記憶 され 
て いる クリ ッ プ ボー ド の 内 容 
で 置き 換え る た め に 、"E/ 編 
集 " メ ニュ ー に お ける "P/ ペ 
ー ス ト " コ マン ド を 実行 する 。 

また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 
の |SHIFT | + [INS | キー を 押 

す 。 


3 .”E/ 編 集 " メ ニュ ー に お ける " 
C/ ペ ー ス ト " コ マン ド の 箇所 
を クリ ッ ク す る 。 


検索 し な が ら 置 き 換え る (サー チ ・ ア ンド ・ リ プレ イス ) 








検索 条件 | 次 の どちら か で 行う 
の 設定 | "S/ 検 索 ' メ ニュ ー に お ける "C/ 
置換 ..…" コマ ンド を 実行 する 。 
また は 、 ショ ニー トド カット キー 


の [CTRLT[QI|,[AI キ ー を 押す 。 


5/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "C/ 
置換 ..…" コマ ンド の 箇所 を ク 
リッ ク す る 。 
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?S/ 検 索 " メ ニュ ー に お ける "C/ 置 換 .. "コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イ 
アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます 。 


新しい テキ スト を 入力 する 置き 換え た い 文 字 列 を 入力 する 


F/ 冒 換 前 
「 財 損 後 


置換 
1 ケイ ウィル トウ 
2/ ル 小 ウ ィ ト ^ ウ 
92 氏 


( ) 
G) 
(人 


い 朋 次 確認 





置換 前 の テキ スト 置き 換え る か どう 示 伯 を 隊 定 する た め の コ 

が 見 つか る と その か の 確認 が 不要 の チェ ッ ク ・ ポ ボッ クス 。 

つど 確認 が 必要 な と き に 選ぶ ・ 大 小文字 区 別 

と き に 選ぶ チェ ッ ク マ ー ク を 付け る と 、 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 と 
小文字 を 区 別 する 。 

ーー 置換 範囲 を 設定 する ・ 全 体 一 致 

た め の オ プシ ョ ン ・ チェ ッ ク マ ー ク を 付け る と 、 

ポッ クス 。 語 の 中 の 部 分 と し て 一 致し 

どれ か 1 つ を 選ぶ 。 て も 置換 えな い 。 
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"V/ 家 次 確認 /: の コマ ンド ・ ボ ックス を 実行 し た 場合 、 該 当 す る テ チキ ス 
ト が 見 つか る と 、 置 き 換 え を する か どう か の 確認 の た め の ダ イア ログ ・ 
ボッ クス が 表示 され ます の で 、 ど れ か を 選ん で 実行 し て くだ さい 。 





置き 換え て 置き 換え な いで 置き 換え な いで 
次 を 探す 次 を 探す 中 止 する 





ジャ ンプ 


テキ スト の 中 に 目 で は 見 え を ない マー カー を 設定 し て お いて 、 そ こ ヘ へ ジ 
ャ ンプ する こと が で きま す 。 そ の マー カー の こと を プレ ー ス ・ マ ー カ ー 
と いい 、 0 、 1 、2 、3 の 4 つの 番号 が 使え ます 。 


⑯ マ ー カ ー の 設定 と ジャ ンプ 









次 の 手順 で 行う 






次 の 手順 で 行う 
1 . 設定 し た い 箇 所 へ カー ソル | 1 . 設定 し た い 箇 所 へ カー ソル 
を 移動 する 。 を 移動 する 。 

2 . [CTRL| +|K|, In キー で 設 | 2 . 左 の キー 操作 を 行う 。 
定 する 。 

ni ま 0KMksa253I の どれ か 
な けれ ば な ら な い 。 


+|Q|,[n| キ ー で 移動 。 
n は ジャ ンプ 先 の 番号 。 
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り ・4 


プロ グラ ム の 実行 


プロ グラ ム は 、 い つ で も 簡単 に 実行 で きま す 。 ま た 、 実 行 中 の 中 断ち も 
で きま すし 、 そ こ か ら 続 行 す る こと も で きま す 。 


@ 実 行 と 中 断 






次 の どちら か で 行う 
*R/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける "S/ ス 
ター ト " コ マン ド を 実行 

また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 


[SHIFT| + [f・5] キー を 押す 。 


|STOP| キー を 押す 。 
続行 | 次 の どちら か て 行う 
?R/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける ”"N/ 続 
行 " コ マン ド を 実行 する 。 

また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 
|f・5| キー を 押す 。 





R/ 実 行 "メニ ュー に お ける "S/ ス 
ター トコ マン ド の 箇所 を クリ ッ 
ク す る 。 





















R/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける ”"N/ 続 
行 ? コ マン ド の 箇所 を クリ ッ ク 
する 。 
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プロ グラ ム を 実行 し 終わ る と 、 

何 か キ ー を 押し て くだ さい 
と 表示 され ます の で 、 ど れ か 適当 な キー (た と えば 、 ス ペー ス ・ キ ー な 
ど ) を 押し て くだ さい 。 そ うす る と 、 プ ログ ラム の ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ 


が 表示 され ます 。 
また 、 プ ログ ラム を 中 断 し た と き は 、 そ の と き の ス テー トメ ント が 反 


転 表示 され ます 。 
な お 、 プ ログ ラム を 実行 し た と き の 最 後 の 画面 は 、 い つ で も 見 る こと 


が で きま す 。 


@ 実 行 画面 の 表示 






マウ ス を 使う 





次 の どちら か で 行う 
?V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "U/ 実 
行 画面 "” コ マン ド を 実行 。 

また は 、 シ ョ ー ド カッ ト ・ キ ー 


|f・4| キー を 押す 。 


?V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "U/ 実 
行 画面 "コマ ンド の 箇所 を クリ ッ 
ク す る 。 







も し 実行 し た い プ ログ ラム の 起動 時 に 引数 を 渡す よう に な っ て いる と 
き は 、 そ の 引数 を 実行 前 に 設定 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 こ の 引数 
の 設定 は 、 次 の どちら か の 方 法 で 行え ます 。 

島 Quick BASIC の 起動 時 の /CMD オプ ショ ン て で 設定 する 
(「4・1 Quick BASIC の 起動 」 を 参照 ) 
介 "R/ 実 行 "メニ ュー に お ける ”C/COMMAND$ 入 力 .. "コマ ンド で 
設定 する 
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?C/COMMAND$ 入 力 .. "コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ッ 
クス が 表示 され ます の で 、 設 定 し た い 引数 を 入力 し て くだ さい 。 


COWAND$ 文字 列 の 設定 : 


に リリ 





設定 され て いる 引数 は 、 関 数 COMMAND$ で 取り 込み ます 。 

また 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の うち 、 メ イン ・ モ ジュ ー ル に な る も の 
を 変更 する に は 、"R/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける "M/ メ イン ・ モ ジュ ー ル の 
設定 "コマ ンド を 使っ て 行い ます 。 
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り * ひ 


ダイ レク ト ・ モ ー ド の 使用 


Quick BASIC に は 、 ダ イレ クト ・ モ ー ド と いう 名 の ウィ ンド ツウ が 用 意 
され て いま す 。 こ の ウィ ンド ウ に 入力 し た ステ ー ト メン ト は 、 開 発 中 の 
プロ グラ ム に だ 関係 な く 、 す ぐに 実行 で きま す 。 こ の モー ド は 、 次 の よう 
な と き に 使い ます 。 

但 ス テー トメ ント の 機能 を 確認 し た いと き 
島 関 数 の 機能 を 確認 し た いと き 
島 プ ロ シ ー ジ ャ の 内 容 を 確認 し た いと き 


ダイ レク ト ・ モ ー ド ・ ウ ィ ン ド ウ に は 、 次 の よう な 制約 が あり ます 。 
介 最 大 10 行 ま で 書け る 
介 1 行 に は 、255 文字 まで 書け る 
介 実行 はい 、 リ ター ン ・ キ ー を 押し た と き の 1 回 だ け で ある 
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り っ ・0 


プロ シー ジャ の 編集 
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Quick BASIC で は 、SUB と FUNCTION の こと を プロ シー ジャ 
(「5・1 ファ イル の 種類 」 を 参照 ) と いい ます 。 

プロ シー ジャ は 、 1 つの ファ イル と し て 保存 され る の で は な く 、 特 定 
の モジ ュー ル ・ フ ァイル に 含ま れ て 保存 きれ ます が 、 画 面 上 で は 、 独 立 
し た ブロ ッ ク と し て 扱わ れ ま す 。 つ まり 、 別 々 の ウィ ンド ウ を 使っ て 編 
集 す る こと が で きる の で 構造 化 プ ログ ラミ ング 上 、 た い へ ん 扱い や すい 
わけ で す 。 


追加 


プロ シー ジャ を モジ ュー ル に 追加 する に は 、 2 つの 方 法 が あり ます 。 
香 メ ニュ ー の 中 の コマ ンド を 使っ て 追加 する 
筐 メニ ュー を 使わ ず に キー ボー ド か ら 追 加 す る 


メニ ュー の 中 の コマ ンド を 使っ て SUB を 追加 する に は 、"〒/ 編 集 " メ 
ニュ ー の ”"S/ 新 規 SUB.…" コ マン ド を 、 ま た FUNCTION を 追加 する に 
は 、" 下 / 編 集 ? メ ニュ ー の "F/ 新 規 FUNCTION.…" コ マン ド を 実行 し ま 
す 。 


元 に 戻す GRPHBS 
1 か 小 SHIFT+DEL 
(0 5 CTRL+INS 
W SHIFT+INS 


DEL 


SUB を 新しく 追加 する 
FUNCTION を 追加 する 





これ ら の コマ ンド を 実行 し ます と 、 そ の 名 前 を 入力 する た め の ダ イア 
ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、40 文 字 以 内 で 付け た い 名 前 を 入力 
し て くだ さい 。 





新しい SUB また は FUNCTION の 名 前 を 入力 し 終わ る と 、 そ の プロ 

シー ジャ の ビュ ー・ ウ ィ ン ド ウ が アク ティ ブ に な り 、 そ の ステ ー ト メン 
ト が 書き 込ま れ ま す 。 あ と は 、 引 数 や その プロ シー ジャ を 実現 する ステ 
ー ト メン ト を 書き 加え て くだ さい 。 
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らら UB ⑯FUNOTION 





SUB YesNo FUNCTION YesNo 
END SUB END FUNCTION 








メニ ュー を 使わ な く て も 新しい SUB また は FUNCTION を 追加 で 
きま す 。 こ れ は 、 キ ー ボ ー ド か ら SUB また は FUNCTION の ステ ー ト 
メン ト に 続け て その 名 前 を 入力 する だ け で 可能 で す 。 


SUB FUNOTION 


| su YesNo | |FUNoToN YesNo 能 


あと は 、 や は り 引 数 や その プロ シー ジャ を 実現 する ステ ー ト メン ト を 
書き 加え て くだ さい 。 
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名 前 一 覧 表示 


モジ ュー ル ・ フ ァイル の 中 の プロ シー ジャ の 名 前 を 一 覧 表示 する に 
は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "S/SUB 一 覧 .. "コマ ンド を 実行 し ます 。 


表示 


し 光り 2 


実行 画 


1 ノウ 2 ルー ド "ファ 編集 
レイ クル ー ド ファ 表示 


0/4 ゲ ショ ッ 」 . , 



















Eee 0 
?V/ 表 示 「 メ ニュ ー に お ける "S/ | "V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "S/ 
SUB 一 覧 .. "コマ ンド を 実行 | SUB 一 覧 .. "コマ ンド の 箇所 
する 。 を クリ ッ ク す る 。 

また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 
[f・2| キー を 押す 。 
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表示 
プロ シー ジャ の 内 容 を みる た め に 、 そ の プロ シー ジャ の ウィ ンド ウ に 


切り 替え を る に は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "EE/ 次 の SUB" ま た は ”S/SUB 一 
覧 .." コマ ンド を 実行 し ます 。 


表示 


リス ト ・ ポ ックス か ら 選 ペーー ト 255 四 還 還 2 
EZ 次 の SUB_ SHIFT+f・2. 


1 つ ず つ 表 示し て 選ぶ 
NM レ 次 の 7- ト ルト 
実行 画 面 f・4 


1 レイク ルト" ファ 編集 
レイ クー ドア 表示 


(02 月 





政 / 次 の SUB" コ マン ド を 実行 する と 、 ア クティ ブ な モジ ュー ル ・ フ ァ 
イル に 含ま れ て いる プロ シー ジャ が アル ファ ベッ ト 順 に 表示 きれ ます 。 


プロ シー ジャ の アル ファ ベッ ト 順 表示 

操作 マウ ス を 使う 
順次 表示 | "V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける ”"E/ | "V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける ”"E/ 
次 の SUB" コマ ンド を 実行 す | 次 の SUB" コ マン ド の 箇所 を ク 
る 。 リッ ク す る 。 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー 


[SHIFT| + [f・2| キー を 押す 。 





[CTRL| + [2| キー で 反対 の 順 


に 表示 する 。 
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また 、”S/SUB 一 覧 .. 、" コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ッ ク 
ス が 表示 され ます の で 、 リ スト ・ ボ ックス の 中 か ら 表 示し た い プ ロ シ ー 
ジャ を 選べ ます 。 特 に 、 た くさ ん の プロ シー ジャ の 中 か ら 選 ぶ の に 便利 
Ak 


CZ が 3 選 択 : 


IAILING.B8S Utility 
DrawBox INJOICE.BAS 
DrawCals KeepFind 
DrafRec S/ 分 割 ? ト 9 


HandleBuffer 
HandleLabel 
HideMindow 
PointRec 
RecDel 





kiHHHDHUIHH HORHDU 
HandleBuffer:=FUNCTI 





リス ト ・ ボ ックス の カー ソル が 反転 表示 

し て いる も の に つい て 補足 表示 する 。 
モジ ュー ル 名 
プロ シー ジャ の タイ プ (FUNCTION/SUB) 
プロ シー ジャ 名 
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削除 


モジ ュー ル ・ フ ァイル の 中 の プロ シー ジャ を 削除 する に は 、”V/ 表 示 ” 
メニ ュー の "S/SUB 一 覧 . "コマ ンド を 実行 し 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス 
の 中 の "D/ 削 除 " コ マン ド を 実行 し ます 。 そ うす る と 続い て 、 確認 の ダイ 
アロ グ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 適 当 な コマ ンド を 選ん で 実行 し 
て くだ さい 。 


9 アロ の 入 を 削除 し ます . よ ろ し いで すか ? 
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ここ で の 削除 は 、 ま だ メモ リー 上 で 行わ れん た だ け で す の で 、 最 後に フ 
ァイル を 保存 する の は 忘れ な いで くだ さい 。 ま た 、 も し 誤っ て 削除 し て 
し まっ た と き は 、 フ ァイル を 保存 する 前 で し た ら 、 削 除 前 の ファ イル を 
読み 込め ば 大 丈夫 で す 。 


移動 


ある モジ ュー ル ・ フ ァイル の 中 の プロ シー ジャ を 他 の モジ ュー ル ・ フ 
ァイル へ 移動 する に は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "S/SUB 一 覧 .. "コマ ンド 
を 実行 し レ 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス の 中 の "MI/ 移 動 " コ マン ド を 実行 し ま 
す 。 そ うす る と 続い て 、 移 動 先 を 選ぶ た め の リ スト ・ ボ ッ クス が 表示 さ 
れ ま す の で 、 を その 移動 先 の ファ イル を 選ん で 実行 し て くだ さい 。 





印刷 


プロ シー ジャ の 内 容 を 印刷 する に は 、 そ の プロ シー ジャ を ビュ ー ウ ィ 
ンド ウ に 表示 し て お いて か ら 、"F/ フ ァイル "メニ ュー に お ける ”P/ 印 
刷 .." コ マン ド を 実行 し 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス の な か の オプ ショ ン ・ 
ボッ クス か ら ”" ア クティ ブウ ィ ン ド ウ " を 選び ます 。 





第 5 章 @ 統 合 環境 下 で の プロ グラ ム 開 発 一 一 139 


り ・7 


イン クル ー ド ・ フ ァイル の 
管理 と 編集 


作成 


イン クル ー ド ・ フ ァイル を 新しく 作成 する に は 、"F/ フ ァイル "メニ ュ 
ー に お ける "C/ サ プ ・ フ ァイル 作成 .. "コマ ンド を 実行 し ます 。 
この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の 
で 、 
筐 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 名 の 入力 
位 オ プシ ョ ン ・ ボ ックス に お ける イン クル ー ド ・ フ ァイル の 選択 
を 間違わ ず に 行っ て くだ さい 。 
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イン クル ー ド ・ フ ァイル の 名 前 を 入力 する 


NZ 名 : 


ン 
ノ 


() ュー ル 
(9 レイ 2 ルト 
( ) D ね ト 


イン クル ー ド ・ フ ァイル を 選ぶ 





な お 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の 側 で 、 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル を 指定 
する に は 、 次 の よう に メタ コマ ンド ”$INCLUDE” を 使っ て 行い ます 。 


ヽ 


: $INCLUDE : "DOS_CALL.BP 
| L____ イン クル ー ド し た い フ ァイル 
イン クル ー ド する た め の 命 令 
ーーーーーーーーーーーーーーーー メ タコ マン ド は 、 注 釈 文 の 中 に 書く 


この よう に する と 、 プ ログ ラム を 実行 する と き に イン クル ー ド され ま 
す 。 








(モジ ュー ル ・ フ ァイル ) 


(イン クル ー ド ・ フ ァイル 
DOSCALL.BI〉 


INOLUDE: 'DOSCALL_BT 
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表示 


イン クル ー ド ・ フ ァイル は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル か ら 独 立 し た 別 の 
ファ イル に な っ て いま す が 、 イ ンク ルー ド し て いる モジ ュー ル ・ フ ァ イ 
ル の ウィ ンド ウ 中 に その イン クル ー ド ・ フ ァイル を 表示 で きま す 。 こ れ 
に は 、"V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "上 L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表示 "コマ 
ンド を 実行 し ます 。 

この コマ ンド を 実行 する と 、 そ の イン クル ー ド ・ フ ァイル の 内 容 は 、 
反転 表示 され 、 そ の 間 は メニ ュー・ コ マン ド の 左 に 「>」 マ ー ク が 表示 
され て いま す 。 


SSUB 一 覧 . . … f・2 
EZ 次 の SUB SHIFT+f・2 
P/ 画 面 分 害 


N レ 次 の 7 トト 


ル 実 行 画面 


0/ ノ 4 ジョ ッ . . … 





この コマ ンド は 、 イ ンク ルー ド ・ フ ァイル を サブ ・ フ ァイル と し て メ 
モリ ー に 常駐 し て ある か どう か に 関係 な く 実 行 で きま す 。 
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イン クル ー ド ・ フ ァイル の 内 容 を 編集 する に は 、 次 の コマ ンド の い ず 
れ か を 使っ て も 行え ます 。 


PF/ フ ァイル "メニ ュー に お ける "L/ サ プ ・ フ ァイル 常駐 .. "コマ ンド 
を 実行 し て 編集 する 方 法 
この 方 法 に よる と き は 、 フ ァイル の 形式 を "イン クル ー ド ” に する こと 
を 忘れ な いで くだ さい (「5・2 モジ ュー ル の 読み 込み 」 を 参照 )。 


 "V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "1 / イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 編集 "コマ ンド 
を 実行 し て 編集 する 方 法 


















マウ ス を 使う 。 

1 . 編集 し た い イ ンク ルー ド ・ フ | 1 . 編集 し た い イ ンク ルー ド ・ フ 

ァイル を 指定 し て いる メタ コマ | ァイル を 指定 し て いる メタ コマ 

ンド の 行 に カー ソル を 移動 する 。。 ンド の 行 を クリ ッ ク し て カー ソ 
(この よう に し な いと 次 の メニ ュ | ル を 移動 する 。 


ー・ コ マン ド が 選択 で き な い ) 
2 . ”E/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "|/ 
イン クル ー ド ・ フ ァイル 編集 " コ 
マン ド を 実行 する 。 
3. その イン クル ー ド ・ フ ァイル 
の ウィ ンド ウ に な る の で 編集 。 


(この よう に し な いと 次 の メニ ュ 
ー・ コ マン ド が 選択 で き な い ) 

2 . "E/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける |/ 
イン クル ー ド ・ フ ァイル 編集 " コ 
マン ド を クリ ッ ク す る 。 

3 . 左 と 同じ 。 
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 "V/ 表 示 " メ ニュ ー に お ける "L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表示 "コマ ンド 
を 実行 し て 編集 する 方 法 





1 . ”E/ 表 示 "「 メ ニュ ー に お ける 
?L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表 
示 " コ マン ド を 実行 する 。 

2 . 反転 表示 され て いる イン クル 
ー ド ・ フ ァイル の 内 容 の 任意 の 
箇所 に カー ソル を 移動 し 、 回 キ 
ー を 押す 。 

3 . 下 掲 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス 
が 表示 され る の て "確認 "コマ ン 
ド を 実行 する 。 

4 その イン クル ー ド ・ フ ァイル 
の ウィ ンド ウ に な る の て 編集 す 

る 。 








































マウ ス を 使う 

1 . ”E/ 表 示 '「 メ ニュ ー に お ける 
?L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表 
示 " コ マン ド を クリ ッ ク す る 。 

2 . 反転 表示 され て いる イン クル 
ー ド ・ フ ァイル の 内 容 の 任意 の 
箇所 を クリ ッ ク し て カー ソル を 
移動 、 避 キー を 押す 。 

3 . 下 掲 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス 
が 表示 され る の で "確認 "コマ ン 
ド を クリ ッ ク す る 。 

4 . 左 と 同じ 。 

















ヤー ドイル 表示 が 選択 され て いま す 


2- ド カイル を 編 


し ます か ? 





結果 と し て 、 そ の イン クル ー ド ・ フ ァイル は 、 メ モリ ー に 常駐 し ます 。 


印刷 


イン クル ー ド ・ フ ァイル の 内 容 を 印刷 する に は 、 そ の イン クル ー ド ・ 
ファ イル を ビュ ー ウ ィ ン ド ウ に 表示 し て お いて か ら 、"F/ フ ァイル "メニ 
ュー に お ける "P/ 印 刷 .…" コ マン ド を 実行 し 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス の な 
か の オプ ショ ン ・ ボ ックス か ら " ア クティ プ ウ ィ ン ド ウ " を 選び ます 。 


印刷 
S/ 指 定 軒 囲 
MMZ2 テ イブ ウイ ドウ 
レル ッ ト モ ュー ル 
全体 


( ) 
( ) 
$⑭) 
( ) 
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り ・O 〇 


ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル の 
管理 と 編集 
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ドキ ュ メ ント ・ フ ァイル の 管理 と 編集 と し て は 、 テ キス ト 形 式 の ファ 
イル で ある な ら ば 、 
借 作成 
人 読込 
借 削 除 
島 印 刷 
便 表 示 
借 編 集 
な ど が 行え ます 。 
操作 方 法 は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル に 対す る の と ほとん ど 同 じ で す の 
で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 た だ し 、 フ ァイル 形式 を "ドキ ュ メ ント ”" 
に する こと を 忘れ な いで くだ さい 。 


[第 6 草 
統合 環境 下 で の 
ライ ブラ リー の 管理 


2 キッ 4 ひ の ア 4 ョ レル レア ペ ( キ 1 

モジ ュー ル を いつ で も 共通 し て 利用 で きる よう に 
独立 し た ファ イル と し て 管理 し て お く こ と が で きま す 

この ファ イル の こと を 、 ラ イブ ラリ ー(Iibrary) と いい ます . 











0・1 


ライ ブラ リー の 種類 
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Quick BASIC で 使用 で きる ライ ブラ リー に は 、 次 の 2 つの タイ プ が あ 
り ま す 。 


pp クイック ・ ラ イブ ラリ ー 
この ライ ブラ リー は 、 統 合 環境 下 で 使用 する た め に あり ます 。 
デフ ォ ル ト の 拡張 子 は 、".QLB" で す 。 


スタ ンド アロ ー ン ・ ラ イプ ブ ラリー 

この ライ ブラ リー は 、 コ ン パ イル し た 実行 可能 ファ イル を 作成 する と 
き に 使用 する た め に あり ます 。 実行 可能 ファ イル を 作ら な いな ら ば 、 こ 
の ライ ブラ リー は 要り ませ ん 。 

デフ ォ ル ト 拡 張子 は 、".LIB" で す 。 


この 章 で は 、 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー の 管理 の 仕方 に つい て 解説 し ま 
す 。 ス タン ドア ロー ン ・ ラ イブ ラリ ー に つい て は 、「 9・5 ライ ブラ リ 
ー」 を 参照 し て くだ さい 。 


0・2 


クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー 


作成 
クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー は 、 統 合 環境 下 で 使用 する た め に あり ます が 、 
その 作成 は 、 
全 統合 環境 


免 コ マン ド ・ ラ イン 
の どちら で も 可能 で す 。 こ こ で は 、 統 合 環境 下 で の 作成 の 仕方 に つい て 
述べ ます 。 コ マン ド ・ ラ イン で の 作成 に つい て は 、「 9・5 ライ ブラ リ 
ー」 を 参照 し て くだ さい 。 

クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル か ら 作 成 し ま す が 、 

ソー ス ・ フ ァイル の 集まり で は な く 、 コ ン パ イル し た コー ド の 集まり で 
す の で 、 た と え ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 統合 環境 下 で 作成 する の で あ 
っ て も 、 以 下 の フ ァイル が 必要 で す 。 

穫 BC.EXE コマ ンド ・ ラ イン BASIC コン パイ ラ 

委 LINK.EXE オー バー レイ ・ リ ンカ 

企 BQLB42.LIB クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー 用 ライ ブラ リー 

借 LIB.EXE ライ ブラ リア ン (ライ ブラ リ ・ マ ネジ ャ ) 
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さら に 、 環 境 変数 LIB に 、"BQLB42 .LIB" が 入っ て いる ディ レク トリ 
へ の パス を 設定 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、 デ ィ レ クト 
リ A : \QB ぎ LIB の 中 に 入っ て いる な ら ば 、 


A>SET LTB=A:\QB\LTB 回 





と 設定 し ます 。QuickBASIC に お ける 環境 変数 の 設定 の 仕方 に つい て 
は 、「3・5 MS-DOS 環境 変数 の 設定 」 を 参照 し て くだ さい 。 


クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー に 含め られ る モジ ュー ル は 、 オ ー プ ン し て あ 
る も の すべ て で す 。 そ し て 、 そ の モジ ュー ル か ら ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ 
ー を 作成 する に は 、"R/ 実 行 "メニ ュー の "L/ ラ イブ ラリ 作成 ..。" コ マン 
ド を 実行 し ます 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 、 次 の ダイ アロ グ ・ ボ ッ ク 
ス が 表示 され ます 。 


作成 し た い ク イッ ク ・ ラ イプ ラリ ー の 名 前 を 入力 する 
NZGUick う 7^07 ヵ 名: 


eK クイ ッ ク ・ ラ イブ プラ リー を 作成 し た ら 


QuickBASIC を 終え る 


hg? 
2 4 8 CX 


チエ ウッ グ マー ー プ も 付け る と デバッグ ・ コー ド が ライ ブラ リー に 含ま れる 





?yM/ ラ イブ ラリ 作成 "コマ ンド また は ”"E/ ラ イブ ラリ 作成 後 終了 ? コ マ 
ンド を 実行 し ます と 、 あ と は 、 自 動 的 に クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー が 作成 
され ます 。 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー の 作成 過程 を 図示 す と 、 次 の よう 
に な っ て いま す 。 
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モジ ュー ル ・ オブ ジェ クト ・ クイ ッ ク ・ 
ファ イル ファ イル ライ ブラ リー 


.QLB 






QLIB4E. 
LIB 


な お 、 ク イッ ク ・ ラ イブ ラ リー を 作成 する と 同時 に 、 同 名 (拡張 子 
は .LIB に な る ) の スタ ンド アロ ー ン ・ ライ ブラ リー も 作成 され ます 。 

また 、 他 の 言語 で 開発 し た モジ ュー ル を クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー や ス 
タン ドア ロー ン ・ ラ イブ ラリ ー に 取り 込む に は 、 コマ シド ュ ラ ティ イジ モ ド で 
ライ ブラ リー を 管理 し な けれ ば な り ませ ん 。 こ れ に つい て は 、「9・5 ラ 
パオ プラ リー ョ の 箇所 を 参照 し て くだ さい 。 


内 容 の 表示 


クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル に どの よう な プロ シー ジャ が 含ま 
れ て いる か を 確認 する コマ ンド は あり ませ ん が 、 サ ンプ ル ・ プ ログ ラム 
の 中 に 


QLBDUMP.BAS 


が 用 意 き れ て いま す の で 、 こ れ を 実行 する こと に より 、 含ま れ て いる プ 
ロ シ ー ジ ャ 名 を 表示 で き ます っ 
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この プロ グラ ム を サン プル ・ デ ィ ス ク か ら 読 み 込ん で 実行 させ る と 、 
確認 表示 し た い ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー の ファ イル 名 を 入力 する た め の 
プロ ンプ ト が 表示 され ます の で 、 その ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 


Qiuck ラ イブ ラリ 名 を 入力 し て くだ さい : Yqb\1ib\qb.q1b 回 
_brkct1 

_eXeCcVe 

_exit 

_ma1in 


ABSOLUTE 
INTERRUPTX 
INT86OLD 
INT86XOLD 
INTERRUPT 





作成 し て ある クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 使用 する に は 、Quick BASIC 
を 起動 する と き に 、/L オ プシ ョ ン を 使っ て ロー ド し な けれ ば な り ま せん 。 
た と えば 、"DosCall.QLB”" と いう 名 前 の クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を ロー 
ド し た いと き は 、 


A>QB /LDOSCALL 





の よう に 起動 し ます 。 

拡張 子 を 省略 する と ".QLB" を 指定 し た の と 同じ こ な り 、 また 単に 、/L 
オプ ショ ン の あと に ファ イル 名 を 指定 し な いと 、"QB.QLB" が ロー ド さ 
れ ま す 。 そ の 他 の 起動 時 の オプ ショ ン に つい て は 、「4・1 Quick 
BASIC の 起動 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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スタ ンド アロ ー ン ・ ラ イブ ラリ ー 


Quick BASIC の モジ ュー ル ・ フ ァイル か ら 実 行 可 能 フ ァイル の プロ 
グラ ム を 作成 する 場合 、 も し ライ ブラ リー を 必要 と する と き は 、 そ の ラ 
イブ ラリ ー は 、 ス タン ドア ロー ン ・ ラ イブ ラリ ー の 方 で な けれ ば な り ま 
せん 。 し か し 、 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 統合 環境 下 で 作成 する と 、 同 
時 に 、 同 名 (拡張 子 は .LIB に な る ) の スタ ンド アロ ー ン ・ ラ イブ ラリ 
ー も 作成 され ます の で 、 特 に 難し く 考 える 必要 は あり ませ ん 。 

コマ ンド ・ ラ イン で ライ ブラ リー の 管理 を 行う と 、 よ り 細 か な こと が 
で きま す 。 こ れ に つい て は 、「 9・5 ライ プラ リー」 を 参照 し て くだ さ 


い 。 
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| 第 7 草 | 
統合 環境 下 で の 
実行 可能 ファ イレ の 作成 








(etes7tS1【0Y の アル ョ レル レア に 1 

@ 統 合 環境 下 

[ こ に クス ルン と ルク 

の どちら に お いて も 実行 可能 で す 

に に スク ジレ と プン と 上 問 に だ ア 4 ョ レル レア 

実行 可能 ファ イル と いい ます 。 そ の 拡張 子 は "EXE "で す 

実行 可能 ファ イル に な っ て いる と 、 
QuickBASIC の 統合 環境 が 無く て も その プロ グラ ム は 実行 で きま ま 








/・1 


実行 可能 ファ イル の 種類 


Quick BASIC で 作成 で きる 実行 可能 ファ イル と し て 、 次 の 2 つの タイ 
プ が あり ます 。 


ラン タイ ム 型 (ラン タイ ム 分 離 型 EXE ファ イル ) 

この タイ プ の 実行 可能 ファ イル は 、 そ の 実行 可能 ファ イル だ け で は に 実 
行 で きま せん 。 実行 時 に それ を サポ ー ト する ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル と 
呼ば れる プロ グラ ム か が 必要 で す 。 そ の 分 だ け じ 実 行 可 能 フ ァイル の サイ ズ 
は 、 比 較 的 小さ く な り ま す 。 


スタ ンド アロ ー ン 型 (独立 型 EXE ファ イル ) 

この タイ プ の 実行 可能 ファ イル は 、 そ の 実行 可能 ファ イル だ け で は 実 
行 で きま す 。 実行 時 に それ を サポ ー ト する ラン タイ ム ・ モ ジュ ー ル は 要 
り ま せん 。 そ の 分 だ ビ 実 行 可 能 フ ァイル の サイ ズ は 、 比 較 的 大 きく な り 
ます 。 


156 


7・ ノ 


実行 可能 ファ イル の 作成 旋法 


実行 可能 ファ イル は 、 コ マン ド ・ ラ イン で 実行 する を ため に あり ます が 、 
その 作成 は 、 

邊 統合 環境 

島 コ マン ド ・ ラ イン 
の どちら で も 可能 で す 。 こ こ で は 、 統 合 環境 下 で の 作成 の 仕方 に つい て 
述べ ます 。 コ マン ド ・ ラ イン で の 作成 に つい て は 、「 9 コマ ンド ・ ラ イ 
ン で の 開発 」 を 参照 し て くだ さい 。 


実行 可能 ファ イル は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル を コン パイ ル し て オプ ジ 
ェクト ・ フ ァイル を 作成 し 、 さ ら に いく つか の オブ ジェ クト ・ フ ァイル 
を リン ク し て 作成 され ます 。 こ の た め に は 、 以下 の ファ イル が 必要 で す 。 


⑮ ラ ンタ イム 型 の 実行 可能 ファ イル を 作成 する た め に 必要 な ファ イル 






コマ ンド ・ ラ イン ・BASIC コン パイ ラ 









オー バー レイ ・ リ ンカ 
ライ プラ リー (数 値 演算 プロ セッ サ 代 替 ) 
ライ ブラ リー (数 値 演算 プロ セッ サ 対 応 ) 






LINK.EXE 
BRUN42A.LIB 









BRUN42E.LIB 
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⑮ ス タン ドア ロー ン 型 の 実行 可能 ファ イル を 作成 する た め に 必要 な ファ イル 





BCOM42A.LIB 


BCOM42E.LIB 


LINK.EXE 






コマ ンド ・ ラ イン ・BASIC コン パイ ラ 









オー バー レイ ・ リ ンカ 





ライ ブラ リー (数 値 演算 プロ セッ サザ 代替 ) 






ライ ブラ リー (数 値 演算 プロ セッ サ 対 応 ) 






な お 、 環 境 変数 LIB に 、 ラ イブ ラリ ー (*.LIB) が 入っ て いる ディ レ 
クト リ へ の パス を 設定 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、 デ ィ レ 
クト リ A ・ 半 QB 壮 LIB の 中 に 入っ て いる な ら ば 、 


A>SET LTB=A:\QB\LTE 回 
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と 設定 し ます 。Quick BASIC に お ける 環境 変数 の 設定 の 仕方 に つい て 
は 、「3・5 MS-DOS 環境 変数 の 設定 」 の 箇所 を 参照 し て くだ さい 。 


実行 可能 ファ イル に 含め られ る モジ ュー ル は 、 オ ー プ ン し て ある も の 
すべ て で す 。 そ し て 、 そ の モジ ュー ル か ら 実 行 可能 ファ イル を 作成 する 
に は 、"R/ 実 行 " メ ニュ ー の "X/EXE ファ イル 作成 .. "コマ ンド を 実行 し 
ます 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 、 次 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス が 表示 さ 
れ ま す 。 


作成 し た い 実 行 可能 ファ イル 名 を 入力 する 
作成 し た い 実 行 可能 ファ イル の タイ プ を 選ぶ 


NEXE2>1【 名 : 


作成 形式 : 
( ) 94 分 部 型 EE ファ イル MD が ye が コト 


で) 独立 型 EE ファ 
EZEXE7z 人 作成 後 終了 


EXE フ ァイル を 作成 し QuickBASIC を 終え る 
EXE フ ァイル を 作成 し て 統合 環境 に 戻る 
チェ ッ ク マ ー ク を 付け る と デバ ッ グ ・ コ ー ド 
が EXE フ ァイル に 含ま れる 





?M/EXE ファ イル 作成 "コマ ンド また は "E/EXE フ ァイル 作成 後 終 
了 " コ マン ド を 実行 する と 、 自 動 的 に 実行 可能 ファ イル が 作成 され ます 。 
実行 可能 ファ イル の 作成 過程 を 図 で 志す と 、 次 の よう に な っ て いま す 。 





モジ ュー ル ・ オブ ジェ クト ・ 
ファ イル ファ イル 実行 可能 ファ イル 
コン パイ ラ リン カ 
.DBJ 大 災 世 
に こう に 
.LIB 


な お 、 ク イッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 使っ て いる と き は 、 同 名 の スタ ンド 
アロ ー ン ・ ラ イブ ラリ ー を 自動 的 に リン ク し ます の で 、 こ の ファ イル を 
削除 し た り し な いよ うに 気 を つけ て くだ さい 。 
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7・O 


実行 可能 ファ イル の 実行 


実行 可能 ファ イル は 、MS-DOS の コマ ンド ・ ラ イン に お いて 、 そ の フ 
ァイル 名 を 入力 する だ け で 実行 で きま す 。 た と えば 、"CALENDAR. 
EXE" と いう 名 前 の 実行 可能 ファ イル を 実行 させ た いと き は 、 


A>CALENDAR 回 


選 昌 ま 。 
な お 、 ラ ンタ イム 型 の 実行 可能 ファ イル を 実行 きせ る と き は 、 同 じ デ 
ィ レ クト リ か 環境 変数 PATH で 設定 し て ある ディ レク トリ に 


得 BRUN42A.EXE 一 一 BRUN42A.LIB を 使っ た と き 
得 BRUN42E.EXE 一 一 BRUN42E.LIB を 使っ た と き 


の どちら か が 存在 し な けれ ば な り ま せん 。 そ の 実行 可能 ファ イル を 作成 
する に あたり 使用 し た ライ ブラ リー に より どちら で ある か が 決ま り ま す 。 
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[第 8 草 
統合 環境 下 で の 








この 章 で は 、 統 合 環境 下 で の デバ ッ ガ を 使っ た 

デバ ッ ク の 方 法 に つい て 述べ ます 

調べ た り 監 視 し た りす る 対象 に より 、 い ろ い ろ な 手法 が あり ます , 
プロ グラ ム の 流れ を 調べ る …… ト レー ス 、 ヒ スト リ 

人 @ 変 数 や 式 の 値 を 調べ る …… プ レー ク 、 ウ ォ ッ チ 
[@7e1e[:y/cN ん qp) た セル ムシャ ル 4 この Adc 

「9・5 CodeView に よる デバ ッ グ ]」 を 参照 し て くだ さい 、。 








Q・1 


バグ を デバ ッ ガ で デバ ッ グ する 


Quick BASIC に か ぎら ず 、 プ ログ ラム に お いて 動作 の お か し い 人 箇所 を 
発見 し 、 直 す た め の 第 一 歩 は 、 次 の 用 語 の 意味 を 理解 し て お く こ と で す 。 


バグ (bug) 
期待 し た と お り に プロ グラ ム が 動作 し な い 原 因 の こと 
l デバ ッ グ (debug) 
プロ グラ ム に お ける バグ の 人 箇所 を 見 つけ 出し 、 そ の バグ を 取り 除く こ 
用 
族 デバ ッ ガ (debugger) 
プロ グラ ム に お ける バグ を 見 つけ 出す た め の ツ ー ル 


バグ と は 、 プ ログ ラム が プロ グラ マー の 期待 する と お り に 動作 し な い 
こと を いい ます 。 

バグ に は 、「 プ ログ ラム の 実行 中 に 止ま る も の 」 と 「 プ ログ ラム の 実行 
中 に 止ま ら な いも の 」 が あり ます 。 前 者 の 場合 は 通常 、 エ ラー・ メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され ます の で 、 手 間 と 時 間 を か けれ ば 比較 的 直し や すい の で 
す が 、 後 者 の 場合 は 、 動 作 の 過程 や 実行 結果 を 分 析 で きる こと が 要求 さ 
れ ま す 。 
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「 プ ログ ラム が 途中 で 停止 し な いこ と 」 と 「 バ グ が な いこ と 」 と は 同じ 
で は あり ませ ん 。 計算 式 が 間違っ て いれ ば 正しい 値 を 得る こと は で きま 
せん し 、 デ ー タ は ある の に 検索 で き な い こと も ある の で す 。 明 ら か に 、 
プロ グラ ム は 停止 し ませ ん が バグ な の で す 。 

デバ ッ グ は 、 プ ログ ラム の 開発 過程 で 最も 時 間 と 努力 を 要する 部 分 で 
す 。 で きる だ け 有 効 で 効率 の よい デバ ッ グ が で きる か どう か が プロ グラ 
ム の 完成 に 大 きく 影響 し て きま す 。 

Quick BASIC で は 、 モ ダン で 強力 で 使い や すい デバ ッ ガ を 用 意 し て い 
ます の で 、 大 い に 利用 し て くだ さい 。 


プロ グラ ム の 編集 入力 中 に 、 構 文 を チェ ッ ク す る か どう か は 、"E/ 編 集 
メニ ュー" に お ける ”Y/ 構 文 チ ェ ッ ク " コ マン ド で 設定 し ます 。 


第 8 章 @ 統 合 環境 下 で の デバ ッ グ 一 一 163 


〇 ・2 


アー スス ツ セ ピー ジ 


Quick BASIC で は 、 ス テー トメ ント の 入力 時 に 、 構文 ( セ ンタ ックス ) 
の チェ ッ ク を 自動 的 に 行い ます の で 、 そ れ 以 外 に つい て の 最も 簡単 な デ 
バッ グ の 方 法 は 、 と りあ え ず 、 そ の プロ グラ ム を 実行 きせ て みる こと で 
す 。 も し 、 誤り が あれ ば 、 Quick BASIC は 、 そ の 時 点 で プロ グラ ム を 停 
止 し 、 エ ラー・ メ ッ セ ー ジ の ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 表示 し て くれ る で 
じょう 。 

た と えば 、 除 算 を 含む 式 の 箇所 で 分 母 が 0 (ゼロ ) で ある と 、 次 の ょ よ 
うな エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


9 で 除算 し まし た (ERR=11) 


確認 





この よう な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら 、 そ の メッ セー ジ を よ 
く 読 ん で くだ さい 。 そ し て 、 プ ログ ラム 上 の 該当 箇所 は 、 反 転 表示 され 
ます の で 修正 し て くだ さい 。 エ ラー・ メ ッ セ ー ジ の 全 リ スト は 、 付 録 に 
掲げ て あり ます の で 参考 に し て くだ さい 。 
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O・O 


トレ ー ス と ヒス トリ ー 


プロ グラ ム を 実行 きせ な が ら 、 プ ログ ラム 中 の どの 部 分 が 実行 され て 
いる の か を 追跡 し 監視 で きま す 。 こ の 手法 を 「 ト レー ス 」 と いい ます 。 
この 手法 を 使う と 、 実行 命令 と 実行 結果 の 関係 が 明確 に な り ま す 。 

トレ ー ス の 仕方 に は 、 次 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 


ステ ー ト メン ト 単 位 で 実行 し 、 止 め る 

マル チ ・ ス テー トメ ント で あっ て も 別々 に トレ ー ス で き 、 プ ロ シ ー ジ 
ャ の 実現 部 の ステ ー ト メン ト も トレ ー ス で きる 。 
を プロ シー ジャ に つい て は それ を 1 つの 単位 と し て 実行 し 、 止 め る 
その プロ シー ジャ の 実現 部 の ステ ー ト メン ト を トレ ー ス し な い 。 
y プロ グラ ム を 止め ず に 連続 的 に 実行 

実行 する ステ ー ト メン ト を 反転 表示 する 。 


これ ら の 操作 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 
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トレ ー ス 操作 






ステ ー ト メン ト 単 位 で トレ ー ス する 






プロ シー ジャ 単位 で トレ ー ス する 
連続 的 に トレ ー ス する 











1 "D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の :T/ ト レ 





ー ス "コマ ンド を 実行 し オン に 設定 
k 克 所 





設定 の オン と オフ は 、 交 互 に 行え る 。 
2 . 通常 の と お り 、 プ ログ ラム を 実行 
させ る 。 
?R/ 実 行 "メニ ュー に お ける ”"S/ ス ター 
ト " コ マン ド (|SHIFT|+ |f・5| キー) ま 
た は 、"S/ 続 行 " コ マン ド ( |f5| キー)。 





ステ ー ト メン ト 単 位 お ちよ び プ ロ シ ー ジ ャ 単位 で の トレ ー ス は 、 組 み 合 
わせ て 行え を ます が 、"T/ ト レー ス " コ マン ド の 設定 か ら は 独立 し て いま 
す 。 
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トレ ー ス に 似 た 手法 と し て 「 ヒ スト リ 」 が あり ます 。 こ れ を 使う と 、 
最後 に 実行 し た 20 ス テー トメ ント が 記憶 され て お り 、 そ の 範囲 内 で カー 
ソル を 前 後 き せる こと が で きま す 。 プ ログ ラム の 構造 が 分 岐 し て いる 箇 
所 を デバ ッ グ し た いと き 、 ど この 部 分 が 実行 され た か を 確か め る の に 役 


立ち ます 。 
これ ら の 操作 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 
⑮ ヒ スト リ 操 作 










1 . "D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "H/ ヒ ス 
トリ "コマ ンド を 実行 し オン に 設定 
する 。 





設定 の オン と オフ は 、 交 互 に 行え る 。 
2 . 通常 の と お り 、 プ ログ ラム を 実行 。 
yR/ 実 行 " メ ニュ ー に お ける "S/ ス ター 
ト " コ マン ド ([SHiFT|+ [5] キ ー) ま 
た は 、"S/ 続 行 " コ マン ド ( |f・5| キー)。 
[SHiFT| + |f 引 キー 
[SHIFT|+ [f10] キ ー 










前 へ 戻る (実行 順序 と 反対 方 向 ) 
次 に 進む (実行 順序 と 同 方 向 ) 
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な お 、 こ れ ら 以外 に も 、 プ ログ ラム の 実行 を 手動 で 制御 し た り 表 示し 


た り で きま す 。 


プロ グラ ム の 実行 を 手動 で 制御 する 


カー ソル 行 ま で の 実行 


カー ソル の ある 行 ま で を 実行 する 。 


実行 ステ ー ト メン ト の 変更 


次 に 実行 する ステ ー ト メン ト を 変 


更 する 。 


続行 
中 断 し た 行か ら 実 行 する 。 


再 実行 


プレ ー ク ・ ポ イン ト ま た は ウォ ッ 
チ ・ ボ ポイ ント まで の 実行 に よ る 変数 
の 値 を 初期 化し それ 以降 を 実行 す 


る 。 
実行 ステ ー ト メン ト の 表示 


fx7 キー を 押す 。 





操作 





また は マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク 。 

次 の 手順 で 行う 。 

1 . 次 に 実行 し た い 行 に カー ソル を 移 
動 す る 。 

2 ."D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の '"S/ カ レ 
ント ステ ー ト メン ト " コ マン ド を 実 
行 する 。 

?R/ 実 行 "メニ ュー の "N/ 続 行 " コ マン 
ド を 実行 する 。 

また は 、 キー を 押す 。 

"R/ 実 行 " メ ニュ ー の "R/ リ スタ ー ト " 
コマ ンド を 実行 する 。 


*V/ 表 示 " メ ニュ ー の "N/ 次 の ステ ー 


次 に 実行 する ステ ー ト メン ト を 反 | トメ ント "コマ ンド を 実行 する 。 


転 表 示す る 。 
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o・4 


グレ ー ツ 


プロ グラ ム の 実行 中 に お ける 変数 や 式 の 値 を 調べ る た め に 、 予 め 設定 
し た 箇所 で 止め る こと が で きま す 。 その 人 箇所 の こと を 「 ポ イン ト 」 と い 
いま す 。 こ れ に は 、 次 の 2 種類 が あり ます 。 


プレ ー ク ・ ポ イン ト 

プロ グラ ム 中 の 強制 的 に 止め た い 箇 所 を いう 。 

*y ウォッ チ ・ ポ イン ト 

変数 や 式 の 値 が ある 一 定 の 条件 を 満た し た と き に 止め た い 人 箇所 の こと 
を いう 。 


プレ ー ク ・ ポ イン ト に 関す る 操作 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 


⑮ ブ レー ク ・ ポ イン ト の 設定 と 解除 










マウ ス を 使う 


設定 | 設定 し た い 行 に カー ソル を 移動 し 、 次 の 操作 
を 行う 。 
pD/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お ける "B/ ブ レー | "D/ デ バッ グ " メニ ュ 
ク ポ イン ト " コ マン ド を 実行 する 。 ー に お ける "B/ プ レー 
また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー [ff9| キ ー を | クボ ポ イント" コマ ンド 
押す 。 の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 
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解除 | 次 の ど ちら か て 行う 。 





人 特定 の も の を 解除 する 

解除 し た い 行 に カー ソル を 移動 し 、 次 の 操 
作 を 行う 。 

"D/ デ バッ グ " メニ ュー に お ける "B/ プ レ 
ー ク ボ ポイ ント" コマ ンド を 実行 する 。 

また は 、 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー|f9| キー を 
押す 。 







2D/ デ バッ グッ メ ミュ 
ー に お ける "B/ プ レ 
デー ク 飛 イ ント ッ コ マン 
ド の 箇所 を クリ ッ ク す 
る 。 








介 全部 を 解除 する 
?D/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お ける "C/ 全 プレ 
ー ク ボイン ト の 解放 "コマ ンド を 実行 する 。 






ID/ デ パッ グッ メ 三 ュ 
ー に お ける "C/ 全 プレ 
ー ク ボイン ト の 解放 " 
コマ ンド の 箇所 を クリ 
ッ ク す る 。 









ウォ ッ チ ・ ポ イン ト に つい て は 、 次 の 節 で 述べ ます 。 


O・ ひ 


ウォ ッ チ 


Quick BASIC の デバ ッ ガ で は 、 変 数 や 式 を デバ ッ グ 専用 の ウィ ンド ウ 
を 使っ て 監視 で きま す 。 こ の 手法 を 「 ウ ォ ッ チ 」 と いい 、 そ の ウィ ンド 
ウ の こと を 「 ウ ォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ 」 と いい ます 。 

ウォ ッ チ の 手法 を 使っ た デバ ッ グ と し て 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


を ウォ ッ チ ・ ポ イン ト 

変数 や 式 の 値 が ある 一 定 の 条件 を 満た し た と き 、 プ ログ ラ ム 中 の 該当 
箇所 で 停止 きせ る 。 そ の 箇所 を 「 ウ ォ ッ チ ・ ポ イン ト 」 と いう 。 
P 変数 ・ 式 の ウォ ッ チ 

デバ ッ グ し た い ぃ 変数 や 式 の 値 を 、 プ ログ ラム の 実行 に そっ て 監視 する 
こと を いう 。 


ウォ ッ チ ・ ポ イン ト の 設定 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 





ウォ ッ チ ・ ポ イン ト の 設定 







マウ ス を 使う 
?D/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お ける 
?yW/ ウ ォ ッ チ ポ イント ..." コ マン 
ド の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 


W/ ウ ォ ッ チ ポ ボ ポイ ント.." コ マン 
ド を 実行 する 。 
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この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の 
で 、 変 数 また は 式 を 入力 し 、" 確 認 " ソ コマ ン ド を 実行 し ます 。 


条件 式 の 設定 : ( 式 真 に な る まで 実行 し ます ) 





変数 お よび 式 の 入力 の 仕方 と し て 、 2 通り あり ます 。 


変数 また は 式 を 含む 関係 式 を 入力 する 

その 関係 式 が 真 に な っ た と き に 停止 させ る 
変数 また は 式 だ け を 入力 する 

それ が 0 以外 の 値 に な っ た と き に 停止 させ る 


設定 され た 変数 や 式 は 、 ウ ォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ に 表示 され ます 。 た だ 
し 、 設 定 す る と き に アク ティ ブ プ に な っ て いる プロ シー ジャ 以外 で は 監視 
で き な い 場合 が あり ます の で 、 設 定 する レベ ル に は 注意 し て くだ さい 。 
その と き に は 、 ウ ォ ッ チ ・ ウ ィ ン ド ウ の ウォ ッ チ ・ ポ イ ント の と ころ に 


Not watchable 


と 表示 され ます 。 
ウォ ッ チ ・ ポ イン ト の 解除 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 
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⑮ ウ オッ チ ・ ポ イン ト の 解除 





マウ ス を 使う 
次 の どちら か で 行う 。 
條 特定 の も の を 解除 する 
?D/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お け 
る "D/ ウ ォ ッ チ の 削除 .. "コマ 
ンド の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 
委 全 部 を 解除 する 
?D/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お け 
る "L/ 全 ウォ ッ チ 削除 "? コ マン 
ド の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 












解除 | 次 の どちら か て で 行う 。 
介 特定 の も の を 解除 する 
RDZ バッ クッ 所 エー に ビ お け 
る "D/ ウ ォ ッ チ の 削除 ..." コ マ 
ンド を 実行 する 。 
介 全 部 を 解除 する 
?D/ デ バッ グ " メ ニュ ー に お け 
る "L/ 全 ウォ ッ チ 削除 "コマ ン 
ド を 実行 する 。 











?D/ デ バッ グ ” メニ ュー に お ける "D/ ウ ォ ッ チ の 削除 "コマ ンド を 
実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の で 、 削 除 し た いも 
の を 選択 し 、" 確 認 "コマ ンド を 実行 し ます 。 


SetDirectoru regFlag: 
SetDirectoru theStatus: 
SetDirectoru theDriveNo >= "f: 
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変数 ・ 式 の ウォ ッ チ の 設定 は 、 次 の よう に し て 行い ます 。 


@ 変 数 ・ 式 の ウォ ッ チ の 設定 設定 









?D/ デ バッ グリ メニュー に お ける 
?A/ ウ ォ ッ チ の 追加 ..…" コ マン ド 
の 箇所 を クリ ッ ク す る 。 


2?D/ デ バッ グリ メニ ュー に お ける 
?A/ ウ ォ ッ チ の 追加 .. "コマ ンド 
を 実行 する 。 






この コマ ンド を 実行 する と 、 ダ イア ログ ・ ボ ックス が 表示 され ます の 
で 、 変 数 また は 式 を 入力 し ます 。 


ウォッ 9 ウィト “9 に 登録 する 式 ・ 変 数 の 設定 : 


変数 また は 式 を 入力 する 





変数 ・ 式 の ウォ ッ チ の 解除 は 、 ウ ォ ッ チ ・ ポ イン ト の 解除 と 同じ で す 
の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 
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SG・0 


プロ シー ジャ の コー ル ・ レ ベル 


ある プロ シー ジャ か ら 他 の プロ シー ジャ を コー ル で きま す が 、 そ の 状 
況 を "C/ 関 数 "メニ ュー で 知る こと が で きま す 。 こ の メニ ュー は 、 コ マン 
ド を 実行 する た め の も の で は な く 、 コ ー ル され て いる 状況 を 表示 する た 
め に あり ます 。 

この メニ ュー を 選択 し ます と 、 た と えば 、 


CALENDAR.BAS" か ら "DrawOneMonth" を コ C/ 剛 数 
ー ル し 、 さ ら に 、"DrawOneMonth" か ら DR な で 


DrawWeek" を コー ル し て いる こと を 表わし て い DrawOneMonth 


る M/CALENDAR,BAS 





の よう に 表示 され ます が 、 コ ー ル し て いる 方 が 下 に あり 、 順 々 に コー ル 
され て いる 方 が その 上 に 積み 重なっ て 表示 され ます 。 上 に ある も の が 最 
近 実 行 さ きん た も の に な り ま す 。 メ イン ・ モ ジュ ー ル は 一 番 下 に 表示 され 
ます 。 コ ー ル し て いる 方 に 戻る と いう こと は 、 下 に 表示 され て いる 方 に 
実行 の 流れ が 戻り ます の で 、 ち ょ うど スタ ッ ク し て 表示 され る こと に な 
り ま す 。 こ の 部 分 に は 、 最 近 の 8 プロ シー ジャ まで 表示 され ます 。 

ウィ ンド ウ を その メニ ュー に 表示 され て いる プロ シー ジャ に 変え る に 
は 、 そ の プロ シー ジャ を 選択 し ます 。 
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ES 
コマ ンド ・: ラ イン で の 
アル ョ レル / 人 Ed 








者 人 を 電 @IUIIeY457AtS110 も 3 

統合 環境 下 で 使う こと に つい て 説明 し て きま し た が 、 

この 章 で は 、MS-DOS の コマ ンド ・ ラ イン に お いて 
(eiel4EtSI【0 も LSE と 4 ョ レル プペ HE る ョ Py アッ 

だ ジン クン の メ ノ た 王 ピ レス ム と の リル レン ペ ン ン シル ルビ ゴ ノ j 
お よび CodeView に よる デバ ッ グ ) に つい て 説明 し ます , 








り ・1 


プロ グラ ム 開 発 の 過程 


178 


QuickBASIC で は 、 そ の 統合 環境 下 に お いて だ け で な く 、 コ マン ド ・ 
ライ ン 上 で も プロ グラ ム を 開発 で きま す 。 

コマ ンド ・ ラ イン で プロ グラ ム を 開発 する に は 、 以 下 の 過 程 を 踏ま な 
けれ ば な り ま せん 。 


エディ ッ ト (編集 ) 

ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル を テキ スト ・ エ ディ タ で 作成 する 。 
コン パイ ル 

ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル か ら オ ブ ジ ェクト ・ フ ァイル を 生成 す 
る 。 
放 リ ンク 

オプ ジェ クト ・ フ ァイル と ライ ブラ リー・ フ ァイル か ら 実 行 可能 ファ 
イル を 生成 する 。 
デバ ッ グ 

実行 可能 ファ イル を テス ト し 、 バ グ を 取り 除く 。 


その 過程 を 図 で 志す と 、 次 の よう に 要約 で きま す 。 


= エディ ッ トー ン パ イル Pasmmmramt ゆ | renacaras リ ンク 球 ーeememm | mm デバ ッ グ my | 


モジ ュー ル ・ オブ ジェ クト ・ 
ファ イル ファ イル 実行 可能 ファ イル 





コン パイ ラ リン カ 
* 日 AG *.0 日 り me * EX ピ 
ヒー 】 =e LINKI => 


コマ ンド ・ ラ イン で の 開発 は 、 特 に 次 の よう な 場合 に 適し て いま す 。 
但 使 い 慣 れ て いる 専用 テキ スト ・ エ ディ タ を 使い た い 
人 コン パイ ラ お よび リン カ の 豊富 な オプ ショ ン を 使い た い 
介 他 の 言語 で 開発 し た モジ ュー ル を 使い た い 
借 CodeView を 使っ て デバ ッ グ し た い 
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り ・ ノ 


エディ ッ ト 
(ソー ス ・ フ ァイル の 編集 ) 
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Quick BASIC の 統合 環境 下 で は 、 標準 装備 の エディ タ を 使っ て ソー 
ス ・ モ ジュ ー ル を 書い た り 修正 し た り で きま す が 、 そ れ と は 別に プロ グ 
ラマ ー は 、 使 い 慣 れ て いる テキ スト ・ エ ディ タ を 使っ て ソー ス ・ モジ 
ュー ル ・ フ ァイル を 作成 で きま す 。 

コマ ンド ・ ラ イン で コン パイ ル す る た め の ソ ー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァ 
イル を 作成 する と き に は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 


mp ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル は 、 テ キス ト ・ フ ァイル 形式 で な けれ 
ば な ら な い 。 専用 の テキ スト ・ エ ディ ター を 使う と き は 、 そ の ファ イ 
ル を 通常 どおり 保存 すれ ば よい が 、Quick BASIC の 統合 環境 下 で 開発 し 
た も の を コン パイ ル す る と き は 、 テ キス ト ・ フ ァイル と し て 保存 し て お 
か な けれ ば な ら な い 。 
ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の デフ ォ ル ト の 拡張 子 は 、".BAS" で あ 
る 。 
ぁ 構文 (セン タッ クス ) の チェ ッ ク は 、 プ ログ ラマ ー 自 身 で 行わ な けれ 
ば な ら な い 。 
プロ シー ジャ は 、 モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の 中 に 書く 。 も ちろ ん 、1 つ 
の ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル に 複数 の プロ シー ジャ を 書け る 。 


り ・O 


コン バ パイル 


Quick BASIC の モジ ュー ル ・ フ ァイル を コン パイ ル し て オブ ジェ ク 
ト ・ フ ァイル (.OBJ) を 生成 し ます 。 こ の 過程 を 「 コ ン パ イル 」 と い 
い 、 コ ン パ イル する た め の ツ ー ル を 「 コ マン ド ・ ラ イン BASIC 漢字 コン 
パイ ラ 」 ま た は 単に 「 コ ン パ イラ 」 と いい ます 。 

Quick BASIC で は 、 コ ン パ イラ し て 


BC.EXE 
が 提供 され て いま す の で 、 こ の コマ ンド を 使っ て コン パイ ル し ます 。 
ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ オブ ジェ クト ・ 


ファ イル ファ イル 
コン パイ ラ 


*.BAG >| = *. 日 


BC コマ ンド の 使い 方 と し て 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
重 1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で ファ イル 名 や オプ ショ ン を 入力 する 
馬入 力 プ ロン プ ト に 応答 し な が ら フ ァイル 名 や オプ ショ ン を 入力 する 
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1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で 使う に は . .. 


目 書 式 


BC ソー ス ・ フ ァイル [, [オプ ジェ クト ・ フ ァイル ] 
[, [リス ティ ング ・ フ ァイル ]]] [コン パイ ル ・ オ プシ ョ ン ] [ : ] 









⑯⑱ 引 数 

放 か 

ソー ス ・ フ ァイル コン パイ ル し た い ソ ー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 
を 指定 する 。 テ キス ト ・ フ ァイル 形式 で な けれ ば 


な ら な い 。 
オプ ジェ クト ・ フ ァイル | 生成 し た い オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル を 指定 する 。 
リス ティ ング ・ フ ァイル | ソー ス ・ ラ イン 、 オ フ セ ッ ト ・ ア ドレ ス 、 サ イズ 
な ど を 含む テキ スト 形式 の ファ イル を 生成 し た い 
と き に 指定 する 。 


コン パイ ル ・ オ プシ ョ ン | リン ク 時 に 必要 な 各 オ プシ ョ ン を 指定 する 。 
これ 以降 デフ ォ ル ト を 使う と き に 指定 する 。 


目 例 


A:\QB>BC SALES , , 





18e 






入力 ブロ ンプ ト に 応答 し な が ら 使う に は . . . 


上 書 式 


BC 
(以下 の プロ ンプ ト に 対し て 入力 する ) 


Source Filename [.BAS]: ーー ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 
Object Filename [.OBJ]: ーー オフ ジェ クト トーフ ァイル 
Source Listing [NULLST] ーー リス ティ ング ・ フ ァイル 





・[ ] 内 は 、 デ フォ ルト を 意味 する 
・ | 行 で 入力 で き な い と き は 、 行末 に "+" を 入力 する 


下 例 


A:\QB>BC 回 

Microsoft (R) QuickBASTC KANJI Compiler Version 4.20 
(C) Copyright Microsoft Corporation 1982-1988. 

A1] rights reserved 


Source Filename [ .BAS] : SALES 回 


Object Filename [ SALES .OBJ] : 回 
Source Listing [NUL.LST] : 回 
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BC.EXE の オプ ショ ン と し て 、 次 の も の が あり ます 。 


オプ ショ ン 
オプ ショ ン 

/FPI 

7/O 


/D 


7ZD 


/Z| 
/A 


/AH 


/C : バッ ファ サイ ズ 


| 


/X 
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Es 二 途 
標準 ライ プラ リー と し て 演算 プロ セッ サ 対 応 の 
"BRUN42E.LIB" また は "BCOM42E.LIB" を 指定 する 。 
標準 ライ プラ リー と し て "BRUN42A.LIB" に 代わ っ 
て "BCOM42A.LIB" を 指定 する 。 
オプ ジェ クト ・ フ ァイル 中 に デバ ッ グ ・ コ ー ド を 含 
め 、BREAK キー で 中 断 で きる よう に する 。 
ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 中 の 行 番号 デー タ を 含 
む オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル を 生成 する 。 シ ン ボ リッ 
ク ・ デ バッ ガ "SYMDEB.EXE" を 使っ て デバ ッ グ し た 
いと き 役 に 立つ 。 
CodeView デバ ッ ガ を 使っ て デバ ッ グ で きる オプ ジ 
ェクト ・ フ ァイル を 生成 する 。 
リス ティ ング ・ フ ァイル 中 に ディ ス ア セン プル ・ コ ー 
ド を 含め る 。 
動 的 配列 に よる デー タ (数 値 ・ 固 定 長文 字 列 ・ レ コー 
ド な ど を 含む ) の 各々 が 64KB を 超え る こと が で きる 
よう に する 。 
非同期 の 通信 デー タ を 受け 取る た め の バ ッ フ ァ ・ サ イ 
ズ を 設定 する 。 デ フォ ルト は 512 バ イト に な っ て お り 、 
最大 32,767 バ イト ま て 設定 で きる 。 
"RESUME 行 番号 "ステ ー ト メン ト を 使っ て いる な 
ら ば 指定 する 。 
"RESUME" ス テー トメ ント を 使っ て いる な ら ば 指定 
する 。 


/MBF IEEE 形式 の 数 値 を マイ クロ ソフ ト ・ バ イナ リー 形式 
(MBF) の 数 値 で 処理 する よう に する 。 以下 の 関数 
は 、 同 じ 働き を する よう に な る 。 
MBF の 上 
CVSMBF 
CVDMBF 
MKSMBF $ 
MKDMBF $ 
/R 配列 デー タ を 行 ・ 列 の 順 で スト ア す る 。 この 指定 が な 
いと 列 ・ 行 の 順 で スト ア す る 。 
/S プロ グラ ム 上 の 文字 列 デ ー タ を オプ ジェ クト ・ フ ァ イ 
ル 中 に 書き 出す 。 
/V COM、KEY、TIMER ステ ー ト メン ト に よる イベ ン 
ト ・ ト ラッ プ が で きる よう に する 。 
/W /V と 同じ 機能 を 持つ が 、 イ ベン ト 発 生 を 行 単位 で チ 
ェ ッ ク す る 。 


・ オ プシ ョ ン は 、"/" ま た は "-" で 始め な けれ ば な ら な い 。 
・ オ プシ ョ ン 名 は 、 大 文字 で も 小文字 で も よい 。 
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り ・4 


リグ 


コン パイ ル さ れ た オプ ジェ クト ・ フ ァイル と ライ ブラ リー を 結合 し て 
実行 可能 ファ イル (.EXE) を 生成 し ます 。 こ の 過程 を 「 リ ンク 」 と い 
い 、 リ ンク する た め の ツ ー ル を 「 オ ー バ ー レ イ ・ リ ンカ 」 ま た は 単に 
「 リ ンカ 」 と いい ます 。 

Quick BASIC で は 、 リ ンカ と し て 


LINK.EXE 


が 提供 され て いま す の で 、 こ の コマ ンド を 使っ て リン ク し ます 。 


オブ ジェ クト ・ 
ファ イル 
行 以 
* DBJ 実行 可能 ファ イル 
画 隊 LINK 3 *.EX ビ 
*.L 日 


ライ ブラ リー 
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LINK コマ ンド の 使い 方 に は 、 次 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 
借 1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で ファ イル 名 や オプ ショ ン を 入力 する 
借入 力 プ ロン プ ト に 応答 し な が ら フ ァイル 名 や オプ ショ ン を 入力 す 
る 
借 フ ァイル 名 や オプ ショ ン を レス ポン ス ・ フ ァイル に 書い て お く 


1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で 使う に は ..… 


目 書 式 


LINK オプ ジェ クト ・ フ ァイル [, [実行 可能 ファ イル ] [, [マッ プ ・ フ ァイル ] 
[ライ プラ リー]]] [リン ク ・ オ プシ ョ ン ] [:] ] 








@⑱ 引 数 


引 数 ' 意 味 

オジン ジジ ェクト hi > ファ イル リン ク し た い オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル を 指定 する 。 
複数 ある と き は " 十 " ま た は スペ ー ス で 区 切る 。 

実行 可能 ファ イル 生成 し た い 実 行 可 能 フ ァイル を 指定 する 。 省 略す 
る と オプ ジェ クト ・ フ ァイル と 同名 (拡張 子 は 
EXE") に な り 、 オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル が 複数 
の と き は 最初 の ファ イル 名 と 同じ に な る 。 

マッ プ ・ フ ァイル マッ プ ・ フ ァイル を 生成 し た いと き に 指定 する 。 

ラン 6 アラ リー リン ク し た い ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル を 指定 する 。 

リン ク ・ オ プシ ョ ン リン ク 時 に 必要 な 各 オ プシ ョ ン を 指定 する 。 
これ 以降 デフ ォ ル ト を 使う と き に 指定 する 。 
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目 例 


A:WQB>LINK SALES+TNPUT+FIND+PRTNT, ,NUL.MAP, BCOM42A.LTB/1I/E 回 





入力 プロ ンプ ト に 応答 し な が ら 使う に は . . . 


目 書 式 


LINK 

(以下 の プロ ンプ ト に 対し て 入力 する ) 

Object Modules [.OBJ] : ・- オブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル 
Run File [.EXE] : * ォ ー 実行 可能 ファ イル 

List File [NUL.MAP] : ォ ー マッ プ ・ フ ァイル 
Libraries [.LIB] : ォ ー ライ ブラ リー 





・[ ] 内 は 、 デ フォ ルト を 意味 する 
・ | 行 で 入力 で き な い と き は 、 行 末 に "+" を 入力 する 


目 例 


A:\QB>LINK 回 


Microsoft (R) Overlay Linker Version 3.65 
Copyright (C) Microsoft Corp 1983-1988. A11 rights reserved 


Object Modules [ .OBJ]: SALES+TNPUT+FTND+PRINT 回 


Run File [SALES.EXE] : 回 
List File [NUL.MAP] : 回 
Libraries [.LTB]: BCOM42A.LTB /I/E 回 
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レス ポン ス ・ フ ァイル を 使う に は . . . 
時 書式 


LINK @ レ スポ ンス ・ フ ァイル 


目 例 


A:\QB>TYPE SALES .RES 回 


SALES+TNPUT+FTND+PRINT 
SALES.EXE 

NUL .MAP 

BCOM42A.LTB /1I/E 


A:\QB>LTNK @SALES .RES 回 





LINK コマ ンド で 使え を る オプ ショ ン は 、 以 下 の も の が あり ます 。 


⑮ オ プシ ョ ン 

オプ ショ ン 用 途 

/HElp オプ ショ ン に つい て の ヘル プ を 表示 する 

/PAUse 実行 可能 ファ イル の 書き 出し 前 に 停止 する 

/Information リン ク 過 程 お よび リン ク 中 の オプ ジェ クト ・ フ 
ァイル 

/Batch 指定 し た ファ イル が 見 つか ら な いと き に 再 入力 
の プロ ンプ ト を 表示 し な いよ うに する 

/Quicklib クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 生成 する (リン ク す 
る ライ ブラ リー と し て ”"BQLB42 .LIB" を 指定 し 
な けれ ば な ら な い ) 

/Exepack コン パク ト な 実行 可能 ファ イル を 生成 する 
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/NOPackcode 


/NODefaultlibrarysearch 


/SEgments : ナン バー 


/Map[ : ナン バー] 


/LInenumbers 


/noPACkcode 
選 : チ ン バ パー] 
/COdeview 


/NOlgnorecase 


/NOExtdictionary 


環境 変数 LINK に お いて 設定 され た パッ ク ・ オ 
プシ ョ ン を 一 時 的 に 無効 に する 

オプ ジェ クト ・ フ ァイル に お いて 指定 され て い 
る 外部 参照 用 の ライ プラ リー を サー チ し な いよ 
うに する 

実行 可能 ファ イル が 使用 で きる セグ メン ト 数 を 
設定 する (1 一 3069、 デ フォ ルト は 128) 

マッ プ ・ フ ァイル を 同時 に 生成 する 

マッ プ ・ フ ァイル に ソー ス ・ モ ジュ ー ル に お け 
る 行 番号 を 書き 出す 

隣接 し て いる セグ メン ト を グル ー プ 化す る 


CodeView デバ ッ ガ を 使っ て デバ ッ グ で きる 実 
行 可能 ファ イル を 生成 する 。 

リン ク す る オプ ジェ クト ・ フ ァイル は 、/Z| オプ 
ショ ン を 使っ て コン パイ ル さ れ て いな けれ ば な 
ら ず 、 ま た /Q オプ ショ ン を 使っ て コン パイ ル さ 
れ て いて は いけ な い 。 

シン ボル 名 の 大 文字 と 小文字 を 区 別 す る 

ディ クシ ョ ナリ ー を 使用 し な い 


・ オ プシ ョ ン は 、"/" で 始ま な けれ ば な ら な い 。 
・ オ プシ ョ ン 名 は 、 大 文字 で も 小文字 で も よい 。 
・ 小 文字 表記 部 分 お よび [] 内 は 、 省 略 可能 。 
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これ ら の オプ ショ ン は 、 次 の 方 法 で 指定 で きま す 。 


LINK コマ ンド を 実行 する と き に 指定 する 方 法 

実行 の た びに オプ ショ ン を 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 前例 を 参照 し 
て くだ さい 。 

『 環境 変数 LINK を 使っ て 指定 し て お く 方 法 


A>SET LINK=/1/PAU/E 回 





環境 変数 LINK で 指定 し た オプ ショ ン と LINK コマ ンド 実行 時 に 指 
定 し た オプ ショ ン が 、 

借 同 じ 場合 ( 値 が 異な る ) 

借 競 合 する 場合 
は 、LINK コマ ンド 実行 時 に 指定 し た オプ ショ ン が 優先 し て 機能 し ます 。 
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り ・ り 


ラウ プラ リー 


コン パイ ル さ れ た オブ ジェ クト ・ フ ァイル を 集め て ライ ブラ リー・ フ 
ァイル (.LIB) と し て 管理 で きま す 。 こ の た め の ツ ー ル を 「 ラ イブ ラリ 
アン 」 ま た は 単に 「 ラ イプ ラリ ー・ マ ネー ジャ ー」 と いい ます 。 他 の 言 
語 で 開発 し た オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル を Quick BASIC の 中 で 使う に 
は 、 ラ イブ ラリ ー に 含め て 使い ます 。 

Quick BASIC で は 、 ラ イブ ラリ ー・ マ ネー ジャ ー し て 


LIB.EXE 


が 提供 され て いま す の で 、 こ れ を 使っ て ライ ブラ リー を 管理 で きま す 。 


オブ ジェ クト ・ 
ファ イル 
ライ ブラ リー・ 
ライ ブラ リー・ ファ イル 
*.D 日 り マネ ー ジ ャ ー 


*.( り 日 り 
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LIB コマ ンド の 使い 方 と し て 、 次 の 3 つの 方 法 が あり ます 。 
借 1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で ファ イル 名 や オプ ショ ン を 入力 
借入 力 プ ロン プ ト に 応答 し な が ら フ ァイル 名 や オプ ショ ン を 入力 
人 短 フ ァイル 名 や オプ ショ ン を レス ポン ス ・ フ ァイル に 書い て お く 


1 行 の コマ ンド ・ ラ イン で 使う に は ..… 


時 書式 


LIB 旧 ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル [/P [agesize] : サイ ズ ] 
[コマ ンド ] [, [リス ト ・ フ ァイル ] 


[, [ 新 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル ]]] [ : ] 





引数 
引 数 意 味 


旧 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル | 作成 ・ 更 新 し た い ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル の 名 
前 を 指定 する 。 


/P [agesize] : サイ ズ ライ プラ リー の ペー ジ ・ サ イズ を 指定 する 。 
16-32768 の 間 の 2 の べき 乗数 で 指定 する 。 


当選 ンド 対象 と な る オプ ジェ クト ・ フ ァイル と その オペ 
レー ショ ン を 指示 する た め の コ マン ド 記 号 を 指 
定 す る 。 コ マン ド 記 号 に は 次 の も の が ある 。 


中 
) キラ イブ プラ リー・ フ ァイル また は 
二 オ プ ジ ェ クト ・ モ ジュ ー ル 
- オ プ ジ ェ クト ・ モ ジュ ー ル 
- キ オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル 
* ネ オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル 
-* ネ オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル 
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クロ スレ ファ レン ス ・ リ スト ・ フ ァイル を 生成 
に だ いと き に 指定 する 。 


旧 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル と は 別 の ファ イル 名 
の ライ プラ リー を 生成 し た いと き に 指定 する 。 
指定 し な い 旧 ライ ブラ リー・ フ ァイル を 更新 し 
旧 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル を バッ クア ッ プ ・ フ 
ァイル (.BAK) と し て 残す 。 
これ 以降 デフ ォ ル ト を 使う と き に 指定 する 。 


リス ト ・ フ ァイル 












新 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル 






目 例 


Ai\QB>LTB DOSCALL+DATE+TTME 5 回 





入力 ブロ ンプ ト に 応答 し な が ら 使う に は .. . 


申 書 式 


LIB 
(以下 の プロ ンプ ト に 対し て 入力 する ) 
Library name : ュー 旧 ラ イブ ラリ ー・ フ ァイル 


Operations : ーー コマ ンド と オプ ジェ クト ・ モ ジュ ー ル 
List file : ーー MK トッ アテ イル 
Output library: : ォ ー 新 ラ イプ ラリ ー・ フ ァイル 





・[ ] 内 は 、 デ フォ ルト を 意味 する 
・ | 行 で 入力 で き な い と き は 、 行 末 に "+" を 入力 する 


194 


上 例 


A:YQB>LIB 回 


Microsoft (R) Library Manager Version 3.08 
Copyright (C) Nicrosoft Corp 1983-1987. &]1]1 rights reserved 


Library name: DOSCALL 回 





Operations: +DATE+TTME 回 
List file: 回 
Output 1ibrary: 回 





レス ポン ス ・ フ ァイル を 使う に は . . . 
是 書 式 


LIB @ レ スポ ンス ・ フ ァイル 


目 例 


A:\QB>TYPE DOSCALL.RES 回 


DOSCALL.OBJ 
+DATE+TIME 


Ai:\QB>LTB @DOSCALL . RES 回 
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り ・0 


COdeView に よる デバ ッ グ 
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CodeView は 、Quick BASIC の 統合 環境 と 同じ よう な ユー ザー・ イ ン 
ター フェ イス を も っ た 使い や すく て 強力 な デバ ッ ガ で す 。 

CodeView は 、Quick BASIC の パッ ケー ジ の 中 に は 含ま れ て いま せ 
ん 。CodeView は 、 マ イク ロ ソ フト 社 の "マク ロア セン ブラ ” お よび "MS 
-C コンパ イラ "に 標準 装備 され て いま す 。 本 書 で は 、CodeView バー ジョ 
ン 2.2 を 使っ て いま す 。 


デバ ッ グ 環境 


CodeView を 使っ て デバ ッ グ する に は 、 少 な く と も 、 次 の ファ イル が 
必要 で す 。 
短 CV.EXE (CodeView デバ ッ ガ ・ プ ログ ラム ) 
動 CV_HLP (CodeView 用 の オン ライ ン ・ ヘ ルプ ・ フ ァイル ) 
短 デ バッ グ し た しい 実行 可能 ファ イル と その ソー ス ・ モ ジュ ー ル ・ 
ファ イル 
CodeView で デバ ッ グ で きる 実行 可能 ファ イル は 、 次 の オプ ショ ン を 
使っ て コン パイ ル お よび リン ク さ れ て いな けれ ば な り ま せん 。 
生コン パイ ル す る と き  /Z| 
得 リ ンク する と き /CO 


引数 






CodeView を 起動 する と き の オ プシ ョ ン 
実行 可能 ファ イル | デバ ッ グ し た し い 実 行 可能 ファ イル 
実行 可能 ファ イル を 実行 させ る と き の 引 数 







上 例 


Ai:\QB>CV DISKHOLD 回 








@ 起 動 時 オプ ショ ン 

オプ ショ ン 用 途 

7B スク リー ン 表 示 を 白黒 で 行う 。 

AH シー ケン シャ ル ・ モ ー ド の デバ ッ ク 画 面 表示 を 使う 。 

/W ウィ ンド ウ ・ モ ー ド の デバ ッ ク 画 面 表示 を 使う 。 

/S デバ ッ グ 画面 と 実行 出力 画面 を スワ ッ プ ・ モ ー ド で 切り 換え る 
(複数 画面 ペー ジ を 使う と き )。 

/C コマ ンド を 起動 時 に 実行 させ る 。 

7/M 組み 込ま れ て いる マウ ス ・ ド ライ バ を 無視 する 。 


・ オ プシ ョ ン は 、"/" ま た は "-" で 始ま な けれ ば な ら な い 。 
・ オ プシ ョ ン 名 は 、 大 文字 で も 小文字 で も よい 。 
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CodeView が 備え て いる 操作 性 の よい ユー ザー・ イ ンタ ー フ ェ イ ス を 
より 一 層 活 か し た いな ら ば 、 マ ウス を 使う こと を 薦め ます 。 マ ウス ・ ド 
ライ バ は 、Quick BASIC に 標準 装備 され て いる も の (バー ジョ ン 6.0) 
が 使え ます 。 


起動 と 終了 
CodeView を 起動 する に は 、 次 の よう に し ます 。 


司書 式 


CV [オプ ショ ン ] 実行 可能 ファ イル [アー ギュ メン ト ] 


デバ ッ ク グ 画 面 の モー ド 


CodeView の デバ ッ グ 画面 に は 、 次 の 2 つの モー ド が あり ます 。 
ウィ ンド ウ ・ モ ー ド 
この モー ド は 、Quick BASIC の 統合 環境 と 同じ よう な 
筐 マル チ ・ ウ ィ ン ド ウ 表 示 
@ プ ル ダ ウ ン ・ メ ニュ ー 
筐 シ ョ ー ト カッ ト ・ キ ー に 操作 
生 マ ウス を 使っ た 操作 
な どの モダ ン な ユー ザー・ イ ンタ ー フ ェ イ ス を 備え て いま す 。 
シー ケン シャ ル ・ モ ー ド 
この モー ド は 、 
短 DEBBUG コマ ンド や SYMDEB コマ ンド と の 類似 操作 
動 リ ダイ レク ショ ン 操 作 
な ど を サポ ー ト する た め に あり ます 。 
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ウィ ンド ウ モ ー ド 


File Uieu Search Run Metch Options |Lanuags| Calls Help | F8=Trace F5=Go 

ーーーーーーーーーーーーーーー]9iskhold.B ーーーーーーーーーーーーー 

Ruto 

Proqram : DiskHold.bas 》 Basic 
3 と 9 C 


ママ マン て ペ マンマン ペン ペン ペペ 


Fortran 





Hodification historv 
Feb. 25 1989 
Jan. 14 1989 


BB888888 


import definitions 
$INCLUDE: '8SCII.Def" 
$INCLUDE: "DosCall.Def' 
$INCLUDE: 'PrintDrv.Def* 


Niorosoft (R) CodeUiew (R) Uersion 2.2 
(C) Copvright Hicrosoft Corp.、1986-1988. ll rightS reserved, 


> 
Help Regs 「edSM Outpt GO MyCur Come Trace Break Step 





シー ケン シャ ルモード 


本 QB>cy 7 diSkhold 


Hicrosoft (R) CodeUieu (R) Uersion 2.2 
(C) Copyright Nicrosoft Corp、1986-1988. ll rights reserved・ 


Trace Break Step 
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g00 





本 書 で は 、 ウ ィ ン ド ウ ・ モ ー ド で の デバ ッ グ に つい て 述べ ます 。 


ウィ ンド ウ ・ モ ー ド 


ウィ ンド ウ ・ モ ー ド の デバ ッ グ 画面 は 、 次 の よう な 構成 に な っ て いま 
す 。 


File Uiew Search Run Match Options Language Calls Help | F8=Trace F5=Go 
-ーーーーーーーーーーーー ゴ diskhold.B4S ト ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


0 Program : DiskHold.bas 


。 Iodification history 
Feb. 25 1989 
Jan. 14 1989 


MM 用 MM 0 


SS 


SOioocSDSRSPoRO 
の 三 の 宙 人 G 叶 吹 叶 


import definitions 
” $INCLUDE: 'SCII.Def" 
$INCLUDE: "DosCall.Def' 
$INCLUDE: 'PrintDry.Def" 


Hicrosoft (R) CodeUiew (R) Uersion 2.2 
(C) Copright Microsoft Corp. 1986-1988. All rights reserved. 
い 


Help Regs FedSM Outpt Go IvCur Come Trace Break Step 


操作 の 命令 は 、 以 下 の ど れ か お よび 自由 な 組み 合わ せ で 行え ます 。 


旋 メ ニュ ー に お ける コマ ンド 

プル ダウ ン ・ メ ニュ ー に 含ま れる コマ ンド を 選択 し て 実行 する 。 

放 メ ニュ ー に お ける コマ ンド の ショ ー ト カッ ト ・ キ ー 

メニ ュー に 含ま れる 一 部 の コマ ンド は 、 メ ニュ ー を 開か な く て も 簡単 
な キー 操作 (ファ ンク ショ ン ・ キ ー や [CTRL| キー) で 実行 で きる 。 


p ダイ アロ グ ・ コ マン ド 

シン ボリ ッ ク ・ デ バッ ガ SYMDEB コマ ンド と 同じ よう な 簡単 な コマ 
ンド と その 引数 を キー ボー ド か ら 入 力 し て 実行 きせ る 。 

p マウ ス 

マウ ス を 使っ て 実行 させ る 。 


Code View を 終え る に は 、"File" メ ニュ ー の "EXIT" コ マン ド を 実行 
する か 、 ダ イア ログ ・ コ マン ド R を 実行 し ます 。 


メニ ュー 


メニ ュー と その コマ ンド は 、 英 語 名 で 表示 され ます 。 こ こ で は 各 コ マ 
ンド の 機能 に つい て 要約 し て お きま す が 、 メ ニュ ー の 表示 は 、 次 の よう 
な 意味 を も っ て いま す 。 


P コマ ンド の アル ファ ベッ ト 省 略 名 

カー ソル が その コマ ンド の 人 箇所 に な く て も 、 そ の アル ファ ベッ ト の キ 
ー を 押せ ば 実行 で きる こと を 表し て いる 。 

た と えば 、”View" メ ニュ ー に お ける "Registers" コ マン ド は 、 


R 
で 実行 で きる こと を 表し て いる 。 
ショートカット ・ キ ー 
メニ ュー を 開か な く て も コマ ンド を 実行 で きる 便利 な キー 操作 の こと 


を いう 。 使え る ショ ー ト カッ ト ・ キ ー は 、 コ マン ド の 右側 に 表示 され て 
いる 。 た と えば 、"View" メ ニュ ー に お ける "Registers" コ マン ド は 、 


F2 
で 実行 で きる こと を 表し て いる 。 
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: 》) マー ク 
その 機能 が 有効 か どう か ある い は 実行 する か 否 か を 表す た め に 表示 さき 
れる 。 


(3 ドッ ト ) 

コマ ンド 名 の あと に ".…" が 付い て いる コマ ンド で は 、 そ れ を 実行 する 
と 各々 に 固有 の ダイ アロ グ ・ ボ ックス を 表示 し て 、 追 加 的 な 入力 や 設定 
を 行わ な けれ ば な ら な い 。 


Open... 新しく ファ イル を オー プン する 
Dos Shell DOS コマ ンド を 実行 する 
Exit CodeView を 終了 する 


どれ か 1 つ だ け 選 択 で きる 


》 Source ソー ス 行 を 表示 する 
Mixed ソー ス 行 と アセ ンプ ブル コー ド を 表示 する 
HSSemblu アセ ンプ ルコ ー ド を 表示 する 


Registers F2 レジ スタ ・ ウ ィ ン ド ウ 表 示 を 切り 換え る 
Output F4 出力 画面 を 表示 する 


司 NO 二 国有 検索 を 開始 する 

Next 次 を 検索 する 

Previous 前 へ 検索 する 

Label.….. アセ ンプ リ の ラベ ル を 検索 する 





g0g 


s プロ グラ ム を 実行 する 
Start プロ グラ ム を 再 実 行 する 
Restart トレ ー ス し な が ら 実 行 する 


Execute プレ ー ク ・ ポ イント を クリ ア す る 
Clear Breakpoints 了 


Rdd Match... CtrltM 
トレ ー ス ・ ポ イン ト を 追加 する 一 | Matchpoint. 


Tracepoint ウォ ッ チ 式 、 ウ ォ ッ チ 
Dolete MbOHDG OU IN 2 っ 
Delete Il uatoh 


ウォ ッ チ し て いる も の を すべ て 
解除 する 


フリ ッ プ ノ ス ワ ッ プ を 有効 に する / し な い 

バイ トコ ー ド の 表示 を 切り 換え る FlipZSwap 

大 文字 と 小文字 の 区 別 を 切り 換え る Butes Coded 
レジ スタ ・ ウ ィ ン ド ウ を 386 用 に する しない まま SenSe 


どれ か 1 つ だ け 選 択 で きる 


式 の 評価 を 自動 的 に 行なう ーー 

式 の 評価 を BASIC で 行なう |》 Ruto 

式 の 評価 を C で 行なう | B8Sic 

式 の 評価 を FORTRAN で 行なう 二 
d 
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以下 の 項目 に つい て オン ライ ン ・ ヘ ルプ を 使用 する 


Intro to Help 
Keuboardouse 
Run Commands 
Display Commands 
Expressions 


Match/Break 
emory Operations 
Sustem Commands 
Regular %pressions 
Thread Command 


Rbout CodeUiew 





操作 


CodeView に お ける キー ボー ド や マウ ス を 使っ た 
動 メ ニュ ー か ら の コマ ンド の 選択 と 実行 
動 カー ソル の 移動 
島 ウ ィ ン ド ウ の スク ロー ル 
な ど に つい て の 操作 方 法 は 、Quick BASIC の 統合 環境 に お ける 場合 と 
ほとん ど 同 じ で す の で 、 本 書 に お ける 4 て 5 章 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 ア クティ ブ に な っ て いる ウィ ンド ウサ イ ズ の 変更 は 、 次 の よう 
に し て 行い ます 。 


ウィン ドウ サイ ズ の 変更 


mW| 。 +-eeo 
lcTRL|+ la| 


1 行 ずつ 大 きく な る 


[cTRLl+ 品 | 
1 行 ず つ 小 さく な る 















区 切り バー を 上 下 に ドラ ッ グ する 
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ダイ アロ グ ・ コ マン ド 


簡単 な コマ ンド と その 引数 を キー ボー ド か ら 人 入力 し て 実行 きせ る こと 
が で きま す が 、 こ の コマ ンド の こと を 「 ダ イア ログ ・ コ マン ド 」 と いい 
ます 。 と の コマンド は 、 ウィ ジ シド ツウ ・ モ ー ド と シー ケシ シャ ル ャ モー ド 
の 両方 に 共通 し て 使え ます 。 
ウィ ンド ウ ・ モ ー ド の ダイ アロ グ ・ ウ ィ ン ド ウツ に お ける 
み 


の プロ ンプ ト で コマ ンド と 必要 な ら ば その 引数 を 入力 し ます 。 複 数 の コ 


マン ド を 入力 し た いと き は 、” : " で それ ら を 区 切り ます 。 
ここ で は 、 そ の コマ ンド を 要約 し て お きま す 。 


⑯⑮ ダ イア ログ ・ コ マン ド 


コマ ンド 機 能 
| MS-DOS コマ ンド と パラ メー タ | MS-DOS コマ ンド を 実行 する 
? 式 [, 書 式 ] 式 の 値 を 表示 する 
* 注釈 注釈 を 付け る 
< リ ダ イ レ ク シ ョ ン 人 (入力) を 行う 
ウ リ ダ イ レ ク シ ョ ン (出力 ) を 行う 


= リ ダ イ レ ク シ ョ ン (入出 力 ) を 行う 
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/ 式 

# 文 字数 

\ 

7 

A [アド レス ] 
BC (リスト | *} 


BD {リス ト | *}) 

BE (リス ト | ・) 

BL 

BP [アド レス [パス カウ ント ][" コ マン ド "]] 
C レン ジア ドレ ス 

D [アド レス | レン ジ ] 

DA [アド レス | レン ジ ] 

DB [アド レス | レン ジ ] 

DD [アド レス | レン ジ ] 


DI [アド レス | レン ジ ] 
DL [アド レス | レン ジ ] 


DS [アド レス | レン ジ ] 
DT [アド レス | レン ジ ] 
DW [アド レス | レン ジ ] 


E [アド レス | リスト ] 
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CodeView の ウィ ンド ウ を 表示 する 
正規 表現 を 検索 する 

ディ レイ 

ポー ズ 

タプ の 文字 数 を 設定 する 

出力 画面 を 表示 する 

8087 レ ジス タ の 内 容 を 表示 する 

アセ ンプ ブル し て メモ リ へ 書 出す 

プレ ー ク ポイ ント を クリ ア す る 

プレ ー ク ポイ ント を 無効 に する 

プレ ー ク ポイ ント を 有効 に する 

プレ ー ク ポイ ント を リス ト す る 

プレ ー ク ポイ ント を 設定 する 

メモ リ 内 容 を 比較 する 

メモ リ 内 容 を ダン プ 表 示す る 

メモ リ 内 容 を ASCI| ダン プ 表示 する 

メモ リ 内 容 を 16 進 ・ASCII ダン プ 表 示す る 
メモ リ 内 容 を ダブ ル ワ ー ド で ダン プ 表 示す 
る 

2 バイ トワ ー ド を 10 進 で ダン プ 表 示す る 
8 バイ ト 実 数 を 10 進 ・16 進 ダン プ 表 示す る 
4 バイ ト 実 数 を 10 進 ・16 進 ダン プ 表 示す る 
10 バ イト 実数 を 10 進 ・16 進 ダンプ 表 示す る 


メモ リ 内 容 を ワー ド 単 位 で 16 進 ゲン プ 表 示 
する 


引数 な し て 実行 する 


EA 


EB 
ED 


EI 
四 因 
ES 
Ei 
EU 


[アド レス | リスト ] 


[アド レス | リスト] 
[アド レス | リスト] 


[アド レス | リスト] 
[アド レス | リスト ] 
[アド レス | リスト ] 
[アド レス | リスト ] 
[アド レス | リスト ] 


EW [アド レス | リスト] 


F 


レン ジ リス ト 


プレ ー ク ポイ ント ・ ア ドレ ス 


ポー ト 

[引数 ] 

レシ ンジ アド レス 
[基数 ] 

ポー ト バイト 
[カウ ンタ ] 


[レジ スタ ー【[[=] 式 ]] 
レン ジ リス ト 
人 +|-|8) 


指定 し た アド レス へ ASCI 文字 列 を 書 込 
む 

指定 し た アド レス へ バイ ト 値 を 書 込 む 
指定 し た アド レス へ ヘ ダブル ワ ー ド 値 を 書 込 
む 

指定 し た アド レス へ 符号 付 整数 値 を 書 込 む 
指定 し た アド レス へ 8 バイ ト 実 数 を 書 込 む 
指定 し た アド レス へ 4 バイ ト 実 数 を 書 込 む 
指定 し た アド レス へ 10 バ イト 実数 を 書 込 む 
指定 し た アド レス へ 符号 な し 整数 値 を 書 込 
む 

指定 し た アド レス ヘ へ ワー ド 値 を 書 込 む 
メモ リ を リス ト 値 で 埋め る 

プロ グラ ム る を 実行 する 

オン ライ ン ・ ヘ ルプ を 表示 する 

ポー ト か ら 1 バ イト 読み 込む 

再 実行 する 

メモ リ 内 容 を コピ ー す る 

基数 を 設定 する 

ポー ト へ 指定 バイ ト 数 出力 する 

コー ル ・ ル ー チ ン を トレ ー ス し な い 
CodeView を 終え る 

レジ スタ の 値 を 表示 また は 変更 する 

バイ ト 値 を 検索 する 

命令 コー ド の 表示 形式 を 設定 する 
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K 
T [カウ ンタ ] 


TP [タイ プ ] レン ジ 


TP? 式 [ , 書式 ] 

U [アド レス | カウ ンタ ] 
V [ 式 ] 

WE アル 名 員 
行 番号 ] 

W [タイ プ ] レン ジ 


W? 式 [ , 書式 ] 

Wg 式 [ , 書式 ] 

X? [モジ ュー ル | ルー チン . シン ボル 名 ] 
[*] 

Y 個数 


g0B 






スタ ッ ク ・ ト レー ス を 表示 する 
トレ ー ス する 


メモ リ の トレ ー ス ・ ポ イン ト を 設定 する 





タイ プ | サイ ズ 

A ASCII 

B バイ ト 

I 符号 付き 整数 
U 符号 な し 整数 
Ww ワー ド 

D ダブ ル ワ ー ド 
S ショ ー ト 実数 
四 ロン グ 実 数 

本 10 バ イト 実数 
な し デフ ォ ル ト 


式 の トレ ー ス ・ ポ イン ト を 設定 する 
メモ リ 内 容 を 逆 ア セン プル する 
式 の ある 行 を 表示 する 

行 番号 で 表示 する 


ウォ ッ チ ・ ポ イン ト と トレ ー ス ・ ポ イン ト 
を リス ト す る 

ウォ ッ チ ・ メ モリ と ウォ ッ チ 式 を 設定 する 
ウォ ッ チ ・ ポ イン ト を 設定 する 

名 前 を 表示 する 


ウォ ッ チ を 解放 する 


オン ライ ン ・ ヘ ルプ 


CodeView の 操作 に 関す る 詳細 な オン ライ ン ・ ヘ ルプ が サポ ー ト され 
て いま す 。 こ の オン ライ ン ・ ヘ ルプ を 利用 する に は 、 そ の ファ イル で あ 
る 


CV.HLP 
が な けれ ば な り ま せん 。 オ ン ラ イン ・ ヘ ルプ を 表示 する に は 、3 つ の 方 
法 が あり ます 。 


"Help" メ ニュ ー を 実行 する (|GRPH| + |H キ ー) 
(特定 の 項目 か ら 見 る こと が で きる ) 

PP ショ ー ト カッ ト ・ キ ー の |f・1| キー を 押す 

ダイ アロ グ ・ コ マン ド の H コマ ンド を 実行 する 


そう し ます と 、 ヘ ルプ が 表示 され ます の で 、 続 け て 前 後 を 見 る か キャ 
ン セ ル し て くだ さい 。 
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File Uiew Search Run Match Options Languags Calls Help | F8=Trace F5=Go 


CodeView (R) ヘル プ シス テム 
の つの 方 法 で 4 巡 奴 に 入る こと が で きま す 。 
1. Help を 292 す る か GRPHrH を 同時 に 押す こと に より た ュ - が アッ し ます 。 
次 に た ュ - の 選択 を 行う こと に より きい リ - - の 画面 に 入り きす : 
2. H また は F1 を 押す こと に より へ M7" 画面 が 表示 され ます 。 


アシ 234 の 中 で は 、 まり か が ッ 22 を 2 り 22 す る か 、 あ る い は いずれ か の 
を 押す こと に より 6 1 と が で きま す 。 画面 の 中 で 
使わ れ て いる 人 色 と め 2 


や タイ ト 省略 可能 な 項目 を 示す [項目] 
本 る 用 提 や 計器 上 4 っ 1 


ト [ 
ga きた は b を 示す さき Tb 
遂 な 語 に 置き 換わる 情報 グレ 芝 が に 
SCREEN 1 OF 1 (Introducing Help) 





オン ライ ン ヘ ルプ の 操作 
、 次 の 頁 を 見 る 


Next を クリ ッ ク す る | Prev を クリ ッ ク す る | Cancel を クリ ッ ク す る 





g10 


付録 








マウ ス の 使い 方 
@②@ キ ー 採 作 一 覧 
⑥ 揚 能 別 キ ー 操 作 一 覧 








付録 1 


マウ ス の 使い 万 


Quick BASIC で は 、 マ ウス を キー ボー ド と と も に 使え ます 。 こ こ で 
は 、 マ ウス その も の の 基本 操作 に つい て 要約 し て お きま す 。 


ボタ ン 左 ボ タン 

コー ド の 付い て いな い 側 を 手前 
に し て マウ ス を 握っ た と き マ ウ 
ス ・ ボ タン を 、 そ れ ぞ れ 「 左 ボ 
タン 」・「 右 ボタ ン 」 と 呼び ます 。 
特に 断わり が な いか ぎり 、 ボ タ 
ン と いっ た ら 、 左 ボタ ン の こと 
を いい ます 。 


ーー 一 右 ボ タン 


マウ ス ・ ボ インター 
QuickBASIC で は 、 マ ウス が 示 
す 位置 は せ 、 ス クリ ー ン 上 田 の 位 
置 に な り ま す 。 そ の 位置 の こと 
を 「 マ ウス ・ ポ イン ター」 と い 
いま す 。 


glg 


『 基本 操作 


移動 ( ポ ボ ポインティング) | マウ ス を 動か し た い 方 向 に 動か す 。 マ ウス ・ 
ポイ ンタ ー も 移動 する 。 


左 ボ タン を 1 回 押し て 放す 。 
ダブ プル ・ ク リッ ク 左 ボ タン を 2 回 続け て 速く 押し て か ら 放 す 。 
左 ボ タン を 押し な が ら マ ウス を 動か す 。 
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り 鍼 2 


キー 操作 一 覧 


統合 環境 に お ける 「 キ ー 操 作 別 機能 一 覧 に つい て まとめ て あり ます 。 
目的 と する 操作 の た め に は 、 ど うい う キ ー 操 作 を 行なう の か を 知り た い 
と き は 、「 機 能 別 キー 操作 一 覧 』 を ご 覧 くだ さい 。 

より 詳し い 解 説 は 、 各 キー 操作 に つい て の 該当 ペー ジ を お 読み くだ さ 



































































































































い 。 
キー の 並び で " 十 " は 同時 に 押す こと を 表わし 、"、" は 続け て 押す こと 
を 表わし ます 。 
に ee カー ソル を ] 宇 右 に 移動 する … ぐ oe 97.113 
| に | pie ee カー ソル を ] 字 左 こ 移動 する DEEUHTPTUTYYPCTTPPCTETPTPPTETYEYY で Y' で d/. 3 
111- ーー ニー ニー カー ソル を 行 上 こ 移 動 す る ECUTLELLLCPHPTTLLTYYYTEYYTTFTPYFFTPFYPTYTYTTP 97/. d 
一 ーーーーー カ ー ソ ル を 1 行 下 に 移動 
妃 キ ーーー ー カーソル の 左 の 文字 を 削除 
CTHLI|+ 上 | カー ソル を 1 語 
OTHL | + [に | 一 カー ソル を 1 語 
CTHL|+A カー ソル を | 語 
CTHL|+C 1 ウィ ンド ウ 下 へ スク ロー ル す る 
CTHL|+ ロ - カ ー ソ ル を | 字 
OTRLI|+E カー ソル を 1 行 上 
OTRHL|+F- カー ソル を 1 語 右 に 移動 する … 
OCTHL|+ |f8| - 前 の プロ シー ジャ を 表示 する …… 
OTHL|+ |f・ 引 ウィ ンド ウ を 元 の サイ ズ に する 
GTHL| [ff:1 ロ 一 一 ウィ ンド ウ を フル サイ ズン ノ 元 の サイ ズ に する …… の eieie…… 67 
CTRHL 圭 ロ - ーーーー カ ー ソ ル の ある 文字 を 削除 する POTDUUKYPTTPPPPTTYYYPYYTTYTYYTY で PTP ]19 


































































































































































































































































CTRL|+H カー ソル の 左 の 文字 を 削除 する ーッ ooiomomomomeenenenenenr ]19 
DTHL|+ [HELP] - カ ー ソ ル を モジ ュー ルン プロ シー ジャ の 終わ り に 移動 する …… 113 
OTRHL | キーーーー ー- タ ブ を 挿入 する iiiiiiiriritititititt ]1g 
OTHL|+ IINB] 一 上 ビ / 編 集 " メ ニュ ー の "C/ コ ピー" コ マン ド を 実行 する ………………… 119 
CTRL|+J カー ソル を 次 の 行 の 先頭 に 移動 する ………ー ド ドド ーー 113 
OTRL|+K. (0111813) カー ソル の ジャ ンプ ・ マ ー カ ー を 設定 する …….187 
CTHLI+L " 選 / 検 索 ' メ ニュ ー の "/ 指 定 文字 列 検索 "コマ ンド を 実行 する …… 163 
OTRLI+N - カ ー ソ ル の 位置 に 1 行 挿入 する eeeoeooeeeeeeeeeeei 
OTRHL|+Q.A_-- "8/ 検 索 ' メ ニュ ー の "/ 置 換 . . . "コマ ンド を 実行 する 
OTRL|+Q.D- カー ソル を モジ ュー ルプ プロ シー ジャ の 終わ り に 移動 する ……… 13 
OTRHL|+Q.D カー ソル を 行 未 に 移動 する emem 
OTHL|+Q.E_-- カ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 先頭 に 移動 する ……………… 
OTHL|+Q.F “8/ 検 索 " メ ニュ ー の "F/ 検 索 . . . "コマ ンド を 実行 する 
OTRHL|+Q. 昌 カー ソル を モジ ュー ルプ プロ シー ジャ の 先頭 に 移動 する ………… 13 
CTHL |+Q.S-ー- カ ー ソ ル を 行 の 先頭 に 移動 する …… ド mm 13 
OTRLI+ 品 .X ー カ ー ソ ル を ウィ ンド ウ の 終わ り に 移動 する ……… つ ……rmomomr d 
OTRHL|+Q.Y カー ソル の 位置 か ら 行末 まで を クリ ッ プ ボー ド へ カッ ト す る …… 119 
OTRHL|+Q. (0I11gE1 一 カー ソル を ジャ ンプ ・ マ ー カ ー へ 移動 する ……… 17 
OTRHL| + ロ ーーーーー 1 ウィ ンド ウ 上 へ ヘス クロール す る oe 4 
OTRL|+ [ROLL DOWN| ーーー 1 ウィ ンド ウ 右 へ スク ロー ル す る ………… 4 
OTRL|+ [OLL UP] -] ウィ ンド ウ 左 へ スク ロー ル す る ……… 114 
CTHLI+ キ ーーーー カー ソル を 左 に 移動 する ee 3 
CTHL| キ T エ ーーー カー ソル の ある 1 語 を 当 除 する eee ]19 
DTHL| + ソ ーーーー 挿入 モー ド と 上 書 モー ド を 切り 換え る ………memenenrnnnnnn ]1] 
OTRL| +W 一 一 一 ] 行 上 ヘス タロ ー ル する iT ]4 
[OTRL|+Xー カー ソル を 下 に 移動 する ee 3 
[OTRHL| + ヤ ーー ーー カー ソル の ある 行 を クリ ッ プ ボー ド へ カッ ト す る 9 
CTHL|+ ア ーーーーー ] 行 下 へ スク ロー ル す る 隊 EECUOCLLCULLLULKCLK 4 
[DEL] ーーーー/ 編 集 "メニ ュー の "E/ 削 除 " コ マン ド を 実行 する …………………… 9 
ESD| ーーー 操作 を 取消 す (キャ ン セ ル ) する ノ メ ニ ュー を 閉じ る ………… 61.79 
耶 ーーーーーーH/ ヘ ルプ メニ ュー の "G/ 全 般 .. “コマ ンド を 実行 する …………… 76 
fg ーー "WV/ 表 示 " メ ニュ ー の "8/8U 昌 一覧.  . "コマ ンド を 実行 する …… 135 
f'.3 ーー "*/ 検 索 "メニ ュー の " 曲 / 次 の 検索 "コマ ンド を 実行 する …………… 1g3 
If・4] ーーーーーーー"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "U/ 実 行 画面 "コマ ンド を 実行 する ………… 169 
ff 一 ーーーーーーーー" 日 / 実 行 " メ ニュ ー の "N/ 続 行 "コマ ンド を 実行 する …………… 188.166 
〒 旨 一 次 を アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 切り 換え る …… ぐ (omo 65 
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GHPFHI],D.L ーー ロロ / デ バッ グ " メ ニュ ー の "L/ 全 ウォ ッ チ 削除 "コマ ンド を 





GHPH],D.S8ーーー“D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "5/ カ レン トス テー トメ ント の 設定 " 








GHPH],D.Wー "ロロ / デ バッ グ " メ ニュ ー の "W/ ウ ォ ッ チ ポ イン ト 、. . . "コマ ンド 














GO 
U 
に 








,E.Fーーー ビ / 編 集 " メ ニュ ー の "F/ 新 規 FUNOTION.… ひ コマ ンド を 


0) 
回り 
TU 
四 





























G) 
上 


jEU 











G) 
U 
国 








GHPH|,F.AーーーーF/ フ ァイル "メニ ュー の "A/ 名 前 を 変え て 保存 . . . "コマ ンド 


実 実行 お 9B9KRRWSRSRR2SMB YEE65 本 29KYKSRRRSGRRSRS あ RSR65 


TS ら 


16 


人 ff・7 カー ソル の 位置 まで 実行 する …iiiiwii ド ーー 
fB| 一 ーーーーーー 次 の ステ ー ト メン ト (プロ シー ジ ヤ ャ を 含む ) を 実行 する ……… 
生 ・9 ーーーーーーーーーーー 一 ーー ブレ ー ク < ポイ ント を 設定 解除 する We お を 乱入 
[f10| 次 の ステ ー ト メン ト (プロ シー ジャ を 除く ) を 実行 する ……… 
GRHPH| 一 一 ーーーーー メ ニュ ー を 開く 閉じ る …… ド ドド oon…… 
[GHPH]+ は | アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 大 きく する ………………… 
[GRPH]+ に] アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 小さ くす る ………… 
[GRPHI|+ ー ビ / 編 集 " メ ニュ ー の "U/ 元 に 戻す "コマ ンド を 実行 する ………… 
GHPH 半 | */ 関 数 "メニ ュー を 開く 本人 后 計 あさ る なあ な で ち w な 69 か die の も る ちる 
GHPHI], D.Aーー ーー ロ / デ バッ グ " メ ニュ ー の "A/ ウ ォ ッ チ の 追加 .. . "コマ ンド を 
実行 する moeereeeeetseeeweeeeegeeeeeeaeeeeseeeeaeaeSeopeeeeeeeeeseedeeeeoeeetaeoe 
GHPHI, D.B *D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "日 / ブ レー ク ポ イン ト * コ マン ド を 
実行 する 669 宮 ある る る や る 
[GHPH], D.C "D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "/ 全 ブレ ー ク ポイ ント の 解放 " コ 
マン ド を 実行 する で awaip'e'na aa 色 a で か な の あめ あお きる 6 きき ある る お 9 あおり す 6 す の き を る 0 る な 4 る 68 る see 
[GHPH],D.D _--"D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の " 串 / ウ ォ ッ チ の 削除 .. . "コマ ンド を 
実行 する yoweeeeedeoseeegeeepoeedadaeoe6 る る る 6 の seegso の 9oo な ee る か 0 る を なおる る pop 
[GHPH],D.H_- -"D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "HH/ ヒ スト リ " コ マン ド を 実行 する …… 


ACN6PRRW2 が 222RvRekee9cesedy ai 


コ ゴマ R を 実行 お 2 WswswoweonwahnedgnsGsaxefenyastsfte 
GRPH],D.Tーーー*D/ デ バッ グ " メ ニュ ー の "TT/ ト レー ス * コ マン ド を 実行 する …… 


圧 行 す 2 る miotskeeeaeereze2nesaaedosAsysste2VSer 寺 28viseasiss 
GHPHI],E.C_ --“ ビ / 編 集 " メ ニュ ー の " 〇 / コ ピー" コ マン ド を 実行 する …………… 
,E. ビ ーーーー ビ / 編 集 " メ ニュ ー の " ビ / 削 除 " コ マン ド を 実行 する ……………… 


実行 する 了 する する の る やる きち どる る むる る る る る る さる る る る きる も 8 ちら さ さらさ assoeeaee eeeeaaeeeaeea 
GHPH],E! ピ ーーーー"E/ 編 集 "メニ ュー の "P/ ペ ー ス ト *" コ マン ド を 実行 する ……… 
GRPH],E.S_"E ビ / 編 集 "メニ ュー の "8/ 新 規 BUB..“ コ マン ド を 実行 する … 
GHPH],E. エ ーーーー" ビ / 編 集 "メニ ュー の "TT/ カ ッ ト " コ マン ド を 実行 する ………… 
/ 編 集 "X ニ ュー の "し / 元 に 戻す "コマ ンド を 実行 する ……… 
,E. ヤ ーー" ビ / 編 集 " メ ニュ ー の "Y/ 構 文 チェ ッ ク " コ マン ド を 実行 する …… 






























































































































































GRPH|.F.Dーーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の *C/ サ ブ ・ フ ァイル 作成 . "コマ ン 
ド を 実行 する oe 140 
BRPH],F.Dーーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の "D/MS-DOS コマ ンド "コマ ンド を 
実行 する て て COLOOLCOOU た LLCLLUUOLLAUUTAU よ KCD い 人 BU 
[GRPH],FJL ーーF/ フ ァイル "メニ ュー の 'L/ サ ブ ・ フ ァイル 常駐 . “コマ ンド 
を 冥 行 する ]43 
GRPH], FM ーーF/ フ ァイル "メニ ュー の "M/ 追 加 . .… "コマ ンド を 実行 する ……… 103 
ORPH |,FJN ーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の "N/ 新 規 " コ マン ド を 実行 する ………… 99 
GRPH|,F.D ーーF/ フ ァイル "メニ ュー の "0/ 読 込 .. "コマ ンド を 実行 する ……… 94 
ORPH],F.Pー ーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の "P/ 印 刷 . .…“ コ マン ド を 実行 する …107.145 
GRPH],F.B- ーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の "ご / 保 存 " コ マン ド を 実行 する …………… IO0 
GRHPH],F.U "F/ フ ァイル "メニ ュー の "U/ サ プ ′ ・ フ ァイル 解放 . "コマ 
ンド を 実行 する oo 105 
GRPH],F.V ツ ーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の "V/ す べ て 保存 "コマ ンド を 実行 する ……100 
ORPH],F.Xーーー"F/ フ ァイル "メニ ュー の *X/ 終 了 " コ マン ド を 実行 する …………… Bl 
GRPHI,HJC ーー"H/ ヘ ルプ メニ ュー の "O/ ヘ ルプ を と じ る "コマ ンド を 実行 する …- 75 
GRPH],H,Bーーー"H/ ヘ ルプ メニ ュー の "G/ 全 般 . .. "コマ ンド を 実行 する …………… 7 
GRPH],H エ ーーーH/ ヘ ルプ メニュー の "T/ キ ー ワ ー ド "コマ ンド を 実行 する ……… 78 
GRPH],H,C HI/ 実 行 "メニュー の"C/COMMAND お 入力 .…… "コマ ンド 
を 実行 する OCSAALLAALLLLLULULLLLLLUCLLLD gd 
GRPH], HL ーー"H/ 実 行 "メニ ュー の "し / ラ イブ ラリ 作成 ..…“ コ マン ド を 実行 
する ECCCCCCCLCLLLCLLEECUSLSLSLSSSSSSSSSSLSSSSSSSSSSSSS 5U 
ORPH],HM_ ーー"H/ 実 行 "X ニ ュー の "M/ メ イン モジ ュー ル の 設定 .. . "コマ ン 
ド を 実行 する 時 生 和 の FLLLPCCCCLLLCCALCLLCLULLLLULLLULLLLU ]0Z 
GRPHI,HJN_"H/ 実 行 メ ニュ ー の *N/ 続 行 : コ マン ド を 実行 する ………………… 88 
GRPH|, HH "H/ 実 行 メ ニュ ー の " 昌 / リ スタ ー ト "コマ ンド を 実行 する ……… 68 
GRPHI|, RB" 則 / 実 行 メ ニュ ー の "8/ ス ター ト " コ マン ド を 実行 する ………… lg8 
GRPH|,HX- ーー"H/ 実 行 "メニ ュー の *X/EXE ファ イル 作成 .. "コマ ンド を 
実行 する COACCOOSCCCCCOOUKCLLULLLLLALUULLLUT 5d 
GRPH|,B.D "ご / 検 索 "X メ ニュ ー の *C/ 置 換 .. "コマ ンド を 実行 する …………… 185 
GRPH|, 8.F ーー"/ 検 索 " メ ニュ ー の "F/ 検 索 .. "コマ ンド を 実行 する …………… 1g] 
GRPH|,B.L ーー"/ 検 索 " メ ニュ ー の "L/ ラ ベル . "コマ ンド を 実行 する ………… 84 
GRPH|,8.H ーー */ 検 索 " メ ニュ ー の "/ 次 の 検索 "コマ ンド を 実行 する ………… 83 
ORPH|,S.8- ーー"/ 検 索 ' メ ニュ ー の "8/ 指 定 文字 列 検索 "コマ ンド を 実行 する …183 
GRHPH|,V.E ーーー"V/ 表 示 ' メ ニュ ー の "E/ 次 の SUB" コマ ンド を 実行 する ……… 136 
ORPH|,V」ーー ーー*V/ 表 示 ' メ ニュ ー の "|/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 編集 "コマ ン 
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を 天 生 MRP 143 








































































































































































































































GHPHI].V.L "V/ 表 示 メ ニュ ー の "L/ イ ンク ルー ド ・ フ ァイル 表示 "コマ ン 
克実 行 すず pokeeraven ketcoeeizase 2 誠 0 14g 

GHFH],V.N- "V/ 表 示 " メ ニュ ー の *N/ 次 の ステ ー ト メン ト " コ マン ド を 実行 する -]B8 
GHPH],V.O_ -"V/ 表 示 ' メ ニュ ー の "D/ オ プシ ョ ン .… … "コマ ンド を 実行 する ……… 7 
GHPH], V.P--"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "(画面 分 割 " コ マン ド を 実行 する ………… 66 
GHPH],V.S--"V/ 表 示 " メ ニュ ー の "5/8U 日 一 覧 .. . "コマ ンド を 実行 する … 85 
GHPH|, V.U--“V/ 表 示 " メ ニュ ー の "U/ 実 行 画面 "コマ ンド を 実行 する ………… 188 
[HOME | カー ソル を 行 の 先頭 に 移動 する ee 22234zeeeas 13 
[IN|-ーーーーーーーー 挿入 モ ー ド と 上 書 モ ー ド 左 切り 換え る ee ] 
IHOLL DOWN] 1 ウイ ンド R ウ NR ベ スズ スクロール する Re 4 
[HOLL UP] ドウ イイ 選民 ウ 和 上 人 ヌス 必 回 に 引 表 eee ]14 
[SHIFTI+|CTHL]+| ビ | カー ソル の 位置 か ら 1 語 右 へ 選択 する ………………… 15 
SHIFT|+[GTRL|+|-| カー ソル の 位置 か ら 1 語 左 へ 選択 する ………………… ll5 
ISHIFT|+ [CTHL|+ [HELP| --- カ ー ソ ル の ある 行か ら 終わ り ま で を 選択 する …………… 5 
ISHIFT|+ICTRL|+ IHETURN] --- カー ソル の ある 1 行 を 選択 する ………………… ド | l5 
[SHIFT|+ICTRL]+ [OLL DOWN] --- カー ソル の 位置 か ら 右 へ 1 画面 分 選択 する …… 16 
SHIFT+ [CTHL|+ [OLL UP| カー ソル の 位置 か ら 左 へ ] 画面 分 選択 する ……… l16 
SHIFT|+ [DEL | 一 E/ 編 集 " メ ニュ ー の "T/ カ ッ ト " コ マン ド を 実行 する …………… 19 
SHIFT| |f・]] 上 H/ ヘ ルプ メニ ュー の "TT/ キ ー ワ ー ド "コマ ンド を 実行 する …--60.78 
[GHIFT | |f・g| 次 の プロ シー ジャ を 表示 する < 寺 訪 see 3B 
[SHIFT] + [f. 引 "H/ 実 行 "メニ ュー の "8/ ス ター ト " コ マン ド を 実行 する ……… 188.166 
SHIFT| + |f・6| 前 を アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 切り 換え る …… 

SHIFT| + |[f・B] ヒストリー を 戻す 

SHIFT|+ |f・10| _-- ヒ スト リー を 進め る … 

[SHIFT| + | カー ソル の 位置 か ら 1 文字 右 へ 選択 する …… 

SHIFT|+ |-| カー ソル の 位置 か ら 1 文字 を へ 選択 する … 

SHIFT | | 1 | 一 - カ ー ソ ル の ある 行か ら 上 へ ] 行 選択 する ーー…… 
SHIFT|+ [| - カ ー ソ ル の ある 行か ら 上 へ 1 行 選択 する …………ー…ー… 
SHIFT| + [HELP | カー ソル の 位置 か ら 行末 まで を 選択 する ……………ーーー… 
HIFT 十 HOME カー ソル の 左 か ら 行 頭 ま で を 選択 する DOCCCCCPCTTTTYTPTTTPTTYYTTYTYPFYPPYYT 
SHIFT| + [INS] -“ ヒ / 編 集 " メ ニュ ー の *P/ ペ ー ス ト " コ マン ド を 実行 する …… lg1.1g5 
HIFT|+ [OLL DOWN| カー ソル の ある 行か ら 下 へ | 画面 分 選択 する ……116 
HIFT|+ [DOLL UP] 一 - カ ー ソ ル の ある 行か ら 上 へ 1 画面 分 選択 する ……-]15 
SHIFT|+ TA 日 | 選択 し た テキ ス ト を 左 へ 寄せ る eeoeeeeeeeeeeeeeeeeeeeortosseeaesscee 70 
TAB] ーーーーー タ ブ を 挿入 する プ ダ イア ログ ・ ボ ックス 内 で 移動 する ……………… 70 
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機能 別 キ ー 操 人 一覧 


統合 環境 に お ける 「 機 能 別 操作 一 覧 」。 を まとめ て あり ます 。 
キー の 用 途 を 知り た いと き は 、「 キ ー 別 操作 一 覧 」 を ご 覧 くだ さい 。 
より 詳し い 解 説 は 、 各 キ ー 操 作 に つい て の 該当 ペー ジ を お 読み くだ さ 












































い 。 
基本 

メニ ュー を 開く [GRPH] 

メニ ュー を 閉じ る 

MS-DDS の コマ ンド を 実行 する ーーーーーー[GRPHI,FD で ee BU 
MS-DO8 を 終了 する BRPH LT B 
操作 を 取消 す (キャ ン セ ル ) する ーーーーー[ESO| men Bl .79 
ヌス クリ ー ジ の 属性 を 設定 ずる ーーーーーー|GEERILMGO 7@ 

ファ イル を 管理 する 

新しく ソー ス ・ フ ァイル を 作成 する [BRPHILFN err 8e 
すでに 作成 し て ある ファ イル を 読み 込む |GHPHI,FO mm 94 
別 の ファ イル を 読み 込ん で 追加 する BRPHIIFM ooo 103 
ファ イル を 保存 する BRPHILFSB oe ]0U 
別 09 ヴ ァイル 名 保 和 な する ーー 一 時 タ emmrmmmimema 108 
すべ て の ファ イル を 保存 する 一 ーーーー 一 [RFRIRMPTOeoerrore”rorrmermmr”" ]100 
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すでに メモ リー に 常駐 し て いる ファ イル を - |GFPHI|,F.C ーー ベー イー PP 140 
消さ ず に 新しい ファ イル を 作成 する 
すでに メモ リー に 常駐 し て いる ファ イル を -- [GRPHl.FL ka 143 
消さ ず に 別 の ファ イル を 読み 込む 
メモ リー に 常駐 し て いる ファ イル を 解放 する IlGHPHI.F.U ee ]05 
表示 する 
ウィ ンド ウ を 元 の サイ ズ に 戻す ーー[CTFLI+lf] 
アク ティ ブ ・ ウ ィ ンド ウ の サイ ズ を 大 きく する [GFPH|+ け ] 
アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ の サイ ズ を 小さ くす る [GRPH|+ 
前 を アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 切り 換え る [5HIFT]+ 
次 を アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ に 切り 換え る 回 | ACN2hakaeNNsa22Wt33f 和 782SSHE&azes2aassi 
プロ シー ジャ の 一 覧 を 表示 する = 1GRPHl.vs 
人 ff* COTTONOYYY て YY 
前 の プロ シー ジャ を 表示 する [GTEU+ lr] 
次 の プロ シー ジャ を 表示 する - ーー eee 
[SHiFTl+ fg| GOMP ekebotacYi90 が KRS 195 
アク ティ ブ ・ ウ ィ ン ド ウ を 分 割 す る ーー| 介 PHI aeareeoovaxreeasteeds: BB 
ウィ ンド ウ の 分 割 表 示 を や め る -ーーーーーーー 才 Y4ー 衣 COTEOETTTPPPTRTETRPPTYFRYTR 6D 
イン クル ー ド ・ フ ァイル の 内 容 を 表示 する - IGRPH|.VL RDNS2sr2a22282REEs お な ]4g 
実行 結果 の 画面 を 見 る ーーーーーーーーー [GRPH],VJU kaRR た NE280i233 お 02 188 
スク ロー ル す る 
] 行 下 へ スク ロー ル す る = ー[CTHFL|+Z 8002 4 
] ウィ ンド ウ 上 へ スク ロー ル す る - [OLL UP 4507SRAOGRCxctvk2KhcpR が SD 4 
[GTHLl+F KNORRRGS6808CS が GO 4 
] ウィ ンド ウ 下 へ スク ロー ル す る ーー -IOLL DowN] ROW SRSa4wateGie6&4294 baseds ]14 
[CTHLI+o Rx 113.114 
1 ウィ ンド ウ を へ スク ロー ル す る - ーー[GTRLI+ IROLL UP| it… 4 
1 ウィ ンド ウ 右 へ スク ロー ル す る [GTHLI+ [ROLL DOwN] ………… 4 








ee0 








テキ スト を 選択 する 

















































































カー ソル の 位置 か ら 1 文字 右 へ 選択 する 5HIFT|+ ピ トー 5 
カー ソル の 位置 か ら | 語 を へ 選択 する _ ISBHIFT|+[GTBLI+ に ーーー 15 
カー ソル の 位置 か ら | 語 右 へ 選択 する JIBHiFTT [CTRLHE| ーーーー ]5 
カー ソル の 位置 か ら を へ 1 画面 分 選択 する _ [SHiFT|+ICTRHL+IROLLUP| ーー 116 
カー ソル の 位置 か ら 右 へ | 画面 分 選択 する [5HFTI+[CTHLI+IRBOLL DOWN| ……… 1B 
カー ソル の 左 か ら 行頭 まで を 選択 する [HIFT|+IHOME| ……… 15 
カー ソル の 位置 か ら 行末 まで を 選択 する [5HIFT|+ [HELP| …ーーーー ]15 
カー ソル の ある 1 行 を 選択 する IS5HFT+ICTHL+jgETURN|I ーー ]5 
カー ソル の ある 行か ら 上 へ 行 選択 する [HIETI+ ーー 5 
カー ソル の ある 行か ら 上 へ 1 行 選択 する 一 [HIET|+L ト …ー ド mem 15 
カー ソル の ある 行か ら 上 へ | 画面 分 選択 する [SHIFT| + [OLL UP| … 116 
カー ソル の ある 行か ら 下 へ | 画面 分 選択 する [5HFT+IROLLDOWM ーー 118 
カー ソル の ある 行か ら 終 わり まで を 選択 する [5HIFT|+[CTRL+IHELP| ………… 11 
カー ソル を 移動 する 
] 字 左 に 移動 する ーー 一 本 aaesaeaeessaps3 
] 字 右 に 移動 する ーーーーーーーーーーーーー| | eyeWiiei esysaioiezzassekosceeesseyes 
キロ mm 
| 語 左 に 移動 する eo 
Weedeeeemeaeeeeae 
1 語 右 に 移動 する ニー 
ee 
行 の 先頭 に 移動 する Pe 
[CTRL]+Q.S 
次 の 行 の 先頭 に 移動 する ーー [CTHLI に RNNKGKOSKKGedt2SSOGK2KReS 
行 未 に 移動 する IGTRH+op 
| 行 上 に 移動 する ー EE 
oraulte 
| 行 下 に 移動 する ーーーーーーーー[J]……………| -93. 
PR 
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ウィ ンド ウ の 先頭 に 移動 する ーー ーーーーーー †QE 















































ウィ ンド ウ の 終わ り に 移動 する CTHLI+Q.X 
モジ ュー ルプ プロ シー ジャ の 先頭 に 移動 一 [CTHL|+Q. 胡 
する 
モジ ュー ルプ プロ シー ジャ の 終わ り に 移 一 一 [CTHLI+ [HELP| … mm 13 
動 する 

CTRLIGIO oo 13 
ジャ ンプ ・ マ ー カ ー を 設定 する OTRLI+K. (0IT1199 ee 87 
ジャ ンプ ・ マ ー カ ー へ 移動 する GTRLI+Q. 011819 ene 197 
ダイ アロ グ ・ ボッ クス 内 で 移動 する ーーーーー [TAB] 2 の RRBFSWAKRSXRKGcS2RKSNe2tgvgd 70 

[SHiFTI+ITAg| 

編集 する 

挿入 モー ド と 上 書 モー ド を 切り 換え る ーー 一 
アン ドゥ を 実行 する ーー 


カー ソル の 位置 に | 行 挿入 する 
タブ を 挿入 する ー 





選択 し た テキ スト を 左 へ 寄せ る ーーーーーー 


カー ソル の ある 文字 を 削除 する ーーーーーーー 


カー ソル の 左 の 文字 を 削除 する 


カー ソル の ある 1 語 を 削除 する 
選択 し た テキ スト を 削除 する 





イン クル ー ド ・ フ ァイル を 編集 を する 
































新しく U 昌 プロ シー ジャ を 追加 する ーー 一 |GFPRIEB eee 
新しく FUNOTION プロ シー ジャ を GBRPHILEF ooo 
追加 する 

プロ シー ジャ を 削除 する GRHPHIVSD ーー…meomomoeoereeenernrem 
プロ シー ジャ ヤ を 移す GHPHIVJSM ーー 
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クリ ッ プ ボー ド を 使う 





















































選択 し た テキ スト を クリ ッ プ ボー ド ヘ へ カッ ーー |GHPHIET mm 
ト する jl|+IpeL 
カー ソル の 位置 か ら 行末 まで を クリ ッ プ ーー ICTRLITOY "or 
ボー ド へ カッ ト す る 
カー ソル の ある 行 を クリ ッ プ ボー ド へ カ ー[GTRLITY" meme 119 
ッ ト す る 
選択 し た テキ スト を クリ ッ プ ボー ド ヘ へ コーーー[GHPHI.EO mmm 117 
ピー する CTHL +[Ng] を 117.119 
クリ ッ プ ボー ド の 内 容 を カー ソル の 位置 [GR 朋 肛 |。 眉 也 RNP9emeinenerrnearroxneiexsctos 118 
へ ペー スト する [SHIFT|I+ [INg] 42taen2x22eY38GSressdeses ]8l.185 
検索 する 
検索 文字 列 を 設定 し 実行 する - - [IGRPHl.SF 
[GTRLl+QF 
指定 し た 文字 列 で 検索 する ーーーーーーーー[GHPHl.S.8 
OTRLIT\ の の 
検索 を 続行 する ーー [GRPHl.SR 
aersagssserewm 
CTRHL 十 し PTYYYTTYYPCTED 
検索 し な が ら 置 換え を 行なう 。 GRPHI|,S.D 
CTRLI+Q.A 
ラベ ル を 検索 する ミ ag [SRPH].SL 
プロ グラ ム を 実行 させ る 
プロ グラ ム を 実行 する ー IGRPH RB eee ]28B 
SHIFT TFT ee ]88.166 
プロ グラ ム を 再 実行 する ーーーーーーー [GRPH]. EE RE 168 
プロ グラ ム を 続行 する ー ーー BRPHIRIN ]2H 
1 隊 EEEEERRRRRRTHRRRTHCHH ]88.166 
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カー ソル の 位置 まで 実行 する --- ーー 一 


次 の ステ ー ト メン ト (プロ シー ジャ を 含む ) -- 



























































を 実行 する 
次 の ステ ー ト メン ト (プロ シー ジャ を 除く ) WRCGeekOeexaRte3 が RPC 
を 実行 する 
次 に 実行 する ステ ー ト メン ト を 設定 する [GRPH|,D.S 
メイ ン ・ モ ジュ ー ル を 変更 する ーー [GRPHl.F. 
コマ ンド の 引数 を 設定 する ーー IGPHl, 
次 に 実行 する ステ ー ト メン ト を 設定 する [GRHPH |, 
クイ ッ ク ・ ラ イブ ラリ ー を 作成 する ーーーーー[GRPH, 
実行 可能 ファ イル を 作成 する [GRFPH|, 

デバ ッ グ する 
次 に 実行 する ステ ー ト メン ト に 戻る ーーーーー[GRPHILVN………ー ド et 
構文 チェ ッ ク の 実行 を 設定 を する [GRPHl,E.Y 39a の WC56C4SReeRWfSpSGSNRE2age 
ウォ ッ チ を 追加 を 実行 する ーー 
ウォ ッ チ ・ ポ イン ト を 追加 する 一 ーー 一 |GHPHILDW…… ド ーーww…- 
ウォ ッ チ を 削除 する -IGRPH], 92A0kmo3zroxzzsrinsressaigiieie 
すべ て の ウォ ッ チ を 削除 する ーーーーーーー 一 | 月 PH ee 
トド レー スズ の 実行 の 有無 を 設定 する ーーーーー 一 |GRPHILDLT に eeen: 
ヒス トリ を 残す [GRPH], nedveaepssa4tvemeres 
ヒス トリ を 戻る 一 一 一 ーー 5HiFTI+ lf-g 
ヒス トリ を 進め る 計 = ーーーーー [SHiFT|+ eeewseosesa 和 
プ ブレーク ・ ポ イン ト の 設定 また は 解除 する [GRPH].DB……ーーーーーー 
ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 設定 解除 する ーーー 一 [ーーー トー トド ーーーーnnewwe 
すべ て の ブレ ー ク ・ ポ イン ト を 解除 する ーー 一 [GRPHI,DODeeoeeeeeeeeeeeee 

jr9 ce6dMG32GRRSN2OS 人 Ip 

プロ シー ジャ の コー ル 状 態 を 表示 する [GRPHI,C eedsseceseexzseessdatpepessasseees 
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ヘル プ を 使う 


ヘル プ を 開く ーーーーーーーーー ー ーー [GRPHl.HG JA が 4d7S2ONEiERpa 二 se 76 
回 1 ovd3RTKESSR6S2RRCSWBE の Sr 76 
特定 の キー ワー ド の ヘル プ を 開く - [GRPHI.HT dBBMHS8R32282RRRDCBRtzSRnaa 79 
[SHiFT|+ [fl 本 79 
へ ルプ を 閉じ る ーーー 一 ーーー- BRPHIHOD neet 77.79 
[ESCl 7 B].79 
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